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はじ めに

この報告密は、佐賀県内で実施される、農林業基盤整備事業、嘉瀬川ダム建設

事業、その他国・県所管の公共事業の施工に先立ち実施した、埋蔵文化財の確認

調査の結果をまとめたものです。

本県には埋蔵文化財が多数存在しており、県教育委員会では、これらの貨重な

文化財の保護と農業等を営む方々の生活基盤を整備する事業との調整を図るため、

文化財の確認調査と記録の保存を進めております。

今回、農林業基盤整備事業、嘉瀬川ダム建設事業、その他国・県所管の公共事

業の施工地区について文化財確認調査を行った結果、縄文時代から近世にわたる

各時代の遺跡が確認され、ここにその成果の一端を紹介するものです。

本害を、文化財を県民の共有財産として大切に保存していくための資料として

役立てていただければ幸いです。

この調査にあたって、文化庁、九州農政局をはじめ国・県各事業の関係機関、

各市町村教育委員会・農林担当課、並ぴに地元関係各位の深い御理解と御協力を

いただき、心からお礼申し上げます。

平成14年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長 松尾正廣



例 言

I. 本書は国庫補助 （県内遺跡確認調査事業）を受け、平成12年度に確認調査を実施した佐賀県R林業甚盤整伯

渾業、佐賀郡富士町内で計面されている嘉瀬川ダム建設事業、及びその他国・限所管の公共平哭に伴う文化

財確認調査戟告帯である。

2. 本寄に掲載されている内容のうち農林業碁盤整備屯業に伴う文化財確認調査概要戟告については、平成12年

度までは「佐打県農業基盤整債事業に係る文化財調査報告苦Jとして刊行してきたが、今回、新たに嘉瀬Ill

ダム廷設事業、及びその他同 ・屈所管の公共専業に伴う確認調査概要報告についても所収することから、本

苔の名称を「佐灯県内遺跡確認調査報告苔Jと改めることとした。なお、シリーズ番号については平成12年

度刊行の前掲報告害に引き親いて「20」と した。

3. 調査は市町村教訂委只会の協力を得て、佐買屎教育委只会が行った。

4. トレンチ （試掘坑）位霞図作成、遺構の実測、写真扱影は調査貝が行った。また、遠構実瀾図作成の一部・

地形測云図作成・空中写真搬影作業については委託により実施した。

5. 遺物の整理 ・製図 ・報告害作成作業は、佐打県文化課 （神埼八子事務所）で行った。

・遺物整理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・lfl中 Iヽ ルミ

・遺物笠理、遺物実測、製図 ．．．．．．．．．． 一番ケ瀬宮士子 ・江島美忠子 ・」：漑光子・ 山口美佐子

• 製 図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 三好文子

6. 本害の執俎は下記の分担で行った。

I、ll((3) -(I)を除く ］、 m ... ……………… rfj川 浩文（佐打県教育委貝会）

])-〔3〕ー(ll .... …........ …................ ……..... 西田和己（佐灯県教育委貝会）

lV-I ・・・・・・.. ・ ………............. …........ …•• ……•••• 太田 駐 （中原町教育委貝会）

lV-2 ................ ….. …...................... ….... …• 三代俊行 （佐賀市教行委月会）

lV-3 ......................................................... 前田遠男 （佐賀市教育委只会）

lV-4 ........... , ……......... ……，........ ………...... 岩水雅彦（多久市教育委貝会）

IV-5 ・・・・・・・.................... …... , •... •......... •... •• ... 島内祐輔 （伊万里市教育委h会）

IV-6 ........................ ………........................ 中届修二（浜玉町教行委貝会）

lV-7 ・ …• …・ ………•• ● ● ● • ……............ ………・・・・・・ 草場誠司 (f,!f津市教育委只会）

7. 本書に用いた方位は、原則と して巫界北と し、磁北を用いた場合はその旨を記した。

8. jlfi図中の■は遺構・遺物が苑認されたトレンチ、 Dは遺携・遺物が確認されなかったトレンチを示す。ただ

し、遺物の出土が表土陪からのみであった場合は口で表す。

9. 本書「a.平成12年度文化財確認謂査」の内容は謂査員から提出された潤査結果報告を基に編集者がまとめ

ている。 aの報告及ぴIVの各担当者の原稿のうち、「土塙Jや「・ ・・・ ・・跡」の表記等については統一を図り．

また一部表現を変えたところがある。これらの文責は椙集者に焔す。

10. 本密の編集は市）IIが行った。
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I . 調査に至る経過

1 . 平成12年度農林業基盤整備事業等に係る文化財確認調査

(1) 農林藁墨盤整鑽事業等に係る協議

例年、次年度の農林菜碁盤整備事業については、県農林部と県教存委月会が締結した「農業,.~盤整情事業に係

る埋蔵文化財の保護に関する確認事項（昭和53年4月1日締結、昭和59年4月1日一部改正）」に基づき 、文化

財確認調査の布燕等について協議を実舷している。平成13年度氏林業湛盤整憶事業施工地区のうち、予情調査

（分布 ・試掘 ・確認讃査）が必炭となった地区は、佐双束邪地区 (.I.;¥栖市・荘ill町 ・中原町 ・北茂安町 ・上峠町 ・

釆'(f恨村 ・芥扱村 ・神埼町・ 三田川町・ 三瀬村）l8.4ha、佐代西部地区 （佐沢市 ・多久市 ・窃士町 ー大和町 ・川

湖町・久保田町 ・三日月町 ・小城町 ・三日月町 ・牛津町 ・芦刈町）62.Sha、佐買南部地区 （武雄市 ・猟晶市 ・布

明町 ・塩1ll町・太良町 ・Iii野町・大町町 ・北方町）25.lha、佐双北部地区 (fjl万里市 ・有[fl町・ 四有田町 ・相知

町・七山村 ・浜玉町 ・舷＊町・北波多村）30.Sha、佐灯上場地区 （店浄市・玄海町・肥前町）9.3haの合計146.1

匝である。施工主体は、県農林部・ R村只地竪憐局所管の県営、市町村所管の団体営事業等に区分される。また、

九州只政局筑後川下流農業水利事務所所行の筑後Ill下流Ill水事業に伴う1位譲（佐打市・大和町・神埼町 ・牛津町 ・

小城町）、佐釘中祁只地防災事業所所符の農業Jfl水関係事業に伴う協該 （佐灯市・ 三E1月町 ・牛津町 ・芦刈町）

もなされた。

(2) 文化財帽認調査

協拭した雌工計画について現地踏査などの結呆をもとに検討を行い、文化財確認調介が必要と認められた地区

（表 1)を決定した。これを受け、 当該市町村教i','委U会 ・只林担当謀、県農林部 ・農村農地整偏枯、九州農政

局との第 1回目の「平成13年度農林業基盤整偽事業に係る文化財の保設に関する第 1回協譲会」を限教育委H会

が主悩して10月17日に関倣し、文化財確認調査の時期など円沿な実施について協議した。

文化財硫認詞査は原則として稲刈 り終了から淡の作付けまでの期間 (IO月下旬-12月上旬）までの間に行った

が、地区によっては上物の状況等によ り、年度末までずれ込む箇所もあった。

確認潤査は原則として、 2mX2mのトレンチ （試掘坑）を20mllり隔で碁盤目状に、また農道 ・林道等、濶査

対象地区が狭い場合はほぼ等間隔1こ餃定し、埋蔵文化財の有撫、性格、範囲な どを調査した。

(3) 農林藁墨盤整鑽事業等と文化財保護に関する協謹

羅認関査を実施した結果、佐賀東部地区で3.700rrl、佐買西部地区で128,560rrl、佐代南祁地区ではOm'、佐買

北部地区で1,900m'、佐賀上楊地区で500rdの合計134,660m'の遺跡の広がりが籟認された。内容と しては弥生時代

～近世の集落、 弥生時代の甕棺硲地、 古項時代前期～中期の大型円積、 古墳時代後期の前方後円墳を確認した他、

特筆すべきものとして近代以降の炭窯の調査を行った。平成12年12月18日には「平成13年度農林業基盤整偏界業

に係る文化財の保渡に関する第2回協議会」を開催し、確認頷査の結呆をもとに、文化財の保存について工事計

面との隣整を計った。このうちほ場笈偏等においては盛土による保存、農道・林道・ m排水路等については路線

の変更により遺跡の保存に努めたが、 設計変更によっても保れ：が~;可能なものについては、協議の上、エm実施

前に記紺保存の措骰を取ることとした。この結呆、平成13年度以降に本発掘潤査を実施することとな ったのは、

佐灯東部地区で1.000面（神1奇町）｀佐n西部地区で12.309rrl(佐買市・小城町・ 三日月町）、佐賀上場地区 （唐津

市）で2,800m'の合計16,109m'である。また確認調査の結果遺構が確認されたものの、工事計面における設計変更

- 1-



等により遺跡の保存を図ったものとしては、東弁娠村佐賀東部地区（古1J'1時代後期の前方後円Jj'f). 浜王町ひれ

ふり地区 （古積時代前期～中期の大型円れ）など計約2,000rr!である。この他、束脊振村九干部山横断線誨工地

区では中世以降の古道 (800m')、相知町帆柱地区では近代以降の炭烹 (IOOm')を確認したが、遺構の内容を鑑

み、確認調査の範囲で記録保存を実施している。

2 平成11・12年度璽瀬川ダム建設事業に係る文化財確認調査

嘉瀬川ダムは嘉瀬川水系嘉瀬川に計酉されている多目的ダムであり、その開発対象地全体が佐n祁訂士町内に

含まれ、事菜主体は国土交通省九州地方整偏局嘉瀬川ダム工軍事務所である。ダムサイトは佐R郡官士町大字,jヽ

l,llJJII (左岸） ・畑瀬 （右i:t)の標高約205mの/II床部分に孜訟されるもので、この地点より上減部の様店約304m

等石線で囲まれる約2.7kidが最大湛水地区 （水没地区）と なる。この水没地区内には西畑瀬・東畑瀬 ・鷹ノ羽 ・

小ケ倉・栗並 ・馬場・大串・大野・中原等の集落の全部または一部が含まれる他、ダム関連開発（代特地開発・

辺路整偏·土捨場）などにより、多くの埋蔵文化財・民俗資料等が破壊•水没することが予想された。このうち、

民俗・民俗芸能・建築物 ・石造物・文害資料については 「嘉瀬川ダム建孜に伴う学術調査委U会（米倉利昭委

H長［長崎純心大学人文学部教授））」によって平成8~10年度にかけて学術調査が実施され、平成II年度には

「嘉瀬川ダム廷設に伴う学術調査報告密」＂ としてその成果がまとめられている。

一方で埋蔵文化財については、宮士町での過去の調査デー クがほとんどないため、専業実施に伴って埋蔵文化

財にどの程度影嗜を及ぼすのかという点について阜急に把掴する必要が生じた。帷認綱査の炎施にあたっては、

平成IO年度までは富士町教育委H会が瀾査主体となっていたが、 l]C業黛の増加を鑑み、 平成11年度からは佐双県

教育委貝会が調査主体となり、県内遺跡文化財確認調査費 （国庫補助事業）により実施している。平成II年度は

嘉瀬HIダムの開発対象面積404haのうち、水没地を中心とした約90haを、また12年度は約44.8haを潤査対象に確

認調査を行った。また、平成11年度にはダム追殷に伴う国辺323号付抒エ項により、大野地区に所在する大野代

官所跡に工事の影響が及ぶおそれが生じたため、大野代官所の内容確認及び範囲確認を目的として周辺地形瀾黛

を委託により実施した。また、平成12年度には小副川地区のダムサイト予定地付近において、新たに近世期の水

田遺構に関連すると思われる大規模な石積遺構が確認されたことから、遺構の内容及び範囲を把姐するために周

辺地形測益を委託により実施した。

註I)嘉瀬Illダム娃註に伴う学術調査委n会編 2000「嘉瀬川ダム述殷に伴う学術漏査損告害」 百士町教1(委U会

3. その他公共事業に伴う文化財確認謂董

農林業基盤整備事業、嘉瀬川ダム建敗事業以外の国・県主体の公共事業について、平成12年度は三貸甚罪上峰

町、神埼屈東秤板村、佐賀市、東松浦郡肥前町の 1市 2町 lけにおける各lJI業に伴い確認溝査を実施した。この

うち、上峰町では県逍-~栖・ 川久保線改良工事 (0.48ha)、県道1:r士 ，中原三瀬線改良工事 (0.14ha).自衛隊目

達原補給処内における施設建設 (l.2ha)の3地区において、東柑振村では国道385号拡幅工事 (650m')につい

て、佐賀市では佐灯城公園造成 (500m')について、また肥前町では鷹島肥前線橋梁工事 (0.37ha)に伴いそれ

ぞれ確認調査を行った。

確認調査の結果、東仔扱村における因道385号拡幅工賽に伴う潤査では弥生～古項時代にかけての溝跡 ，杭列

等からなる水田関連遺構が検出され、約2.0haに及ぷ遺跡の広がりが確認された （三津前田遺跡）。 このうち、エ

平の影響が及ぶ範囲については、遺跡の内容・残存状況等を鑑み、確認濶査の範囲で記鉗保存を行った。また、
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表 1 佐賀県内迫跡確認調査地区（平成12年度実施）

［異林業基盤整偏事業に伴う文化財確認調査地区）

地区 市町村名 工事地区名 所 在 地

佐賀東部地区 中原町 九千部山横断線 三養基郡中原町大字蓑原

東脊振村 九千部山横断線 神埼郡東行振村大字松隈字九瀬谷

東脊振村 佐賀求部 神埼郡東脊振村大字石動字四本松

抒振村 脊振 神埼郡脊振村大字服巻字苗代田

佐賀西部地区 佐賀市 金立東部 佐賀市金立町大字薬師丸字四本柳ほか

多久市 瓦川内 多久市附多久町大字長尾字瓦川内

小城町 佐賀西部導水路 小城郡,jヽ 城町大字畑田字轡ケ里

佐賀南部地区 太良町 多良岳2期 藤津郡太良町大字大浦字長川良

佐賀北部地区 相知町 帆柱 相知町大字佐里字国有林

浜玉町 ひれふり 浜玉町大字横田下字烏越ほか

厳木町 浪瀬 東松浦郡厳木町大字浪瀬

厳木町 浦川内 東松浦郡厳木町大＊浦川内

佐賀上場地区 玄海町 寺の上（上場1V期） 東松浦郡玄海町大字寺ノ」こ

北波多村 釜蓋 （上場m期） 束松浦郡北波多村大字成渕字釜蓋

（その他公共事業に伴う文化財確認調査地区1

地区 市町村名 工事地区名 I 所 在 地

佐賀束部地区 上峰町 県道烏栖 ・ill久保線 三養基郡上蜂町大字堤

県道畜士 ・中原三瀕線 三養甚郡上峰町大字堤

自衛隊目遥原補給処 三養基郡上峰町大字坊所

東脊振村 国道385号拡幅 神埼郡東脊振村大字三津

佐賀西部地区 佐賀市 佐賀城公園造成 佐賀市城内 2丁目

佐賀上場地区 肥前町 鷹烏肥前線橋梁 東松浦郡肥前町大字星賀乙

確認調査対象 調 査 結 果 担当者 備考

延長 200m 古道 太田 周知外

0.6ha 古道、土師怨杯、須恵器甕 市川 筑前街道 （尾立の坂）

延長 1,800m 古墳時代後期の前方後円墳、中期の竪穴住居跡 市川 ・古川 石動四本松造跡

延長 340m 中世ー近世の土師器片 武谷 大作迫跡隣接地

19. Oha 弥生時代～中世の集落跡 木島 ・西田 上九郎迫跡ほか

4.0ha サヌカイト剥片、選構なし 岩永 ・古川 ・市川 周知外

0.4ha 弥生時代～中世の小穴 • 土坑 古庄 久蘇遺跡

路床エ 480m 遺構 ・遺物なし 市川 周知外

延長 400m 近代以降の炭照 黒田 ・徳富 ・古川 未周知

12.5ha 古墳時代前期～中期の円墳 市川 小山田古墳

l. 3ha 黒曜石、近代以降の染付 ．瓦、迫構なし 坂井 ・rlr川 周知外

1. 9ha 小穴、近世以降の陶磁器 坂井 ・市川 周知外

O. 52ha 遺構 ・造物なし 有光 寺の上造跡

8.0ha 黒曜石、近代陶磁器、遺構なし 陣内 未周知

確認調査対象 隣 査 結 呆 担当者 備考

0.48ha 遺構 ・逍物なし 原田 屋形原遺跡

0.14ha 遺梢 ・遺物なし 原田 周知外

1.2ha 遺構 ・遺物なし 原田 目達原古墳群

650m1 溝状遺構・杭列、弥生～古墳時代の土器 久保 三津前田遺跡

500m' 石垣 ・木樋 ・石組水路、瓦 ・陶磁器 西田 ・五品 佐賀城跡

0.37ha 遺構なし、陶器片 1 藤井 周知外
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佐n市の佐灯城公園造成に伴う内容確認潤査は公園計面との関整を図ることを目的としたもので、主に佐賀城本

丸跡西側石垣下郭I胃造についての把握を試みた。その結果、石垣下部より新たに木樋や胴木を検Illした他、 ：l:塁

の規模や櫓台の構造についても調査を実施した。

4. 調査組織

平成12年度

料査主体 佐打県教＃委R会

総 括

周長佛坂勝男県文化財謀謀長

次長 大 橋版：：： 県文化財課参事 束島桂子県文化財謀副謀艮 束中川忠美県文化財課湖課長

庶 務

津野建夫駄文化課庶務係専門且 相/IIミエ子 県文化謀庶務係主査

紺山 優県文化諜庶務係主事毎熊 近県文化課庶務係主半

潤 査

躙童総括 西田和己県文化財課行理・指召班企画劉整主査

徳宮 則久 県文化財課管理・指導班企画渭笠主査

松尾 吉茄県文化財課謂査班企囲調整主査

調童主任 市/II 浩文 原文化財課管理・指導班文化財保護主事

鱈董員 樋口秀侶 県文化財課調査班主査

五島 昌也県文化財謀笠理・指導班主査

武谷和彦県文化財諜管埋・指導班文化財保護主事

古JII 直樹 県文化財諜管理・指導班指導主邪

木島慎治佐賀市教育委只会 西田 巌佐沢市教打委貝会

岩永雅彦多久市教打委貝会 久保伸洋束芥扱村教育委貝会

太田 睦 中原町教育委員会 原田大介 上峰町教n委R会

古庄 秀樹 1Jヽ城町教育委只会 坂井済春厳木町教行委只会

黒田裕一相知町教育委貝会 陣内康光北波多村教育委只会

藤井浩司肥前町教育委只会 杓・光 宏之 玄海町教行委只会

讀董協力 佐賀市教行委貝会 宮士町教育委貝会 小城町教育委貝会

唐津市教有委R会 三田川町教行委只会 三日月町教育委貝会

.Iii栖市教行委n会 千代田町教脊委只会 牛津町教育委H会

多久市教行委貝会 東脊振村教育委貝会 芦刈町教育委貝会

伊万里市教行委貝会 脊板村教百委貝会 浜玉町教育委員会

武雄市教行委R会 三瀬村教行委月会 厳木町教科委只会

直島市教育委只会 芯山町教行委月会 相知町教行委貝会

川副町教育委貝会 中原町教育委貝会 北波多村教育委貝会
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久保田町教百委貝会

大和町教廿委只会

鎮西町教'fr委n会

有田町教廿委目会

i!!i有田町教i'f委員会

（農将菓墨纏聾爛事藁）

北茂安町教行委貝会

上峰町教育委μ会

北方町教育委U会

大町町教育委貝会

有1月町教育委貝会

九州農政局筑後川下流農業水利事務所

九州晨致局佐竹中部農地防災事業所

佐買中部R林事務所

烏栖農林半務所

武雄農林11i務所

脱島農林事務所

伊万里農林事務所

唐津農林邪務所

各市町村農林担当課

地元各位

肥前町教行委貝会

玄海町教行委H会

太良町教育委f.t会

塩川町教存委貝会

紺野町教育委貝会

（その他公共••>

陸上自衛隊目達原駐屯地九州補給処

佐灯土木事務所

唐津土木）1, 務所

、内栖土木事務所

（璽漏/IIダム建設事纂）

国土交通省九州地方廷眩屈

嘉瀬/IIダム 工 事ljC務所

讀董指導 北野 極 熊本大学工学邪棗境システム工学科教授
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II. 平成12年度文化財確認調査の概要

[1]農林業墨盤整備事業等に係る文化財確認調査

1 . 佐賀東部地区の調査

(1) 中際町

鱈董対戴地区名

謂童対象地遺跡名

鵡童対象地所在地

謂童対象面積

広域駐幹林道九千部山横断線

周知 外

三養基郡中原町大字貨原

延R200m (2.000m') 

謂董対象地区の立地 行板1J1系のうち、，r.1栖市及ぴ福1均県那阿川町との境にあたる石谷山 （楼窃754.、Im)から

南に旅生するUI陵尾根上の標在約300~320mの範囲に位社し、この足根←Kの稜線が.Cl栖市の市町境となっている。

山稜尾根筋は狭く平坦地に乏しく、東西方向は比餃的急峻な斜面となっている。現況は山林である。

園辺の遺跡及び内容 調査対象地周辺では遺跡の存在は知られておらず、城・砦路等の伝承も間かれないが、広

域な跨査は実施されておらず、 文化財の~r無について十分把握されていないのが現状である 。

九千祁Lil横断線に伴う発視潤査としては、本濶査対象地がある山桟と寒水川を挟んで西側に対峙する鷹収IIHtJ

震において、 平成10-12年度に中原町教行委且会によって鷹取山遺跡 I-VI区の調介が尖施されている。このう

ら、平成11年度に実施された鷹取山遺跡皿区.IV区では中世111城である鷹取111城に関連すると思われる通路・土

嬰 ，焼土墟等が確認されている。また平成12年度の鷹取山遺跡VIK・VI区の関査では、 V区より土破 ，小穴 ，溝

状遺構が、また＼り区では通路及び人工的な平坦面が検出されている。いずれも、鷹取山山頂 (403.5m)を中心

とした較国期の山城、鷹取山城に関述する遺溝と考えられる。

また、 平成10年度に発掲潤査が実施された鷹収Ill遺跡 1区では8-9世紀にかけての土塀・焼土城 ，通路状遺

構及び大規模な造成面が確認されているが、標高220m以上の高所における当該期の迅構と しては稀有な例と言

える。その性格としては祭祀あるいは燐火1昆述の遺跡が想定されるものの今のところ不明であるが、従来発掘調

査が行われなかった1111111地での調査成果が増えつつあり孵味深い。

調董方法及び内容 調査は林辺本線のはか、土羽 ・切土部分を対象に行った。調査開始前の踪査では古れ及びLIi

城に関連する土嬰 ， 堀 ・ 曲輪等については全く観察されなかったが、山裾からI~根上に向かって延ぴるり）通L状

の辺が綬いているのが確認された。この切通し状の道は、中原町側の谷部から S字状に周り込みながら斜面を登

り、尾根筋まで出た後は、町市境と重複しながら尾根上を北側に走っている。確認関査にあたっては、道の性格 ・

時期について明らかにするため、逍筋について計 7本の トレンチを設定し、人力にて掲削を行った。調査の結果、

No4. 6. 7トレンチで現i兄ょI)深い掘り込みが確認され、現在が埋没した状態であり 、当初はかなり掘り窪め

てあったことが明らかとなった一方、池5トレンチでは人為的に盛土を行い、道に沿って土塁状の在まりを作っ

ていることが確認された。 しかし、各トレンチでも出土遺物は検Illされず、町石 （らょういし）等の石硲類につ

いても発見されなかった。

所 見 確認鴻在を実施した範囲では.::.の切り通し状の迎の性格 ・時期等についての手掛かりとなる沢科は得

られなかった。また、詞査対象地と石谷山の1111では寺院 、神社がかつて存在していたとする伝承等も知られてお
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九千部Ill横断線 （中原町）

2 九千祁IIJ横断線 （東fr扱け）

3 佐灯東部地区 （東行抵村）

4 1f捩地区 ('fl'捩村）

① 鷹収Ill遺跡 （中原町）

図2 佐賀東部地区調査地位置図 (1/50,000)
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図3 中原町 ：九千部山横断線トレンチ配置図
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※網かけは図5の範囲を示す。
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図4 東脊振村：九千部山横断線講査区位置図
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らず、参道としての位骰付けも現段附では考えられない。ただ、この尾根筋はIEI三貸基椙と三根郡のl謬疫にあた

り、屈境を示す道とも想定できないこともない。いずれにしても広域な踏査を実施した上で判断を行う必妥があ

ろう。

(2) 東脊振村

讀董対戴地区名

調董対象地遺跡名

広絨碁竹林辺九千部111横断線

筑前街辺（！ふ立の坂）

調査対象地所在地 神埼郡東行板村大字松隈字九瀬谷

調査対象面積 0.6ha 

講童対象地区の立地 対象地は東抒扱Hの北部、蛤岳 (862.8m)から1t.i束隠に派生して延びる丘陵地帝から、

川手Jllによ って1月析された扇状地性平野へと絞＜尾根」こ悦高約 230-250mの地点である。周辺部は怠峻な尾根

と深い谷の連絞する山1111地であり、通常の集落辺跡,'{,が存在し得る平坦地は抒無であるが｀今回の濶査地点から

北方約 1kmには古代末から近litにかけてのIll岳密教寺院「霊仙寺跡（りょうせんじ、背抵1J1中宮跡）」が位骰し

ている。

閾辺の遺跡及び内容 lfJ薮Illは古くから盆Lllとされ広く信仰を集めており、 山岳仏教に関連する遺跡が各所に分

布しているが、特に霊仙寺は行扱Lllにおける台密系仏僧 ・修験者の活動の最大拠点であったとされている。昭和

53・54年度には頂要遺跡雑認苫査により、遺跡の内容 ・範囲の確認を目的として確認頃査が実施され＇、坊跡と

思われる悦石建物跡 ・ 経楳 ・ 硲地などの遺I青や、瓦経・附製経節・和鏡・蔵骨器などの輸入I•り磁器が多数11¥J:し

ている。出土遺物の時期幅は12世紀中頃-13世紀末までのものが中心であったが、文献沢料から推し森れば、は

ぼ13-l4世紀が望仙寺を中心とした朴扱Lil全体の活動が紋も盛んな頃であったと考えられる。1+1北朝期以降から

中1仕末期にかけては、度煎なる兵火や所領没収により 一時荒廃を極めたが、近世初頭より鑽島家の庇護のもと復

興し、行板IIJ下冶として 「1多学院」が現在の坂本の集落に開かれている。

肥前側より修学院 ・雹th寺を経て、坂本峠を介して筑前1lllへ至るルー トとして、 r正保四年肥前一国絵図」に

は「筑前街道」が記載されているが．これに該当するであろう現在まで残るLll越え路として、「背捩坂」及び

＂も江 （おだて）の坂」と呼称される古道が知られている。両者は霊仙寺へと紐<JI! 西に対峙した 2つの尾根」：

を走る道で、いずれも道路が整偏される紋近まで小川内の集落へと紐<B常生活道として利川されていたという 。

このうち、 1!1i側に位訊する行飯坂については、九千部Lli横断線により分断されることから平成6年度に確認溝査

と地形測姑が実紺され、切り通し状の通路についてトレンチ瀾査を実施したはか、「町石 （らょういし）」と呼ば

れる追悦が確認されている"。 なお、この際今回の調査対象地であるJi立の坂も含めて「筑前街辺」として古辺

の屈知化を図っている。なお、対象地の現況は全体が杉林及び雑木林である。

調童方法及び内容 瀾査対象地は南北に延びる綬せ尾根で、広域林道はこの尾恨を東西約65mで開削するもので

ある。 現況では屈根上を1♦1北に通路（迅） が走っており、通路の形態に合わせ、便宜的に北蘭9 より、 切り通し 1 、

屁根すじ上の通路、切り通し2、犬走り状通路、切り通し3と呼称した。また、調査対象地外であるが、りjl)j直

し3から約20m程16根を下った地点には、東側の谷部斜面に向かって尾根l:から中世111城の竪揺のように、約

30mの屁さで真っ直ぐに延びるりjl)通し （切り通し4)が見られる。

切り通し4から1/ilりに折れて足根すじのやや附寄りを登ってきた通路は、J{¥根の傾斜が緩やかになる地点で化

尚沿の露頭にぷつかるため、この露頭を西開から迂(ij]するように切り通し3を経て尾根すじの洒窃,,に抜ける。
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その後急峻な斜面に僅かなヽ3の平坦地を設けた犬走り状通路をつたって、 切り通し2を経て尾根上に至るが、こ

の切り通し2については露頭を避けながら尾根上にスムーズに登るために設けられたものと推定される。 尾根す

じ上の通踏とLたものは特に掘り込み等を伴うものではないが、幅l.5~1.7m程の平坦地となっており、通路と

して歩きやすいように整形されているようである。

兄恨すじ上の通踏から北側にかけては徐々に勾配が急になり、再び花協岩の露頭へと絞くが、通路は掘り込み

を伴いながら緩やかな傾斜をもって登って行き（切り通し I)、岩盤露頭に1!!i側を迂回しながら尾根すじを辿っ

てさらに北方の山中へ延ぴて行く 。

このように通路は急峻な斜面や岩盤露頭をうまく避けながら造られており、多くの7•r物を招えて登ることを考

慮して、忍な狂り下りにならないような祁線が考えられたものと思われる。

躙査にあたっては、通路の構築法、造られた時期等の手掛かりを得ることを目的として 8箇所に試揖坑を設定

し、人力により掘り 下げを行なった。また、工事実施により i;J削を受ける範囲の通路について、 1/100の地形測

比を実施した。

通路上に設定したト レンチのうち、各切 りiiliしに配誼したNol. 2. 6, 8トレン＋では現況より深い掘り込

みが見られ、このうち切り通し 1に配骰したNoIトレンチでは地表面から一O.Sm、泌2トレンチでは一0.6m程

掘り込まれていたことが明らかとなった。掘り込みは断面逆台形で、底而での幅は悩 Jトレンチで約I.Im、No2

トレンチでは約0.9mとなるが、切り通し2・3の底面では約 I~I.Sm、尾Illすじ上通辟では約I.Sm、犬走り状

通路では約I.Sm幅が通跨面として想定され、通路の平均的な位としてほぼI-I.Sm程度が考えられる。 No1, 2 

トレンチでは規り込みの両側に地山を掘削した土を左右に盛り上げて土l:!状に窃めてあるが、現在見られる揺り

込みのラインはこの盛土を切っており 、掘り込みが複数回行なわれたものと考えられる。 切り通し2にはNo6ト

レンチを設定したが、この付近は現況でも深さ I.Sm以上の切り 通しとなっており 、土層餅面観察の結果、揺り

込んだ際の排土のほとんどを谷側に盛り上げているようである。また、 切り通し3は深さ 2m近くを測り、当初

は花悩岩露頻を打ち欠いているものと予想されたが、 Nosトレンチにおいて観察した結果、花尚岩露頭と露頭の

1111に見 られる軟質の花1湯岩風化：Lを選んで掘り下げていることが明らかとなっている。

一方、 厄根すじ上の通路に設定したNo4. 5トレンチでは掘り込み ・盛土等は観察されなかったが、尾恨すじ

t全体が一定幅で平坦1l1iをなしており、通行しやすいよう．人あ的に平坦に整えているものと考えられる。また、

切り通し2・3を繋ぐ部分は傾斜面に段を設けて通路としているが （犬走り状通路）、通路幅を確保するためか、

一部谷側に 3段程の低い石積みを築いて盛上を行なっているようである。

Ill土逍物については、 山『IJ地ということもあり確認できる可能性については1ll:いものと予想していたが、トレ

ンチ渭介の結米、 No4トレンチで土師器小皿片 J点、 Nosトレンチで須恵器甕の破片2点が表土中からIll土した

他、油5トレンチ付近で須恵器史の破片 1点が表採されている。図 6の1はぬ4トレ ンチ出土の土師器小皿片で、

復元lix径7.0cm.残存器)ぶl.2CIII./if: 部9氏面は糸切り離しで、色詞は貿楼色を呈し、胎土は精製されている。13-

14 IU: 紀1前半の所産。 2,3は須忠器の交胴部片と息われ、 2が油8トレンチ出土、 3が油5トレンチ付近表採で

ある。いずれも外面は平行叩き目、内面には廿海波文の当て具痕を摺り消さずに残している。色調は暗灰色、胎

L: 中に紗粒を少泣含んでいる。6世紀後半-7世紀の所産。

所 見 トレンチ潤介の結果、切り通し部分では現況通路底面よりさらに深い掘り込みが観察され、掘り )ICし

が行なわれていることも明らかとなった。こういった掘り込みを設けた理由としては、関辺の地形の傾斜が怠に

きつくなる部分において、登り辺の勾配を出来るだけ押さえるためのエ夫と 考えられる。また、切り通しを設け
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図7 筑前街遥推定路線図 （※賣膏賑11ft爾費●会作成図に一駆m重）
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る際も、花尚岩露頭を避け、掘り易い花岡岩風化土壌を選んで開削しており、ルー トの選定にあたっては、負担

の出来るだけ少ない場所を通るよう、配慮がなされている。このような切り通しは「背振坂」においても多く見

られるが、 「背板坂」の切り通しはかなり大規模で、大きなところでは、深さ約3m、上端の幅約!Om、切りiili

し底面の幅約 Smで、往来の人が楽にすれ違うことができる程の幅を持つ。

tll土遺物のうち、 ・I:師器小皿については霊仙寺が最も栄えた時期の所産であり時期的に麒餡はないが、表土か

らの出土であり 、掘り込みが行われた時期を直接的に示すものではない。しかし、当該地において中世段階の活

動の痕跡を確認できたことにより、この尾根上が霊仙寺、あるいは背振山、筑前へのルー トのひとつと して利用

されていた可能性が指摘できる。前述のとおり、切り通しでは掲り込みが複数回行なわれたことが想像され、掘

りm:しなどの改修を繰り返しながら現代に至るまで使用されてきたものであろう。ただ、今回、関査区外につい

ても、 一邪踏査を実施したが、町石や石仏等については確認できなかった。町石の筑前街追 （背板坂）への設置

は、修学院の文密、あるいは町石の銘文から寛氷10年 (1633)と推定され、少なくとも塁仙寺の復典がなされた

近世初頭以降については甘振坂の方が筑前街辺の主要）レー トとして横能していたものと息われる。特に霊仙寺へ

の参道としての導線を考えた場合には、 1!'娠坂の方が、護法菩神を祭る乙護法堂の前面を介して、中宮の中心的

坊であった水上（みなかみ）坊に続く最短の道程であり、また前述したように切り通し呼の規模は背娠坂の方が

格段に大きいことからも、尾立の坂については近世期においては裏道的な用途が主であったと想像される。しか

し、その一方、坂本峠を越えて筑前へと抜ける際には尾立の坂の方が明らかに近道であり 、国道385号が整傭さ

れる前までは尾立の坂の方が頻繁に往来があったという 。また、天正 7年 {1579)には多くの龍造寺勢の陣馬が

大内勢との戦のため坂本峠を越えたとされており、そのルートとして尾立の坂を登って行ったことは想像に甦＜

ない。恐らくは 「抒捩坂」、「尾立の坂」共に時代毎の多寡はあれど、肥前と筑前を結ぶ追として絶えず利用され、

近世期には霊仙寺への参辺としての性格から「'Ir振坂」へのみ町石が置かれたものと考えられよう。

なお、今回の確認調査では古項時代後期の須忠若甕が採集されている。当該地付近では古墳は認められないた

め、採集等の生業に伴うものとも思われるが、生活色の強い土師岩ではなく須忠器である点や、花繭もの露頭周

辺で確認されていることから、祭祀的な意昧合いも考える必要があろう。

註 I)Ill平也栄 1980 「霊仙守跡j束仔振柑文化財潤査報告惰第4集 東行桜村教行委n会

2) i!!i!II和己編1900 r佐貸県只業米盤整情＄叢に係る文化財綱査恨t';ilfl4J 佐灯県文化財11111査輯告抒第130集 佐n県軟

調童対象地区名

躙董対・地遺葛名

●童対戴地所在地

調童対戴面積

訂委員会

民営かんがい携水事業 佐双東部地区

石動 （いしなり）四本松這跡4区

神埼郡東行抵村大字石動字四本松

延長 1.800m(1'11査面積 180m')

調董対戴地区の立地 田手川によって形成された河沿段丘上、襟~35~36mに位匠し、現況は昭和60年代前半に

実施されたほ場整偏に伴い、段丘上全体が水£1:1化されている。地理学上では中位段丘上にあたり、潤査対象地の

すぐ西側は比店芯 7mをもって一段低く低位段丘となっており、反対に東側では背振111系の丘陵地；符から述絞す

る店位段丘が走り、 .e栖，川久保線を越えて二塚山遺跡の立地する低丘陵地帯へと紐いている。対象地周辺の耕

地化は近世以前に遡り、段丘上の旧地形についてははとんど明らかではない。

躙辺の遺跡及び内容 対象地は佐釘平野における地域区分で見ると、城即11・田手川の二つの大きな河川流域に
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謳1 石動四本松遺跡4区
ヽ

2 {「動四本松遺跡 l区

3 石動I'll本松j血 2区

町 {i動l!!I和蒻31叉

'5 下石動遺跡

6 二塚ll1迅跡

'7 五本谷泣跡

8 I: のぴゅう塚古t(I

, fl達原大塚古1ft

10探111占J1t
'11 古稲{.'j)和jlJ'I

12稲荷塚占用

13 f ='. 津洒古）J'I

14 伊勢探..'ii.It
...' 

図8 東脊振村： 石動四本松遺跡4区位置図 （上図l応0,000、下図1/10,000)
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あり、律令期には神埼・ 三根祁に含まれる。この城原川・田手川流域は佐汀平野の中でも遺跡の分布密度が非常

に高い地域のひとつであり、特に弥生時代から古墳時代にかけての重要遺跡が各所に見られる。地勢的には平野

部へと伸ぴる低位・中位段丘上に吉野ヶ里遺跡をはじめとする主に弥生時代の大規模集落や古墳時代の前方後円

墳が立地し、九州横断自動車道から北側の行振山系南麓丘陵部では径!Om前後の群集墳が標高200mを越える付

近まで見られるが、その他、段丘間の扇状地性低地上や、同辺385号より T♦lの沖積低地内の砂礫帝上でも当該期

の遺跡は広く展開している。

古m時代における城原Ill・田手川流域の様相について概要を述ぺると、まず古墳時代初頭には、吉野ケ里段丘

上や田手Ill右岸域の丘陵地帯において、前方後方形周溝森（吉野ヶ里遺跡）や低墳丘廷（酉一本杉遺跡）が畿内

系二康口緑壺を伴って見られる。その後、前期においては明確な誼長墓は見られず、 4世紀末頃に至って項長2

4mの前方後円墳朝日 ST06古墳 ｛佑製鏡・石釧出土）が築造されるのみである。この地域で明確な首長墓系謙

が認められるのは 5世紀中頃に目達原段丘上に築造される上のびゅう塚古in(項長48m)からであり、それに絞

く目違原大塚古墳 (5世紀後半、 墳長55m)、塚山古墳 (5世紀末、墳長55m)、稲荷塚古項 (6世紀前半、項長

50m)などの前方後円れと、墳径35mの円tl'l、古稲荀塚古墳 (6世紀初頭）からなる目達原古墳群が6世紀前半

まで継続する。その後、 6世紀中頃から後半にかけては、目達原古墳群の北西約3.5血離れた志波屋地区におい

て、 下三津西古墳 （墳長53m)、伊勢塚古項（墳長80m)の2基の前方後円墳が作られ、当該地域におけるti'長

墳の連絞性としては、 目遠原古墳群から下三津西・ 伊勢壌古墳からなる志波屋古墳群へと移行したと見るのが今

のところの解釈である。今回、石動四本松遺跡4区の確認謂査に伴い、円筒埴輪・ 形象埴輪を伴う墳長50mに及

ぶ前方後円墳の存在が明らかとなったが、その位置は目達原・志波屋古墳群の両者から距離を置く、今まで官長

墳の存在が予想されていなかった新たな地域と 言える。

石動四本松遺跡4区の固辺では、その北方を東西に走る九州横断自動庫道述設に伴い、下石動遺跡の調査が行

われ、 6 世紀前半から後~f.の集落が確認されている（県教委実施）。また、同じく今回調査地点から北に200m離

れた地点では、平成6年度に物流倉庫建設に伴い石動四本松遺跡 (I区）＂の謂査が行われ（村教委実施）、弥生

時代後期の溢地が確認された他、甕棺内より連弧文昭削鏡 1面が王類と共に出土している。その後、石動四本松

遺跡 1区の崩側・南東側について重要遺跡確認調査が平成7 (2区）" . 8年度 (3区）”に実施され、石棺廷・

土墟墓等が確認されている。今回調査区は、石動四本松遺蹂 1-3区とは150m以上の距罐を隔てており、その

問ではほ場整備に伴う試視調査以外行われておらず、一連の遺跡としての連親性の有無については不明である。

また、 Ii場整傭の試擢謂査を実施した際も、ほ場の大半が盛土工事であったことから部分的に しかトレンチ綱査

を行っておらず、今IEI謂査地区周辺における埋蔵文化財の状況についてはほとんどわからない状況であった。

ただ、石動四本松遺跡1区の調査の折、地元の聞き取りによ り、石動四本松遺跡 1区の内方 （距離不明）付近

にかつて 「フ トッカ」・＇と呼称される区域があったとの話があ り、「フ トッカ ＝太い （大きい）塚？」と解釈して．

古墳あるいは墳丘墓の存在も、漠然と予想されてはいた。しかし、その際聞いた「フトッカ」の場所は、今回謂

査対象地からは!OOm程度北方にあたり、今回の調査舒手時には 「フトッカ」との関連性については全く考慮し

ていない状況であった。

鯛童の経過 綱査は佐灯中邪農林事務所所管の平成12年度県営かんがい排水事業に伴うもので、工事の内容とし

ては、ほ場整備後の現況只道を、道路面で幅約3.0m、深さ2.2m開削し、径40cmの導水管を埋設するものである。

工事は西側の低位段丘面から先行して実厖されており、段丘法面を斜めに上がって今回調査区とした農辺を東西

に走り、道路と接する地点で痢Iこ折れて灼栖・川久保線方面へ延ばす計画である。平成12年10月に実施した祠笠
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会議では、潤忙対象地が問知の埋蔵文化財包祓地「'./iii!四本松母跡」に含まれ、周辺ではは場整憤に伴う確認溝

'1f. により一部で遺跡の1維：が知られており 、かつその北方では本洞令を実柏した石動1引本松逍路 IIヌ．、あるいは

Ff.i動逍跡等が./Niすることから、工 •JJ実施にあたっては：Ji前の確認潟介が必要との協議を行った。しかし、当

故地が窃11.\'n追として~IJ/fl する状態にあることから、確認潤査実施から」:•Jq}手時までの期lrlJにおけるれ道復jlJ

等の請1111題から、エ：1, 発注後に確認潟介を実施し、追構が確批された場合はその取扱いについてけI)途協ぷを行う

こととなった。 その後、 エ')lの兌注が1111 末になされたことに伴い、 12月 6A から確払~1r.1:.r1 -r, した。

確認潟'fr.は東西に走るn逍全体の延長125mを対象とし、当初は長さ!Om、糾 3mのトレン＋を 4本設定した。

トレンチは西から東に1;りかってNol-No4トレンチとし、 Nalトレ ンチより県色上を埋J:とする溝跡、ぬ3トレ

ン 1・では楊整鉗 i'1,fの水路跡、油 4 ト レンチで時期~~1¥)の褐色枯質土を埋土とするi昇跡が確辺された。 このうち 、

NolトレンチではPJ筒埴輪の破片が採集された他、溝蹄Jq[」：中に埴輪片が少沿含まれていることから、山,IJ'tの周

溝であるuf能性をど應し、 トレン ·f を ~r1111 に約 15m延長して溝佐を行った。 その結米、 溝跡から多Jo<の埴綸11' と

転浴したサイiと息われるl'I礫が検出され、i魯跡の1勺葡形からも前方後l'Jll'tのくぴれ部からjpJ方部にかけての周溝

である可能忙が屈まった (S0211溝跡）。 これを受けて文化財諜では、佐fl中部農林1]1務所にfJII査結果を報佐す

ると共に、遺跡の重妥性を鑑み、確認潤介の期1111延J-Hこついて協力を求めた。さらにjljtJ'(としての規m・範圃を

明らかとするため｀空白地であったNo2トレンチと油3トレンチの1111にNo5トレンチを設定し視り下げたと ころ、

同様に1'1,綸Jヤを Ill土する溝跡が確認され、 後Pl部のI/di~の一部であるとどえられた (SD213溝蹄）。 桔果として、

これらの溝跡の確認により、 l(t艮50mi前後に及ぶ前）i後jLJt{t(ST 2 I 71iif方後l'JIJl)が、現況農辺とほぽ・)'.輪を

平行に1輝 ：していたことがIJJらかとなり、遺構の保存について早急に1糾譲を行う必要が生じた。n林部局との協

議は12月後半より翌平成13年 1月まで行われ、只林11111からは、既に今囲施1:1;,;のIt(前までエ：JiははIf終（してお

り、さらに1,り.i!.1部には他に笠路をl叶せる農辺もないため、路線の変更は極めて困難との見解がポされた。その一

方、雅設行の深さについては芳干の変更の余地があり、当面は遺1鼻面の上に配行し、将来的な古/(tの整俯計両等

の実施にあたっては.1t.11ll! に移設することも可能とのzy.比も出された。結・果的に、路線の変更は行わずに管埋設

に伴う床掲り高をば邸35.6mに留めることとし、これにより前方邸及び後111祁のL~I溝は俣イ，:可能とな っ たが、 1討

打のIIりの地u」面 （後円部必底面）については、追構検出面よりー10匹から最大ー20cmが削・ドを受けることとな っ

た。なお、確認隣在については、今後の溝1cに向けての沢料を得ることを目的として、埴輪等のII.II: 状況につい

て1/10の詳細如舅、及び全体の沿構実渭区I(1/20)作成、空中写真撮影を委，!tiこより実施し、合わせて：l:JM図

・t;; の作成を行った。また、埴綸については円代と説{£ していない、くぴれffllf.t近等の埴輪）ヤについてサンプルと

して採集し、前JJi部周渚の埴輪 ・転裕狂石については、シー ト敷設の I・.、現状のまま埋め戻しを行った。r,千の

実iJ!I)作業を除き、瀾究は2月未日で終了した。

調査方法及び内容 潟査にあたっては．辺蹄面から遺構検出1ni直J:まで掘削攪により掘り下げ、iii構検/II・lli!i'i!J

は作茨IIにより実施した。母企区は．検Ill面での幅約2.5m、長さ59m(No I・ l・5トレンチ全体）の狭長な

ものであり、 トレンチを設定した¢む追が、は楊整信の際に其砂土等のlil:tにより新設されたものであること、 1川

えてトレンチ咲面が垂直なことなどから、常時、真砂 I:がトレンチ11ilこ浴ち込み、m掃等にHりを要した。また、

天餃も騎廿 ・降雨の日が多く、潤在区の排水作菜もかなりの時間を渭いている。なお、本鴻登区は過去の潟登と

の述絞性をそえ、石動四本松遺跡「4区」とし、沼情番サについても111fl!!I;渇査分からの述番としている。以ドに

トレンチ別の調査状況について述べる。
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① No1トレンチのIll査

No Iトレンチは、当初潤査区i!!i嬬から約!Omの規mであったが、前述したようにi/11跡S0211の延長を確認す

るため、東111Jに約!Sm拡張Lた後、さらにNo2トレンナとの空白地の状況を確認するため約15mを再延1:::し、最

終的に長さ40m、糾3mの計120m'の規校となった。確認された母構としては、潟査区中央から西側にかけての範

I/ffでJiり方後円l{tのくぴれ部からJl,r方部にかけての周溝S0211、またS0211とくぴれ部付近でif(複する古打時代

中期の竪穴住居跡SB214がある。その他、 SB214とS02111こ切られる形でSX2l5不明迅構が、またSB214 

の東lllf約2.5mの位骰でSX216不IJ)遺情が検出されている。なお、 トレン+1勺東側部分ではトレンチと直交して

南北1こ走る溝状のカクラン（ほ場整伯前の水田に関連する溝跡）が5条見られるが、それ以外にjtl情は確認され

ていない．

土層 泌 1トレンチの土府は、まずO.J-0.2m程度の現況C'!道面 （砂利敷） ドに、具砂：I: が只道中央で印さ0.2m、

両沿付近でIf/.さ欣大O.Sm程敷かれ、さらに客土である真砂土やコンクリートプロックの枇入した灰色粘買土が

IQ: さ0.2-ltl'J<:0.8mでIEHU面上、あるいは削・平された地Ill面に盛：I: されている。No1トレンチにおいてIIJlfl面は

トレンチl村墜側で確認されており 、 くぴれ部付近の土~,~(図12) では、周溝埋」：J・. に水tll~'lが)11.f/l し、さら 1こ

椋高35.Sm付近を基底面としてほ場整憤の盛土が行なわれている状況が観寮できる。一）i、その反対闘 (Jtllll)

にあたるトレンチ壁面では、地Ur層である黒色粘質:l:(地IllI)の上面がほぽ慌窃35.Smで水平になっており、

M様には楊枕鉗の悦の切り土1.iが楼窃35.Smであったことが窺える。この黒色粘1'1±(地1111)は石動1引本松辺

称 1~3区においても遺情検出面iとして確認されており、弥生時代以降の生活面として、この段丘上のほぼ全填

で比られる~'l である。 No Jトレンチにおいても、確認された遺構はこの関色粘質.t上面で検出されている。なお、

この地山 1 の下屑は、 J!j( さ20-30anの漸移~ (茶褐色粘ft土：地IJI ll)を挟んでロームmの褐色粘IT土（地111田）

となり. S0211・213とした古tft/1,H昂は、この褐色枯ff:J:Rりまで掘り込まれている。

S D211溝跡 No l トレンチの西Ill西方向から東北東方向にKC線的に~I•ぴ、さらにh1lll11して南南東方向に走る

沿跡で、 ~R:J:中から多祉の埴輪片及び粁石 （馬溝内に転落したもの）を含み、新1方後f'IJJ'tの前方部からくぴれ部、

後Pl部へと絞く関溝と考えられる。狭いトレン..,.内のため、前方邪周溝の北1IJll<Ill丘側）で約7m余りの周溝H

が計測される他J;lfそさについては明らかでない。断面形は逆台形状を呈するものと思われ、 トレ ンチIII壁•寄りで

舟f,J/,ji昴の外周側の立ち上がりが確認されており 、これをもとにすると周溝の輻については前方部謂で約 3m. 

＜ぴれ部付近で約4m程度と概ね推定される。検出した段階では！，I.¥色粘質土（地山 I}に、より色調が開い埋土

からなる溝状逍溝が切り込んでいる状態がまず観察された。埋土は地山 Iに比ぺ砂の況入が少ない I:、:tの粒子

もさめが細かく 、腐食代土を多く含むものである。検Ill面では小さな植輪片が認められ、 l引らかに遺構埋：I: と考

えられたため、 トレンチ北堡に接してサプトレンチを設定、堀り下げを行った。その結果、検出面から 一0.4m

で多絨の柑輪片が密集して検出され、しかも埴輪の母存度も比較的良好であることが判IJ]した。さらにト レンチ

北壁ti!にペルトを残しつつ全面の湿り下げを実施したところ、 1%111のように多・iitの円躾と破砕した埴輪片が溝跡

内にJlis積している状況がIJJらかとなった。

l'I礫と埴輪片は溝跡の方向性と同じ1こ、西1村西から東北JI!方向に直稼的に伸び、さらに屈1111して南it!東方l••Jに

帝状に粒くが、 f'l礫は前方部の[(線部分に集中してμられ、 lu!1U1部分から先では．もに密度を減じ、代わって埴輪

片が多泣にJ{k積している。この円礫 ・埴輪の帯状堆積は、溝跡内の北側の喰寄りに比られることから、北1l!1爪；；l

にれ丘がかつて存在し、 ；:l.H:i・ 埴輪が）n丘.1,.から周溝内に泣れ込んだものと想像される。しかし，溝跡のトレン

チ潟査を実施した範囲ではプライマリーな状態の廿石・列石等は確認されておらず、奸石I'!体が本米的に）n褐ま
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で；；；るものでなかった可能性が硲い。Pl礫ははとんどが花協岩の川石で、大ささは径10cmから20an粒度のものが

多く、 30cmから40cmぐらいに及ぶものも見られる。なお、溝の埋土は検Ill面から底面まではぼ同質の焦色粘ttJ:

で、その検Ill面からの深さは、くびれ部で約O.Sm、前方部では約0.3-0.4mを潤る。

遣惰検出・掲り下げにあたって非常にわかりにくかったのが、くぴれ部から後111部にかけての綿分である。こ

の蔀分では古1(1に先行Lて竪穴住居SB214が作られており 、この住屈跡の洒憫祁分を切り込んで閲溝の掲削が

行なわれている。しかし両者の埋：Lは柘めて似ていることから、迅構検Ill段陪は同一・のプランとして捉えており 、

掘り下げを進めていったところ、カマドと思われる焼土塊や住屈1-I<面の存在等から初めて両者の頂複を認益した

ものである。よって、 S8214を切り込む周溝立ち上がりは明確に検出できたものの、検出面における切り合い

のラインについては不IP]確である。この他、 トレンチ北喰寄りのペルト部分では、 S8214の北謂隈に切られる

遺構プラン (SX215不明遺構）が検出されているが、掘り下げは行っておらず、性格は心月である。

なお、くぴれ祁付近の トレン-rm側壁面で観租したところ、周溝底面から地山 （地IllD)が立ち上がり、さら

に水平に東開にPIIぴている様子が確競されている。この地u」n」こにはSB214の貼り床土が僅かに遺{fしており ｀

さらにその上~rlに埴綸片を含むm色枯質土が堆梢し、周溝1勺へと落ち込んでいる。 この立ち」；がりの段が後f'l部

の紋F段に柑当すると思われ、閥溝底面と後円部位下段の比窃差は約0.5m程度と推定される。

埴輪のHII・. 状況は、平面的には前述したようにくぴれ部付近に集中して見られるが、前方部1ll1ではl'I礫が密集

していることから、このPl礫の下層にも多くの埴輪が落ち込んでいるものと息われる。埴輪の破片は比較的大き

く、中には全体のは1が,,分が遺存し、そのままJJ'l丘卜から転げ込んだようなものも見られる。 しかし、その 一方

で屈耗が冴しく 、接合::,;可能の破片も少なからず辿められ、 9月溝内に招ち込むまでIJ;¥位il'o'.をかなり移動している

ように思えるものもある。出土する部位と してはI.I:倒的に胴下半部から）腿部の破片が多く、口絃部の破｝ヤは少

: ,tである。 ~'II立的に凡ると、全i,tを取り上げた＜ぴれ部付近では、それぞれの破｝ヤが上下でIll!料を挟まずに密{I

して堆積しており 、その下面は周溝底面のはほ直上に及ぷ。おそらくこれらの埴輪 ・円礫は、古1n築造後、そう

時期を代かずして周溝内に堆折し始め、またその時『］も比較的短期間であったものと推定される。また、形象埴

輪の破片も10!.'1.余り見られるが、いずれも小破片であり、くぴれ部付近からト レンチ西嬬付近までの広い範l!JIIこ

散在し、かつ上面に近い附位でIll土している。その他、くぴれ部付近では埴輪片と混在して、 t![忠器の甕・器台 ・

壺の小破片が出土している。

S8214竪穴住居跡 方形の竪穴住居と考えられ｀ トレンチ内では北東隅部と北墜 ・東堕の一部が確泌されて

いる。このうち、 (-1:1.i;跡の村闘は前述のとおり SD211に切られて失われているが、切り合いのラインについて

は不明である。北墜に沿って東洒二箇所に焼：Lの塊がμられ、洒側のものはその形状から(t居搬に接して作られ

たカマドと思われるが、東側のものは住屈堕と直接接しておらず、塊状の形状からカマドではないようである。

検Ul面から-0.3m程の深さで1-l<ilii(焼土が視入する暗褐色粘沢土）で確認されたが、 I.I<面は地IIJではなく Ill-さ

3 cm程度の貼り床とな っている。さらに貼り床の下綿は茶褐色粘tl土からなる地Ill(地1110)で、この地1J1は住

居跡西開で人為的に掘削を受けて周溝法面となっており、 SD21H鼻の東側壁、すなわち後l'I部位,..段のIJ't丘斯

部となっている。また、北東既部から約15cm雌れた住届外でPit.C、1-l<i!ti束側のトレンチ11/培寄りでPit.Bを

検出した他、サプトレンチ内でPit.Aを検出している。このうち、Pit.8・Cは住居に伴うものと与えられるが、

Pit. Aは貼り床下面の検出であり ．埋J;中から弥生：I; 器壺の底部が/JI」.:していることからも 、ltM跡に先行する

遺構と思われる。なお、カマドの西約0.6mの地．点で土師器の鉢が3llll体 (85-87)出土している。これらは、

はぽ竪穴住届床面と !rt]レペルにあるが、位骰的にSD211の氾り方ラインとも煎なり 、どちらの埋土中に含まれ
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るのか．，悶介段陪では明確に館認できていない。時期的には 5世紀前半からq傾以前の所殺であり本古lJ'Iの築

磁時期とは烈たりがあるため、本来はSB214竪穴住居跡に伴うものである可能性がiぷく、古lt!築造時に竪穴住

屈の挫土が捉削を受けて混入したことも考えられよう。

② Na5トレンチの調査

No Iトレンチの東側、約SmのIll)隔を空けて設定したトレンチで、 トレンチ上l面での長さ14.5m、幅2.5-3.0

mを視9る。NoI ト レンチと ~05 トレンチの間には 、 当初!/o 2トレンチを設定していたが、 トレンチ底1ui全面から

:.1.¥色粘tHの地LIiiが確認されており、遺構については検出されていないことから.No 5トレン＋潤査段翔では

既に埋め戻しを行っている。悩 5トレ ンチの設定にあたっては後l'1部の周溝の存在が想定され｀潟介の結果、植

輪片を含む溝跡 (SD213)とこれに後出する州北方Iiりの溝跡 (SD212)が確認された。

土層 悩 l ト レンチと同様、辺蹄ilii下には場整伽の盛t層 、 113水田面が見られ、 その田面の下~>Iから遺情が確認

されている。ほ楊笈鉗の盛土の,,;.さは約0.8-0.9m程あり、 NoIトレンチと同じく楳/.G35.8m付近にIi場整偏前

の地表面 （水＂層 ）が見られる。この水m層を除去していったところ、 トレンチ中央祁のやや束寄りで褐色粘質

1:を埋土とする溝跡 (SD212)が検出された。このSD212が切り込む面は、溝の東西で様相が異なり、東測で

は地IJ.IIが検出された一方、西開では埴輪の小片を少梵含む熱色粘償土が確認された。この黒色粘tt:J:はNoIト

レンチにおける SD211埋土と (11)色 ・fill貫であることから、周溝の埋土であると推定された。よって、この黙色

粘'!'!:I:を掘り下げたところ、約0.5m下面よりローム竹の地111mが検出され、さらに地Ill面が西側に立ら」，．がっ

ていく様子が忍められた。よって、このヽ tち上がりが後111部周溝に作う ものであり、周溝の東側については後世

の沿粉 (SD212)と重複していることがIJJらかとなった。

-30-



C +  
＋
 

c
・
 

37
.0
"'
 

2  

因 M

汲
L
O
m

J
S
.
O
m
 

1  3 1 -

否 5 ナ ぐ V +廿 遍 因

,
 

..
. 
蠅..
..
,
 

... 
,
 

,
 .
.
.
 ●
貫
色
~

ll
.t

Ul
".
J:
: 
11
_.
._
.
n
●
 J.
I
 

l
.

 2
慕
び
ぶ
色

帖
胃
・t
n鍼

令
・t
u
a
嶋
●
●

の
●
*' 

,
.

 鴫
胃
~
~

冒
J
,
.
.
 11 
.
.
.
.
.
.
.
.
 ,J

 

，
．
鵬
~
"
'
●
t

 ..
 と,
.,,,.
.. 
で
•
•
e
諷
●
,.
,

 

田'"
遍""
'・

1
.

 鵬
u

胃
±

CS
O
I
I
噸

麓
渾
+J

,
.
 墨
色
納
胃
l
(S
O
I
iぷ

鷹＂
亀

心

(l
. 

•• 
~

.
.
 ●
 I:

«
<

• 妙
戴

じ
●
：
●
'"

"
 

IC
•
U

• 
1
'
<
u
-
、..
,

 
●
山

I
)

1ふ
●
色
帖
貫

,.
,
.
ー
ム
貫

：
"と
""
""

だ
が
々
々
鬱

量
c,
,
 

..
.. 
,
 

二
D

 

+
D

'
~

 

一
~

=
-
:
:
:
:
:
:
:
:
 

2  

廻 瓢 D

●
紐

●
土

(
S
0
21
3●

●
讀
±

)

●
色

●
土

（
達

山
I
)

鴫
t!l

砧
貫
%

(
達

山
且
）

狐
O
m

お
.
&
m

※
C
-
C
'
、

D
-
D
'
は
図

10
の

ポ
イ

ン
ト

を
示
す
。

。
II
心

）
3
r
n
 



図15 S D2 1 3溝祐埴輪出土状況
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S0212潟跡 S D213の東側部分を切ってIII北に走る溝で、断I葡形は逆台形をなし、検llliliiでの幅約2.5m、

底面での幅I.Sm、残什する深さは.S D2 13底面よりやや深く 、 0.2-0.3m である 。 ~Hは褐色粘質土で、 自然

堆梢の様 fは斯沿に見られない。Ill上潤物はili入品と思われる追綸小片が僅かに含まれるのみである。Ill.illにお

ける潟査例から中ltt以降の所産と思われる。

S0213潟跡 東側をSD2121こ切られるため紺は'f-lJJで、深さは検Ill面から0.2-0.3m遺存する。前述したよ

うに。底I葡から洒開1こかけて地山mが立ら 上がって溝の1i1となり、さらにこのV.ら上がりは、"1'-ifii的には北東方

向から南西方,,,,にかけて緩やかにカープしている。地Ll!illの立ちl:.がりの段差は約!Sanと低いものであるが、こ

の立ち上がりは、その上肘の地IllIまで萩いているようで、トレンチ北壁の断ifi1観租では沿lif1faから立ち上がっ

て地IllI・日の上iliiに絞くラインが確訟されている。このSD2131沢面から立ち l:がる段が後1可部の餃・ド段とな

るものと推定される。この場合、 Kり消底面と後l'J部蚊ード段との段疫は約0.5m程であり、池1トレンチのくぴiL

部付近における周溝底面とftff段との比窃必とはぽ等しい。なお、 トレンチ北限に設定したサプトレンチ内のil!i

憫、地Ii.Illの立ち上がり部分で径約20anの小*が検Illされており、古J(Iに先行する時期のものと思われる。

開 t中からの出土遺物として、 J直輪片 ・弥生：t器の他、1'1礫が凡られる。埴輪片は後P:I部殷ド段の根部より約

0.7m繕れた地点からlltllllの範棚に、溝の方向性と同じく北東ー南洒方JiiJに帯状にlit梢している。埴輪）中は検Ill

面より ー0.3m程の深さから溝Ji£曲/(上にかけて堆梢しており、 SD211のくぴれ邪付近と比ぺると沿的に少ない。

疏認関査にあたっては、SD212との間にアゼを残した以外は完掘を行い、コンテナ3箱程度の埴輪1ヤを取り」：

げた。埴輪片はいずれも抒通円筒で、このうち l慨体について全形復元している（図18-I)。なお、 l'l礫は少

なく .3 llll程度しか確認されていない。

③ 出土遺物

S 021 l及ぴS0213溝状遣構内より多汰の埴輪｝ヤがII¥土しており、 II.ItJ,[l;l S D211よりコンテナ (36'/'1卜

ル容祉） 20箱分、 SD21 3よ りコ ンテナ 3 箱分に~I当する。

旭輪はいずれも,,ヽ破9ヤと なっており完形品は竹燕で、全形

を窺えるものは少ない。棟別は99%許辿l'l符からなり、朝

顔形埴輪 (.fi/J梃i祁～頻部の破片）と形象埴輪が若干乱Ill土

している。埴輪片以外では須忠器 ・上師器 ・弥生上器がコ

ンテナ1/2箱分 ・鉄製品 1点がある。

(Pl簡場輪） f'lt.~ 埴輪には杵通円筒と朝顔形の両者が見

られる。前述のとおりほとんどが'it・ii!i円椅と思われるが、

朝刷形については朝頻部の破片でしか区別できないことか

ら 、 仔通Plf.~としている破9すの中にも朝顔形のl'l岱部が当

然含まれる。苔通円筒の破9ヤの多くは胴部二段U、あるい

は三段目から店底部にかけての部分であり 、n緑部の破片

は非常に少ない。このことは古l{t築造時に埴輪の下邪を土

巾に埋め込んで忙骰することにより、胴下半部の遺存度が

より良好であったことに起囚すると思われる。取り上げた

埴輪片について接合を拭みたところ、杵通Pl筒については

）＆底部からn縁部までの全形復元 （区l面 I:)が3個体で可

」
L

ll !II 
T
 

nIll 

鯰高 I"' 
” 

鼠庇●任

図16 埴輪各部名称図
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能であったが、朝頻形については朝頻部の上半部、及び胴下半部についての部位は見られず、その全形について

は把握できなかった。 なお、取り上げた円筒埴輪の個体数把掘のため、復元した基底部について l•l一憫体を除外

し数えたところ、 15個体分以上の存在が確認できた。

形懇・法■抒通l'J節は 3僻体について全形復元がhf能であったため、主にこれらを手がかりとして埴輪の形態

について考察する。

全体的なブロポーションは、基庇邪から胴部にかけてやや開きながら直線的に伸び、口樟部はそこから僅かに

外反しながらさらに開く。口緑部のみの破片も数点出上しており、ほとんどが端部に向かって僅かに外反するも

のであるが、 7のみは匝線的に開き、端部付近のみ外反するものである。口松部端郊は断面方形で明瞭に嬬部を

持ち、沿面はほば平坦である 。 クガ（突帝・凸帝） は三条であり、胴部二段目と三段~,のそれぞれに円形スカシ

孔を向かい合わせにHL、上下で方向を直角に違えて施される。

法仕のうち器高は、全形復元した 3 点それぞれが、 50cmll)、 47an(2)、 ~9四(5)を iJll(I) 、ほぼ5-0cm弱と考えられる。

各祁位の］苫さのうち、碁底部高は平均11.0-11.scm、タガ1111の幅は平均9.0cm、口緑部長は平均12.5anを測る。底

径は18.5-21.0cm程度のものが中心的であり、 44など17匹程度の径の小さいものや、 31・39・42など22.5-24.Ocm 

程度の大きなものもあるが、極めて少数である。また、口様部径は28.0anから31.如m程度に収まるが、 7のみは

23.1cmとやや小さい。ただ7は口径復元の数｛れであり、盃み等を考媒する必要もある。

朝顔形については全形が把握できたものはなく、胴邸から朝頻部にかけての頸部付近の破片が残存するのみで

あるが、大きくは胴邪径25cm以上の大型のもの (52・53)、20cm前後の小型のもの (49・50・51)の莉者がある。

形態としては前者は/j:/部が張り、後者はかなり「なで肩」で丸みを持つ点が異なるが、50・51と53を比餃した限

りでは、顎部のくぴれ部から大きく l月＜朝顔部の形状は同様である。なお、 47・48は朝顔部の二頂口緑を形作る

擬口緑部であり、端部に粘土貼り付けのための線刻が施され、同様のものは53の擬口縁にも見られる。

成形 成形は基底部の粘土板上にさらに粘土板を右回りに巻き上げていくものである。また、船底部の1反面観寮

で粘土板の貼り合わせ状況が分かるものでは、すぺて右回りの貼り合わせである。器喪の臥さは胸部で約1.6cm、

基底部付近で1.8-2.0四、口緑部付近でl.O-l.2cm、と厚手のものが主体であるが、 7・10・13・14・15・28・29

など厚さ平均1.0cm程の薄手のものも見られる。

謂整 外面は、碁本的にはタテハケメ による一次濶整のみである。ハケメのIll!開は大きく大9卜2種あり、 12本程

度／四の非常に細かいものと、 7本程度/anの粗いものがあり、前者が多数を占める。ハケメの原体幅はいずれ

もI-I.San程度である。碁本的に一次調整のハケメをそのまま残すが、特節すぺきものとして、 2・15・16・

18・35などでクテハケ後の横方向の潤整痕が観察される。この調整痕は、隣整工具の幅が分かるところでは約 1

cm程度で、 一見、平行する細い筋状の集まりであるためハケメにμぇるが、一次潤笠に｝りいられる Iヽ ケメとはそ

のIll!隔が異なる他、一次調整のハケメでは、そのひとつひとつが 「谷線」が細く 、「山線」が太いのに対し、こ

の潤整痕は「谷線」が広く、全体的に浅い。また、 15のように胴部のひとつの段だけに潤整が施され、一次躙整

のタテハケを完全に消していないばかりか、胴部を全周しないなど、多分に局所的な渭整である印象が佳く認め

られる。

一方、同様の調整痕はタガのはぼ全体に横位に見られ、上記の個体では、クガ部の調整から連統して胴部にま

で施されており、 一次調整後、クガを貼り付け、整形する際の一連の行為と思われる。その理由について巧えら

れることとして、タガ整形段階に生じた苔表面の凹凸などの祁分的な不具合を整えたものとも推定出来る。特に

この悶整痕は上記以外の個体のタガ部にもほとんど兄られることから、当該古tJ'!U¥土円簡埴輪のタガ部整形法と
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図20 出土頃輪実測図④
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して一般的にFLLいられていた技法と甘え、上記の個体例は、その作業の過程でたまたま胴部の部分的な潤整を厖

したケースと捉えられる。よって、この潤整技法についてはハケメ状工具によるナデ綱整に近い ものと考え、い

わゆる二次潤整のヨコハケとは区別したい。

この他、明確に外面二次祠笈のヨ コハケを籍している例として30が上げられる。小破片のため詳細は不明だが、

目のtilいものと細かいものの両者が枇在してお り、関整具を当てた角役によるものとも息われる。目の細かいハ

ケメの原体帽は約 3匹である。ヨ コハケはいわゆるA極ヨコハケと推定される。収り上げた埴輪片の中で唯一の

ものである。

なお、底部付近の鴻整としては、接地面の外面付近において、心や46のようにヘラ状工具や指頭のナデによる

調整痕が見られるものがあるが、例としては少ない。本遺跡出土の円問埴輪の場合、底部が特に分厚くなる、あ

るいは変形するといった様子はほとんど見られない。底部底面については指あるいはナデによって潤笠がなされ

るが、潤整痕や作菜台の圧痕等は認められない。

内面潤整は指頭によるナデ中心で、基底祁方向から口緑部方向に器表面に向ってtr.r.:I上りに直線的にナデ上げ

られ｀さらにiii底部端部内面に指頭による押圧を施し、底部の歪みを修正している。また、タガが貼り付けられ

る位骰のちょうど内面部分でも指頭押圧痕が認められ、外面のクガ貼り付けに伴うものと思われる。さらに口緑

部内面は、ナデの後に横 ・斜め方Iiりのハケ メを器表面に向かって右下から左上方向に施して口絃部を緩く外反さ

せ、端部付近については内外面同時にヨコナデを施すことによって形状を整えている。

タガ（突帯・凸帯） タガの形状は、茄本的にはタガ高よりタガ$1,1が大きく、端部の輻が広い白形状であり、成

形にあたっては粘土紐を朋郡に貼り付け、人さし指を嬬部に当て、親指と中指により枯土紐を挟んで強くナデる

ことにより ．タガt面と下面が凹面をなしている。 しかし、クガの高さ ・幅は様々で、そういったタガ窃と幅の

比玲；ゃ形状からA~Eの 5つに分類 （図26)している。このうち、 A類はクガ幅が址も挟＜、店さが窃いもの、

いわゆる突出庶が店くシャープな作りのものである。B類は突Ill度のより低いもので、さらにD類はB類同様突

出度が低いはか、タガの上方に較ぺ下方がよりつぶれぎみになるものである。さらにE類は最も突出度が低いも

ので端部もシャープさに乏しい。 C類は台形部分はB類に近いものの、上端のみが突出し、端面に段を持つもの

であるが、 1例のみであり、バリエーションとしては例外的なものである。その他、 一段□タガにおける断絞ナ

デ技法 ・押圧技法等の採rnは見られない。なお、 4のタガ渕雌邪分では、貼り付け位肘を示すための沈線 （突帝

貼り付け用目印：写真図版12)が見られる。

胎土 胎土は肉眼観察の限り 、すぺてほぼ同質である。 I"'前後の砂粒を多Jii:Iこ含み、5匹から 7cm程度に及ぷ

砂礫も 5anX5cmの範囲に1、2個の密度で認められる。鉱物と して石英は多<.llられるが、娯母やカク七ン石

等は非常に少ない。特徴的なものとして0.5-J匹程度の明赤褐色を星する砂粒が5cmX5anの範皿に4.5個

といった密度で含まれる。

燒成 すぺて土師質で、器表面に黒斑を伴うものは全く見られず、焼成は窮窯による。観察表中では1勺面まで器

表面と同色に焼けているものを 「良好」、内面が息＼ずむ、あるいは焼き色がついていない等の焼成が足りないも

のを「不良」とした。全体としては概ね両者が半々に見られる。

縁刻 器表面へのヘラ状工具による線刻には、簡単な記号状のものの他、動物を楔したものも認められる。記号

状のものは口粒部の内外面に見られ、1の目のようなものや、8のX印、 10のS字などがある。また、朝顔形埴

輪である53の訂祁下のタガIIIJには四つ足の動物を表現したと息われる線刻が見られ、「馬」「鹿」などが想定され

るが、 1りの表現はなく、前者の可能性を考えている。なお、この線刻は記号状のi:t線により描くものと異なり 、

-42-



。

＇ 

奇
＇礼
l
i
I,＂いも
．＇

“
 

お

お

白琶員
啜謎置雪

~ -
一蟷屑ご〕
翠翠響ー 58 

~ 
選璽蓼鬱

I 

二疇~' 60
” 

。
(1/3) I泣

図24 出土埴輪実潟図⑧

-43-



攣彎、、、

摩胃り
61 

0 (I/ヽ）

斤'―← I
g
1
 

乙疇
9□ 

笠

冒鼠
~63 

噂9、
忍翠翠§f 64 

．
 

(1/3) I知

＝ 
図25 出土埴輪実測図⑨

ー
ら
y
ぃ

K
リ
ー“

麺

ー

CII
|
l
lー

E

l
人
り
U
ー
鵠

/
/
！

|

_

 

lE 

ー

1

ー
し

~
5

／
／
ー
｀
—

ー

__
_1

ー

ー

l
l
_
i|_l 

1

,
 ー

i
n
VI
g

ー
ハ
ピ

（
 

II 

ー
II 8

0

 

l

l

 

ー

|ぃ
r
旧
ー
り

ー

'

,

'
 l

E

 

ー

1

,

/
t
l
 

All(

！
 

• (Iん） Sm 
l,1 o I II、

図26 円筒埴輪タガ部の形状各種

ハケメのような数条からなる浅い線で描かれている。

（形象埴輪） 形象埴輪については、不明確なものも含めてII点が出土している。いずれも小破片であり、この

うち、器植が明らかなものでは、人物 (54·55) 、馬形 (56) 、.(~形 (57・58・59)がある。すべてSD211から

の出土で、検出面に近い上層で確認されている。54は人物埴輪のHからJ:腕付近の左腕と巧えられ、 SD211の

中でも前方邪中程付近の周溝にあたる位翌での出土である。外面に服鏑等の表現は見られない。55も人物埴輪の

腕で、肘及び二の腕付近か。一部器表面に粘土剥離痕が見られ、54と同様、服飾の表現はない。腕の左右につい

ては不明。56は馬形埴輪の鞍の部分である。後輪（しずわ）は欠損しており甚部だけが残り、固中の後輪より下
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図27 出土須思器・土師器実測図

方が鞍の部分で、上方には左上方に伸ぴる尻繁が僅かに残存する。鞍の表面には革綴りを表現したと思われる長

方形の刺突文が述萩して施される。＜びれ部奇りの周溝上部からの出土である。59は平た＜丸みのある長方形の

破片で、端部の一端に向かって薄くなって丸みを持ち、もう 一lMに向かっては取みを増しながら欠損都となる。

また一面には細い線刻を平行に 6木描くが、もう 一面は比られない。 当初、女人の髯を想定したが、形状・大き
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さから、Cl形埴輪の）む羽と考えられる。 濶整は線刻のある表面には細かいハケメが見られるが、炎,~iはハケメ後に

全面をナデている。＜びれ邪の周沿上部からのIll土である。また、57・58も同椎の破片で、 .ti形埴輪の別の祁位

のuf能性がある。この他、 60は一面に絞杉状の文様とこれに斜めに交符する沈線が描かれるものである。こういっ

た綾杉状の文様は、人物埴輪の服の綴じ合わせ部分などの表現に類例が認められ、これについても人物埴輪の一

部である可能性が考えられる。

この他、器Hi;i,明なものと して、 61~64がある。このうち、 61は薄い粘土板の外面にさらに粘土を布状に貼り

付けて、丸みのある段を作り出すもので、器表面は内外面共にナデで、内面に一部ハケメが見られる。62は節状

をなすもので、径復元する と10cmとなり、 A形埴輪の頸部等が想定でさる。外面にはハケメを施す。63も径San

代の節状のものか.64は図中裏面が外面と思われ、内ifiiには深い沈線が述粒して刻まれる。この沈線自体は文様

ではなく、粘・I:同士の接合を強くするためのものと考えられる。

（須恵器・土願器・弥生土器） 須忠器はSD211の周溝＜ぴれ部付近を中心に出土しており 、合わせてボリ袋

一袋分程度が見られる。しかし、ほとんどが小破片であり｀特に須思器は全形が窺えるものは仔鯉である。また

J師器は S0211 (81・82)の他、 S8214 (85・86・87)で、弥生土器は$B21~ の1118目のサプトレンチ内 (84)

やS0213 (83)で検出されている。このうら、器種 ・部位がある楳度判明したもの23点について図化した。

65~80は須恵器である。器種は、岱台 (65・70・73・74).召~ (66·67·68) 、甕 (69·71·72·75~80) があ

る。器台 (65・70・73・74)のうら、 65は杯怒口紺邪で外而沈線下に波状文が見られる。70は杯部体部で、 il'iilll

する体部 F半部はククキの後にカキメを施 し、上部には波状文が見られる。内面にはJill心円文が残る。73・74は

器台の脚部で、 73では沈線を挟んで上下にスカシの残欠がある。73・74はいずれも外面に波状文が残る。74は杯

部体部の可能性もある。壺 (66・67・68)のうら、66・67はIJ緑溢部内面が内而し、外面の端部f((下に断面三角

形の突笞を貼り付け、さらにその下方に放状文を巡らせる。売 (69・71・72・75~80)のうち、 69・71・72は同

一個体と考えられる。口緑部 (69)は頸部から屈Iり］せずに緩やかに外反し、端部は方形、外1liiの溢部ff[下に断I籠

三角形の突術を貼り付ける。内外面共に全面がロクロナデ。71はその頸部で、胴部 (72)へと絞いていく。阻祁

外面は平行タタキで内面は当て具痕の半拍りil'fしとしている。特徴的な点として、胎土の色汎が硲表面では暗灰

色であるのに対し、内部はl~'i赤褐色を'iiiびている 。 胴部）t (75~79)のうち、75は内,m,こ""心ド1文の当て具痕が

認められるが、 76~79はいずれも内面半招りirfしであり、外面のクク キの様子からも69・71・72と同一倒体の可

能性が労えられる。80は口緑部から肩部付近までの破）ヤについて反転復元を行なったもので、口は部復元ff26.0

cmを測る。 口緑部は中程で段をなして二煎□縁状を呈し 、 端綿は丸みを~"ぴ、 外iliiの段の部分は鋭い稜をなす。

u粒部の内外面はロクロナデ。 胴部のnは~!っており、外面には格子nタクキ、内iliiは同心円の当て具痕を半擦

りil'Iしとしている。焼成はやや甘く ｀色潤は赤みを{j,ぴるが、胎土は灰白色で級密さを欠さ、開色の柁子を多く

含んでいる。

土師器のうら、 85~87は共作逍物であり、 S8214のカマド西側で出上したものである。85は鉢で全形の4/5

が遺存し、 口緑部と体部とは位かに屈LFFLするこ とによ って区別される。復元口径は10.7cm、器7,':iは7.2cm。潤整は

底部外面がハケメ、他はナデ。86も鉢で、 口絃部はく の字形をな し、IJ径と胴邪紋大径が等 しい。全形の約I/

2が辺存し、復元口径は10.0cm、器裔は6.6cm。関整は磨耗により加引瞭だが、底部外面がハケメ 、他はナデ。87

は浅い鉢で、 全形の2/3が磁存する。復元口径は9.5cm、器高は2.7cm。潟整は全体ナデで、 口緑部内外面は焼成

時に達されたためか/.I.I化している。85~87はいずれも色潤は校色で、胎土は85・87は砂粒・小石を含むが、 86は

細砂粒のみを含む。
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この他、SD211埋土中より古式土師器の史 (81・82)の破片が出土しており 、同一個体と名えられる。口縁

部は直線的で、胴祁はあまり膨らまず、 n部に波状文を巡らせる。貿橙色を且し、胎土中に砂粒を多く含む。

弥生土器には83・84があり、いずれも終末期のものである。83は有段店杯の口松祁でSD213の埋土中からの

出土。謂整は外面は庖耗で詳細不り）、 内面はミガキ、色調は明赤褐色で胎：I: 中に砂粒を少伍含む.84は壺の底部

でSB2l4f酎側のサプトレンチ1勺からのIll土。pit.A埋土中に含まれていた可能性があり、 SB214に先行する時

期の遺物である。底面は未だ平底で、底径約 5cm。謂整は外面にハケメが一部見られ、内而はナデ。色，逍は外面

橙色で閑斑を有し、内面は黒化している。貼土は細砂粒と微細な笞母片が多l,;に含まれる。

出七土器の時期について考えると、まず須恵咎は、器台のlユ緑部 (65)の端部付近が仮かに外方に屈曲し、端

部内面が凹面をなす点、また杯部内面の同じ円文を躯り消さない点などから因邑編年"TK23-47併行期に位置

付けられ、壺についてもほぼ同時期の所殺と推定される。また、 69・71・72の売は、 口緑部 (69)の形状や胴部

内面の当て具痕の擦りii'fしな どから、笞台より 古いTK216併行期に遡る• 特に本沢科は断面の焼き上がりの色

謂より淘邑産の可能性が指摘されている。その他、 80の甕は口緑綿の形状や服部内面の揉り消し、及び全体の色

綱な どから古式須恵器の可能性が考えられるが、県内に類例は見出せず、今ひとつ（釘匿付けが明確でない。阿様

の二重口緑をなす甕は奈良～平安時代初頭にかけても見られるが、胴部内面の当て具痕招り消しは施されず、全

体的に収ぽったく、本介料に比ペシャープさに欠ける。また出土位置はくびれ祁分の周消にあたり、埋土下料で

はないものの｀埴輪片と混在してlll土しており、 ST2 17古ttl築造以降の混人の •T能性は低いと思われる。 上記

の点から現時点では、本賀料については69・71・72の売と 同じ<T K208併行、あるいはそれより古い可能性を

想定しておさ、今後も検討を要するものである。土師器のうち85~87はいずれも小型で今ひとつIJI)確でないもの

の、くの字形口緑の鉢 (86)、及び屈曲がほとんど形骸化した布段鉢 (85)の存在から、概ね 5世紀前半～中l;l"i

の時期幅で考えたい。この他、弥生土器高杯・壺 (83・84)及び古式士師器の売 (81・82)は弥生時代後期終末

から古積時代初頭にかけての所宛である。

所 見 今回の調査により確認された前方邪からくぴれ祁にあたる周溝 (SD211)、及び後円部の周溝 (SD

213)からなる前方後円打を、石動四本松辺勝4区ST217前方後円れと呼称する。以下に古tt1の打形・ 規楳及び

内部主体について、また、出土埴輪・ 士器からその築造時期について考える。

墳形 ・規模・内部主体について 今回得られた岡査結采により積形・規択の推定の手がかりとなる点は、く ぴれ

謡から後円部南東付近までの間隔、及びくぴれ部を中心とした場合の、後l'J部に対する前方部の開き具合の大き

く2点である。この点に粁目してtJ'1形の復元を行ったところ、図28のように考えられる。このうち．問題となる

のは前方邪長、前方邪幅、くぴれ部侶の数値である。まず前方部長については泌 lトレンチ内では端部が確認さ

れていないことから、 トレンチ外のさらに西側に想定されるが、現状ではtlolトレンチ上端から約3mの地点か

ら傾斜の強い法面となっている。工事にiやって、この法面を開削する際、:r.昇立会を行ったところ、周沿の痕跨

については検/J1できなかったものの、埴輪の,1ヽ片を含む、 SD211・213の埋土と同質の黒色枯質土が確認された

ことから、 ぬ lトレンチの西嬬からそう薩れない位翌に前方部端部の周溝が回りこんでいた可能性が麻い。よっ

て、図化した（立骰より 数m程度前方部が西側に伸びる可能性もあるが、ほば図中の位霞で前方部周溝を想定した

い。おそらく 、かつて前方部嬬部が巡っていたと想定される段丘1i1部付近は、現状では後世の耕地化に伴い切り

下げられているものと思われる。

次に北開くびれ祁の位既についてであるが、これについてはレーダー探企の結果もひとつの手がかりとなる。

これは謁在期間中に天理大学によるレーダー探査を受ける慨会を得たもので、只辺の北側のIll面 （地番2050)に
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ついて，岨代を行ったところ、北側くびれ部に想定さ

れる付近で硬い埋祓物の存化がl!fJらかとなっている。
I ~ 

11f能性としてS0211と同様、埴輪 ・円礫が密集し

て({-(1:していることが考えられるが、地Ji面から検

lf¥1fliまでが tm以上と深いこともあり十分な探-ti:ま

では:liらず、今後改めて潟査の慣会を設け．よ り深

く、広範l川の探査を実施する必炭がある。

J.:品の点からlit丘規校をf想すれば lit此約50m

前後、後l'I部径約32m前後、 Iiり方部艮約!Sm前後と

衿え られ、さらに推定をiTcねると、前）j部糾約25m

程9位＜ぴれ部幅約14-15m程9反と想像される。1/'l

形は I,軸を東西力,;りにとり 、前方部を1tliに1i,Jけるも

ので、推定Iiiに非づくと後P:l祁長と前）i部長の比rt;

がl.78/1 、後l'l部径と Ii~方祁紺の比率が1.28/1程

疫と、後l'I部にJtぺ前方部が比較的規く、溢部が大

さく ,~,かないものと考えられる。

また、 Jft丘盛 I.:についてはけ地化による削・fを受

けて全くといってdい程遺存していないが、池 1ト

レン-,.北璧において、地IiiI l: に地II」aと同l'tの11,l

色柑il't ·I~が9以さ0.15~0.2mで！↓られ、 Jftfi:二段Fl盛

I: の名残である可能性がサえられる。なお、池 Iト

レンチのくぴれ部.Nosトレンチの西端け近で確品
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された後1') ~11餃下段は周溝底面との比邸淡0.5m と

低いもので、かつ．盛 kを行っている様子もμ受け

られない。おそらく IJI丘最下段については岱土を行わず、）lj溝との段l.lにより表されるものと衿えられる。

なお、*r'iltlのIt!丘改変 ・削＇ドに至るまでの過程を少し与えると 、 明治中ばiの地栢I~やは島整協tYrlの地形図に

図28 ST217前方後円!fl!印形復元図

おいて、かろう じて古I.I!がイ雑：していた手がかりが見られるようである。I叱29の左因は1,1治21年1前後に，潟製され

た地紺Iずであり 、後I'樟1部に相当する位irtに横長の地¥'illが見られ、さらにその東側・ rli1111を取りなくように地割

が巡り、 11-11111から仲ぴる水路もこの地卯）に沿って東ff!!をiflrilしてIiiぴ北側に絵いている。この横iいの地・,r;Jは石屯

部分に柑当すると思われ、"寇とその周囲の二段I]以上の内丘部分のみが高まりとして迅(I'.していたuf能性が考

えられる。一Ji.前）i部に相‘りする部分では斜め方向の地捐が走っており 、 既に 1iil}j部としての地；~)は完令に失

われているようである。次に図29の右図はほ楊祭協前の地形l1!1であり、前述の横i'<の地祁lは}j形の地渭へと変わ

り、東西}iiiりからの拡張が及んでいることが見てとれる。当時の空'V''f.l・いではこの）i形区両が特に周辺より •段

ぶい様・fはμられず、全面が水IIIとなっており、 石材等の露Illも見られない。これらの.:.とから.,t,: 古Jfiは既に

明治時代のヽI•りはでには、請地化により ll'f形も定かでないはど削"~を岐っていたことがY.:想される。

なお1勺祁 Hi•については横穴式:fi室が想,iiされるが．石室が位社すると思われる後f'J祁中心祁では、レーダー

探1cにより莉 1この伝材のr,;.在が予想されるものの、.r-細については明らかではない。 しかし.tlo 1・2 I・ レンチ
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図29 ST217古墳周辺地籍・地割図

の綱査では裕辺は確認されておらず、少なくともI.ti丘市側に切り通し状の墓辺を伸ばすものではないようである。

なお、西側法面の中段付近で花尚沿の大石数石が集積されており、そのうちの 1石は、長さ 2m、fl,IJ.5,nを測

る横長の石材で、石至の石材として使Illされていた可能性がある。

纂遣時期について 周溝内から出土した円節埴輪は、窮窯焼成で、タテハケ一次潟整のみ施すものが主体である

点、成形が粘土をき上げで器璧がn手のものが多い点、タガが断面台形で突出度が低い点等の莉特徴から、いわ

ゆる）II西編年"V期の範疇に位償付けられる沢科である。 しかし、外面のクテハケメが非常に細かく T寧である

点、タガの突Ill度は比較的窃くないものの、つぷれぎみに退化するまでは至ってない点、碁底部端郎付近の歪み

がなく成形がT1'!である点、また朝顔形埴輪の訂部が張っている点などから、佐R限下でV期に柑当する沢科の

中でも相対的に古い栗窮を偏えている。加えて、タテハケ後に横位の調整を部分的に施すもの (2・15・16・1

8・35)が凡られる点や、 1点のみの出土であるものの、明確にA植ヨコハケによる二次調整を施す例 (30)が

認められるなど｀前段陪 (IV期）の要素も見え鯰れする。

一方、佐n県ドにおいてIJII確にヨコハケニ次瀾整を施すIVI月に位骰付けられる沢科と しては、佐打市西原古収・

大和町久池井一本松C遠躊STOI"などがあるが、 V期の賀料に対して圧倒的に少ないため、その様相について

はほとんどIJJらかではない。しかし、久池井一本松C遺跡STOI例はタテハケ一次潟整のみのものとヨコハケ二

次関整を施すものの両者が並存してお り、形態 ・法黛等の莉特徴も本古項出土例と類似する点が見られる。ょっ

て現時点では、本古項Ill土の円節埴輪は、川酉編年V期の中でも一部に1V期の様柑を残す、最も古い段階と位骰

付けるのが適当であろう。

また、出土土岱のうち、須忠器は 5 世紀•I•頃段附 （甕、 TK216並行期）、5世紀末-6世紀初頭 （器台・壺、

T K23~46並行）り））の2時期に分かれ、 土師器は 5世紀前半～中頃に位罰付けられる。このうち、 TK216並行
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表2 石動四本松遺跡4区出土埴輪観察表

図一 戴週物 遍構 II !ill 法●(cm) 色 讀 燒成 残存虔 講墾 儡彎
壽号 豊縁量号 暑号

① 器50.5 狂祁とl胴は祁郊一1/部3欠 外面LFNク・テハケ・次潟整． • n秘邸り1勺1fiilこ
17-1 01001755 Sll21 I 仔通 30.0 校（恥e色5YR6/6) Jl叶

Ill. I 3欠 Iり 胴絋～晶底部ナデ｀ 線鉛1,/f -.: 
l'lt:i m n晶閲ヨコハケ.nR<部 段II.'-'段LI!こ18.5 

内外1hiヨコナテ’ スカシイLイjり

(i) (2)③ ((422807...0 00) ) 
"'点r.iヽ 底部の全 • ｀胴t.J-::段 ．：段u.j段

2 01001757 々 • IJ(]11,,¥,li<,褐2.色S匹✓6) ,f; 良 形約1/2弱 ＂にはクテハケ後、ヨコ ＂にスカシ fLイi
.,..,, を腕した』位痕がμ り
られる．

① ②@(3-197..65 ) 黄位色
底閲～基胴邪1こか 外1hiタテハケ一次潟朽、 ・ニ段n、-"及

3 01001i60 • • (Hue7.:;YR7/S) 良好 けて約2131-'<ff 内面胴祁ヽ｝品,mナデ llにスカシfL布
I) 

(i)®®(32— I1 .0) 投色 底け陥-J~胴残部にか 外面クテハケ一次濁整、
U• に--:段スnカ、シ{三L{f段~01001733 • • ,r,11 てはI! ((.、品 内1!il胴邸ヽ品底祁ナデ

• 7 
(I切e5VR7/6)

戒澤の1/4を欠Ill り

① ② R(431871.. .7 0 0) 

□1む邸 ・・部欠Ill. 外iiiタテハケ 一次渭笠． ・ニ段u."段

IS-5 01001756 50213 ，' 
校 色 イ；I~ 胴祁 ·)/';bt~61 /4 内llii胴船~),';餃邸ナデ、 11にスカシfL,(f
(I加o5YR7/8) 残r;.・ I-JIゑ渇ヨコハケ、Dlt部 り

内外IHiヨコナデ

6 01001765 Sll21 I ,, ① (IO. 7) ほ色 不良 111ぶ部の 一祁
外1liクテハケ ・次潟笠．

(I虹e5VR7/8) 内面ヨ コハケ

① (2) (20.7) 
ね(Hue色SYR7/8) 

ロは部～胴部の
外面クテハケ一次潟整、

7 01001766 々 • (23. Il 
,r, 良

Jill残1,:
内1tilII;¥'祁ヨコハケ．馴
部ナデ

8 01001767 Sll213 々 ① ② (8.4) 
ほ(II叩色7.5YR7/6) 良好 U枯忍の1/5 外内劇タテハケ一次潟整、 ，外面にX印形

(27. 7) 面ヨ コハケ ・ナデ の線妍イiり

9 0100176'1 $1)2)1 ，， ① ~)((2301.. 00) ) 橙(I知色5YR6バ） 良好
n柑部～胴1l11の 外内dtiタテハケ一次属整、 . rrイ秘j邸内iliiに
1/6 1tiiヨコハケ ・ナデ 線 紐 り

① ② (23.6) 
汲(ll泌u＇e紺7.色SYRS/6) 

n絃邸～胴部の 外1ii タテハケ →次潟~- ・ロ絵部1'id1iに
10 0100176.l み 々 良好 1/4 内面ナデ S字影の線絹イi(30.3) 

り

① @((230 1.4. .J) ) 柑色
外llliタテハケ ・次暑然、 ・外 liu及びLIi~

11 01001762 令 ,, ,i; 良 1111綿の1/4 1勺面II給祁ヨコハケ、胴 祁＂l栴勺布面に,¥1色顧(lluc5YR7 /8) 祁➔•デ

校 色
外1•i タテハケ 、次潟~- ，二段l:l• ..:.f交

19-12 01001758 今 • ① (40.5) (lluc5¥'R7/8) 不I~ 胴沼のl/3fHf. 内1iill船祁ヨコハケ、胴 IIにスカシfl;t,
邸.,.デ り

13 000010&3 • 々 ① (17.3) 楼(Hue色5¥'R6/8) 良好 胴部の1131~11: 外lif クテハケ →次潟~-
・スカシ./LイfりIりifiiナデ

,~00001049 ① 位色 良好 尉祁の1/4残イi
外Iiiタテハケ一次，頁整．

・入カシイLイiり• 々 (16.6) (fluc7. 5YR7/6) 内1計.,.デ

fl註部 f-llM部.:.外llli タテハケ •次萬霰． . : 段tllこスカ

15 01001761 • 々 ① (27.6) 位(II凶色5YR6/8) 良好
段nまでの令lりが 鳥祁=~II タテハケ後部に シ{lイiり
残“ ヨコナデ．内1紺Illj ヨ

コヽヽ ケ、胴祁ナデ

代(H,記色oYR7/8) 
nw部l'-尉氾二 外l~f クテハケ →次渭整・

16 00001052 も • ① (15. 7) 良好 段残存IIまでの令iりが クテIヽ ケ後にヨコナデ．
内J紆.,.デ

17 00001050 令 • ① 03. 7) 位(Hue色5YR6/8) Mf 尉祁の1/2残什
外,uiクテハケ ・次，員性．

・スカシfLイiり
内面ナデ

楼色
外面クチハケ一次渭笞 ・

18 01001729 • • ① (14.0) 
Ulue7. 5YR7/6) ii好 尉忍の1/5残ft' ク・テハケ後にヨコナデ、 ・スカシ!Lイiり

内IITTナデ

杞色
外lfliクテIケヽ ・次潟整． ・スカシ~Lイ( I/

20-19 01001726 み 々 ① (13. 5) (llucl. SVRl/6) Hl 尉閲の1/6§'!</(- 内面ヨコハケ・ナデ ・外llli赤色顔n
液布

20 01001744 • • ① (J0.9} 代 色
不n胴~5のJ/4f£/r:

外面クテハケ •次潟整．
・ スカシfL~r•i(Hue7. 5YR6/8) 内面ナデ

21 01001731 • • ① (13.2) 位色
Mf 胴謁の1/5残1,: 外面 ク テIヽケ •次潟整．

(Hue5l'R6/8) 内面ヨコハケ・ナデ

① は高さ ［（ ）は残有偵）、② は口径 ［（ ）は復元他］、 ③はli£i登[( )は復元(lj)
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表2 石動四本松遺跡4区出土埴輪観察表

22 00001054 • I • ① 02. 7) 楼(Hue色7. 5YR7/6) 良好
胴部の1/4残存 外内面面ナタデテハケ一次贋整、

23 00001い9 や 々 ① (16.6) 楼 色
良好

胴邸の1/4残存 外面クテハケ一次調蟄、
(Hue7. 5YR7/6) 内面ナデ

24 01001732 も • ① (9.1) 柑色
不良

胴部の1/6残存 外面タテハケ一次調笠、 ・スカシ孔.{.(り
(Hue7. 5¥'R7/6) 内面ナデ

25 01001745 ． ． ① (11.3) 校(flue色5YR6/8) 良好
胴部の1/6残什 外内面面ハクテハケ一次調望｀ ・スカシ孔.(jl)

ケメ・ナデ

26 00001044 • • ① (10.1) 位 色 R好 尉部の1/1残存
外面タテハケ一次潤望、

(Hue5YR7 /8) 内面ナデ

粒(Hue色?. 5VR7/6) 

胴部の1/4残存 外内面而タテハケ一次讀塁 ・クガを挟んで
27 01001746 • • ① (15.3) 不良 ナデ .I:. 下にスカシ孔

打り

28 01001742 令 • (i)(l7.6) にぶい橙色
不良

胴部小片 外面クテハケ一次調整、
(II, 砥ぼ7/3) 内面ヨコハケ ，ナデ

29 01001743 ク 令 ① (12. 7) 橙"(H色ue5¥'R7/8) 良好
胴部小）ヤ 外内面面クテハケ一次調整、

ヨコハケ ・ナデ

30 01001635 • 々 ① (13.0) 屈色
良好

胴邸小Jヤ 外面A種ヨコハケニ次訓
(Huc5YR6/6) 整、内面ナデ

① 魯(―27.0) 
屈(l色lue5¥'R7/8) 

基底部屈ま欠でか損残ら存二段U
外面タテハケ一次潤鯰 ・ニ段目、 二段

21-31 01001753 令 々 良好 タガ 、底 内面ナデ、麻郎bl:illilこへ 日にスカシ孔布
23.3 綿一綿 ラ状工具による調整痕 I) 

① 魯(―26.2) 
校(ll色ue5¥'R7/8) 

基底郎から二段fl外内面タテハケ一次潤整、 ・~ニL有段Ellこスカ
32 0!001736 • • 不(,lタガまで残存 面ナデ シり

21.2 

(i)怠(―26.2) 
〇（珈色e2. 5YR6/8) ＇不良

碁底部から二段目 外面クテハケ一次隅笠、 ・ニ段目にスカ
33 01001728 令 • タガまでの約1/l残 内面ナデ シ孔有り

20. 7 1-i= 

① 魯(―21.5) 
屈(I色血2.5YR6/8) I良好

基底1邪中/2央か残部存ら胴に怒ニ
外面タテハケ一次関整、 ・ニ段目に入力

34 01001735 令 • 段て約目 かけ 内面ナデ シ孔布り
19.6 

① 魯(―17. 7) 基段1/4底目残邸中存位か、ら胴節ニ
外面クテハケ一次潤蔓ヶ、 ・ニ段目にスカ

35 01001740 心

＾ 
松(H色ue7.5YR7/6) 良好 までの約約 胴に横部二段目はタテハ 後内 シ孔有り

20.0 
庇部の 位のナデを樟す、

1/6欠損 面ナデ

唸7.5YR7/6J良好

段碁底目中部位かまらで胴残部存二
外面タテハケ一次調整、 ・孔ニ;(.j段日にスカ

① 怠0―8.5) 
内面ナデ シり

36 01001739 ク

＇ 
邸．外碁／面＆邸に横及位び底の

21.6 浅く細い沈線が
巡る。

① 怠(I―S.9) 
校色 1良好

段基庇祁から胴郎二 外内面タテハケ一次溝整、
37 01001734 • • 目 •1•位までの残 面ナデ

21.3 
(Hue7. 5YR7/6) {f. 

① 醤(―21.4) 
序品．暉6/8)1良好

段屈駁部から胴邸：： 外面タテハケ一次渭豊、 ・ニ段目にスカ
22-38 01001741 • • U中位まで残存、 内面ナデ シ孔~1 り

20.1 底祁は1/2欠損

習①(1― 9.7) 
役(I色畑,SVR7/6)

基底都から胴郎二 外面タテハケ一次潤整、 ・一段目にスカ
39 00001007 • • 良好 段目中位まで濯残l存、 内面ナデ シ孔有り

24.0 底邸は3/4欠

茄底邪から刷郎：：：．外面タテハケ一次潤塁ょ、 ・ニ段目にスカ

① 魯0―8.7) 
橙(H色ue5YR7/8) 

段目中位まで残存 クガ部にヨコナデ1こ る シ孔有り
41 01001738 • • 良好 横底位の条線がみられる、

20.5 部濯部、内外面面ナにヨコナデ
を誨す デ

腐①(1― 7. 7) 
浅0貿1ue位7.色5YR8/6) 基底中は謁I1かii./2ま欠らで刷捐残綿lf.ニ、

外面府耗により潤整痕不 ・ニ段目にスカ
41 00001008 々 々 良好 段月 明．内面ナデ シR~i り

21.0 旺祁

魯①(― 22.3) 橙色 段基底部からllJil郎二 外面タテハケ一次溝整、
42 00001002 々 々 不良 目 ~·位までの約 ・スカシ孔≪り

(23.3) (Hue5VR6/6} 1(/. が残存
内面ナデ

①は高さ ［（ ）は残存値］、 ②は口径［（ ）は復元偵］、③は底径［（ ）は復元僅］
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表2 石動四本松遺跡4区出土埴輪観察表

① 怠0―5.6) 
基底部から一段目 外面クテハケ一次鯛監、

43 00001006 々 令 浅(llu黄楼e7.色5暉 /4)良好
クガ邸付近まで残 内面ナデ

08.8) 残存存、底統は約1/8強

① ②③ (1(1-87..50) ) 浅(Hue賞橙7.色5悩 6)
段基底目訊から胴部二 基底邸外面縦方向ナデ｀ ・ニ段目にスカ

44 0000101 I “ ． 不良 中位までの約 ほか磨耗のため調整不明、 シ孔有り
Mが残存 内iiiナデ

45 00001004 ， 令
① 拿(10.6) 

橙(Hu色e5YR6/6) 不良 基底部の一部
外面タテハケ一次讀整、
内面ナデ

魯① (7.3) 
基底邸から一段目

外面クテハケ一次調整．
46 00001014 • 朝顔形 拉（枷色e5YR6/6) 不良

クガ郎付近まで残
底郎燐郎外面ヨコナデ．

(19.5) 存残存、底部は約1凡張 内面ナデ

魯①(二4.6) 
外面クテハケ．内面ヨコ •上燐郎は疑口

23-47 01001752 • 々 浅(itJ黄e橙7.色5涸 /6)不良 朝顔部の部分片
ハケ？ 縁となり、内沈面

に接合用の線
がある。

魯①(二5.8) 
外面クテハケ、内面ヨコ •上嬬綿りは貶□

4! 01001751 令 • 橙（恥色e7. SVR7/6) 不良 朝顛郎の邸分片
ハケ 縁とな 、内面

に接合用の沈線
がある。

① 魯(二10.2) 
浅Olu黄橙e7.色5涵 6)

n部から胴部、 WJ外面タテ9ヽ ケ、内面ヨコ .,;:r郎下一段目
49 01001748 や ． 良好 顔綿を欠く ハケ に円形スカシ孔

あり

① 拿(9.3) 
胡調顛部外面タテハケ一次

50 01001750 ． 令 浅(H貧u松e10色YR8/4) 良好 類郎の部分片 皇不、胴arnft~ll!l毛によ
り 明、内面ヨコハケ ・
ナデ

51 01001749 令 々 應3竺-，5) 浅(Hu貧e橙?.色SYRS/6) 良好
肩郎から胴部、朝 外面面磨耗により不明、内
顧部を欠く ナデ

① 魯(二27. 5) 
楼(H色ue7. 5叩 /6)

n部から胴郎、受 外面n部はヨコハケ、崩 ・閃邸下一段目、
52 01001737 • • 不良 部を欠く 部はクテハケ、内面ナテ 二段目 タガに円

形スカシ孔あり

受肩邸の下半部から 受訂邸外面クテハケ、外面 J日鄭下一段目

① 象(二39.5) 
橙（恥色5YR6/8) 

部から胴部、受
部は調整不明部、全、か外部ら面胴内胴

に円影スカシ孔線
53 01001759 • • 不良 郎を欠く 部はタテハケ 面 刻及び動物形の

ヨコハケ、頸 部 あり
内iliil:lヨコナデ

忠 幅(I長(07.さ.64) ) 貧(H橙oe色7. SYRS/8) 
人物の円郎から上

24-54 01001770 ． 不良 椀部 （左腕）の一 全面ナデ ・中空である。
郎

55 01001771 • 形象
帽(1長(1.5さ.34) ) 黄(H橙ue色7. 5叩 ）不良

人物腕、左腕の関
全面ナデ

・，中一空部で枯あ土るの。接
（人物） 節部分か？ 合痰が見られる。

長さ
馬形の鞍の一部、 内外面ナデ、内面ユピナ ，革長の表形現とし

晶t) 橙(H色凶 7.!;YR7/6)
後輪欠にあたる部分 デ痕がみられる て方の剌突

56 01001768 ケ (11.05.9) ) 良好
は 1l1、尻繁が僅 文が雑される。

幅(I
かに残存

畠ら
長さ(7.8)

召(H色ue7. 5YR7/6) 

・片面に平行す
57 01004639 • 良好 島形の羽の一部か？ 全面ナデ る繹い線刻が13

幅 (5.1}
条みられる。

・片面に5条の

品 ）
艮幅さ(5.9) 

橙（出色必YR6/6)

線別がみられ、
認 01004怨 ，， 良好 鱚の羽の喝か？ 全面ナデ そのうち4本は(Z.8) 

平向行し、 1本は
方を達える。

①は高さ［（ ）は残存値］、②は口径［（ ）は復元僅］、 ③は底径 ［（ ）は復元値］
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表2 石動四本松遺跡4区出土頃輪観察表

形象
lとさ

ほ色
l<tりに細かいハケメ、共 •J',-i籠(},直1)

59 0100li69 • m形？）
CIO. 2) 

＂如e5¥'R6/61
n4f ,()形の16*1か？ 面はナ・,,で祁分的に指頭 1; 緯刻がみられ

紺(8.5) lt:Miがみられる。 る，

・片面線(}, 面）

nさ(7.0) に細い •'l によ

60 01001船0 • 影象
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と息われるc

石動四本松遺跡4区全費（南から） 石動四本松遺跡4区全景（上方が北）

図版6 石動四本松遺f54区①
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S021 1溝跡全景（上方から、左が北） Na5トレンチ全景（上方から、左が北）

図版7 石動四本松遺粉4区②
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調査区近景（東から）

SD2 1 1頃輪出土状況（＜びれ部北東から）

1,-. -
ヽ し •• • . , ... 9 鼻,- -

-e!'--,, OJ, ... ,,,.. ・~-·
. . ~~ 鼻"lit:..-,..J~
＇` 

” .·•·-•~a:>,,'-, 
S021 1頃綸出土状況（＜びれ部近景）

S021 l円礫・頃輪出土状況（前方部、北から）

S D21 1埴輪出土状況（＜びれ部南東から）

S021 1埴輪出土状況（＜びれ部南から）

•,--

ヽ ・ヽ
I -• -・.. -.~ .... 

・' ｀ゞ--、;~~,.J.:''. ~ 
ヽ，".,、 4

S0211土隈（＜びれ部南壁）

SD211円礫．頃輪出土状況（前方部、北から）

図版8 石動四本松遺跡4区③
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S8214及びくびれ部付近（西から） $8214検出状況（北から）

Na 1トレンチ西端部付近北壁（南から） ぬ5トレンチ全景（西から）

SD213西側（後円部最下段l印丘部分）

区9

疇

・" ~. ．拿．疇
ぃ-~虹な．冷，:~-

S0213土府 (No5トレンチ南壁） 関査区西ffl!法面花問岩渠石状況（南から）

図版9 石動四本松遺跡4区④
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図17-I 図17-2

.ii 
~ 

E
 曇

囀．，

図18-5 図23-53

図版10 石動四本松遺跡4区⑤
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口
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胃一

図19-12 図19-15

図17-4 (左）、

｀ 図21-34(左）、

図17-3 (右）

図21-35(石）

図21-31(左）、

図21-37(左）、

図21一32(右）

図22-40(石）

図版11 石動四本松遺踏4区⑥
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図23-52

図17-1の口紹部内面総刻

目の細かいハケメ

l',llll£":ll、

咽

喩
図17-1の旦底部外面調型

図23-53の胴部外面動物形線刻

目の粗いハケメ

一次調埜（タテハケメ）後の横位のナテ綱整 突褐貼付け用自印の沈線

図版12 石動四本松遺跡4区⑦
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図20-30 粘土紐接合補強用絃刻（図お-48)

贔口
pl 

雫
図24-55(表面） 図24-55(裏面）

図24-54(左）、図24-55(右）

贔誓！

に .. 

図25-63(左上）、 61(左下）、 64(石上）、図24-00(石下）

図24-59(左）、'SI(右上）、 58(右下）（表面〕

図版13 石動四本松遺跡4区⑧

同［裏面）
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期の史は土師器と同じく竪穴住居 SB214に伴うものである可能性があり、 TK23-46並行期の器台 ・壺を ST

217前方後円tl'(に伴う遺物と考えることができる。このことは、埴輪の年代観ともほぼ合致する。 よって、 ST

217前方後1'11/1の築造時期については、おおよそ 5世紀末-6世紀初頭、前方後f<Jtfl集成編年 8期の所産と考え

たい。この時期にはU遠原古項群では、大塚古IJ'I(5世紀後半）一塚I.IJ古Jtf(5世紀末）→古稲荷塚古ttt(5 Ill: 

紀末~61財紀初頭）→稲荷塚古It!(6世紀前半）のr,長硲系請が萩いており、同じ城原川 ・1ll手/II流坂lりにおけ

る別の地域で、 6 世紀を前後する時期、 Jft~50m といった遜色のない規収を持つ)i(J方後「'I積が築造されているこ

とが明らかとなった。またその一方で、6世紀中頃以降には下三沖西古in、伊勢塚古ll'fからなる志波駐古れ群が

形成される一方、 ST217前力後円lJ'!に後絞する莉長経は周辺部では見られず、 )j!.発的な絡辺である印象を受け

る。今回の頃布は開発事業に伴う緊急的な確認潤査であり 、また調究範囲も狭く 、図査成果1:ついても今後の図

査により作正を要する邪分が生じ得るのも {Ji実である。 本古項の存在は当地域における i'.ff~経の変遷についての

新たな棺釈を要するものであり 、引さ続さ、広範1!l1の確認潤査及びレーダー探査等の実雄による I・分な潤査が必

要である。

謝辞）出土埴輪・ it!恵器の検討にあたっては、蒲／以宏行氏（佐灯県立博物館）に指存 ・助呂を頂いた。また、形

象埴輪については、小栗明J彦氏（奈良県立橿原考古学研究所） ・行柳栴介氏 （ 届I)に御教授Tfiいた。記して

惑甜致します。

註 I)細川金也 1995 「fi#bl!!I本松這粉J 点rt扱村文化財i舅光械,•,~『第19集 東lf扱H教rt委n会

2)如甜9久紺 1997 r佐fl~\文化財年報 2 」 佐n県教Yf庁文化肘諜

3)古川紅樹国 1998 「佐n県文化財年位3」 佐打県教訂庁文化財謀

4 ) 讀査ll象地周辺に残る「7~ッカ」の地名については、 1111部英雄氏による佐灯平野の地名｝渇l't.lこおいても館認されている．

(lffl祁英雄 2001 「：：．千人が七7iのけで開さ取った二万の地名、し二名ーirn平ftの胚史地名地図ほー」 iEl'f院）

5) 1H辺昭三 1966 「r:llhl占念跡群 1」 ·r• 安!'f.lOl)f古クラブ

111辺昭三 1981 「須恵お大成」 角Ill苔11/

6)徳1:rn1J久 1998 「佐t'tl¥し地籍因集成二 肥J惰飩 /llll紆郡ー」 佐r,県文化財潟允柑告苔第109集 佐＂県教 ff委u会

7) JII西ム澤 1978 「l'J~lt(鯰稔論J r.lJ,'浮 雑誌」第64谷筍4号

s l rn平比栄 1989 「久池,~一本松C遺蔭J「礫石遺跡」 佐＂県教打委 U会

(3) 畜振村

Ill童対象地区名 !¥! 営11'1111111地域総合整偏 行扱地区

謂董対象地遺跡名 周知外

讀査対象地所在地 神埼祁行振村大字服巻字rl.i代田

調董対象面積 延長 340m

調査対戴地区の立地 布反村の中央部のやや北寄り 、l・月11llをF振IU系のI.LI々 に皿まれ、城原川に開析された小平

野に位穀する。鴻介対象地の抒面にはやや急峻な丘陵が連なり 、対象地は平野部と接する付近の丘陵裾部で、揉

高約350mである。現況は水田。

周辺の遺跡及び内容 曲査対象地の南側には純文時代の散布地である大作遺跡が隣接するが、発掘讃W:は行なわ

れておらず、そのはか付近での母介例はない。中世には服心の地名の由来となる「腹な氏」なる在地土染が居住

しており 、中世末期には神代氏の勢力下に入ったとされる。服巻氏の居城したとされる腹巻山城については詳細
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図① 佐賀西部地区詞査地位霞図 (l応O.CXXl)

1 金立東部地区（佐賀市） 2 瓦川内地区（多久市） 3 佐賀西部ぬ水路（小域町）
① 石土井遺跨3・4・5・6区 ② 上九郎遺跡2区 ③ ／＼ツ滴這筍
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不明である。

II童方法及び内容 工事は現況只道の拡幅であり、対象地内に3筒所の拭掘坑を設定、人）］により揖り下げを行

ない、遺跡の布無を確靱した。桐査の結呆｀いずれのトレンチにおいても遺構は確認されなかった。出土遺物と

しては絣作土直下から土師特,1ヽ）ヤ2点が出土したのみで、中世～近世の小皿？片と鍋の小片と．思われる。調査結

呆から3節所の トレンチのうち、 2箇所については昭和63年度のほ場整偏の際、削平を被っており 、もう 1箇所

については湧水が粁しいことから谷部にあたるものと考えられる。

所 見 遺踪の存在している可能性は低く、 工事については支はないものと判断される。

2. 佐賀西部地区の調査

(1) 佐賀市

調童対戴地区名 瓜甘ほ場整傭事哀 金立東部地区

調童対戴地遺跡名 :ti:!: 井遺跡 .l: 九郎遺跡・凍師丸五本帽遺跡 ・園田遺跡

鯛童対戴地所在地 佐賀市金立町大字薬師丸字四本柳ほか

調童対象面積 19ha 

謂童対象地区の立地 調査対象地は佐賀市北部に位口し、 巨勢川中泣域の束岸に相当する。脊扱山地削麓の洪積

台地へと絣く低位段丘上に立地し、現況は上九郎の集活の北側及び東側を取り巻く水田及び畑地で、標~4-5

mである。

閾辺の遺跡及び内容 周辺の遺跡としては詞査対象地の西膊、巨勢JII西側には束名遺跡、北東側には下和呆一本

椎遺跡、周辺の遺跡としては謁査対象地の甫西側、 巨勢川洒側には束名遺跡、東測には下和呆本椎遺跡 ・下和泉

一本椎遺跡、北西には村徳永遺跡が存在する。束名遺跡では縄文時代早期の集石遺構 ・埋葬人什、平安時代の用

水路などが、下和泉一本椎遺跡では弥生時代中期後半 ・古培時代前期～中期の集格など、村徳永遺除では弥生時

代後期後半の大規撲な集落、中世の方形区両溝字が検出されている。

また近接する遺跡と Lては南西350m付近に縄文時代晩期～弥生時代前期初頭の遺物包含層が憧認された薬師

森遺跡があるほか、 平成10-12年度には1司事業に伴い上九郎・石：I:.井遺跡の発掘頑査が実施され、上九郎遺跡

では弥生時代及び中世の集落跡を、石土井遺跡では弥生時代の集裕跡、 平安時代 ・中世の溝跡などが確認されて

おり 、遺跡の密度が極めて高い地区である。

躙董方法及び内喜 潤査対象地のうち、工事によって影雰を受ける水路及び切り 土祁分 （高畑）について トレン

チA1 ~A78、B1 ~81、Cl~ Cl3を設定した。 各トレンチで遠構 ・ 遣物の有無を確認した後、土屈略図 • 平

面略図を作成、写真撮影等の記絃保存を実樟した後に埋め戻しを行った。 トレンチA33・A37・A39~A42・A

44・A46・A49・ASO・A60・A66・A 72・A 73・A 75~78、Bl・ B 3 ~ 5・B 7 ~ 9・B 11・B 13・B 15・ 

B20・B21・B24・B29~837・B39~41・B51・B60・864・865・867・868・B74・ 875、C3・C5・ 

C 9・CIOで遺構を検出 した。遺構の密度は比較的高く、その内容は土猥・溝 ．柱穴・ 小穴などで、出土遺物と

しては弥生土器 • 土師器片 ・須恵器片 ・瓦岱片等が出土した。

所 見 調査対象地で約128,000rrlの遠構の広がりを確認した。遺構の広がりの西北部では弥生 ・古代 ・中世

の遺構、南1l11から東側にかけては弥生～古墳時代の遺構が主体と考えられる。遺跡の現状保存が困難な部分につ

いては本調査が必要である。

-63-



，八ビ
i

L
.
 

-‘
.＇ 

... ¥ 
L-' 

． 

·~1 —-

- L. 

---・-・・-・・ ,-

" • 3,90 

""● ~ ~ ー→-、
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図32 小域町：佐賀西部導水路トレンチ配置図
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12) 多久市

調董対象地区名 ~~ 盤整傭事業瓦川内地区

調童対象地遺跡名 周知外

讀董対象地所在地 多久市多久町大字長尾字瓦HI内

謁査対戴面積 4.0ha 

調童対象地区の立地 多久市のIll部、牛津川に合流する瓦HI内HIによって形成された扇状地性の平野部にあたり、

対象地の様高は約35-40mである。関査対象地は瓦川I勺HIを挟んで東西に分かれており、現況は沿去のほ楊整偏

により切り盛りが実施され、水Ill及び畑地となっている。対象地の西側、丘陵部の裾部付近に瓦川内の集落が営

まれている。

属辺の遺跡及び内容 瓦Ill内の集落から西側の尾根一帯はm石器時代の散布地である瓦1111桁遺跡が存在するほか、

これと対峠する東側丘陵上には旧石僻時代の散布地．洒の谷遺跡が立地するなど、丘陵上を中心に旧石器時代の

遺跡が多く展開している

鱈査方法及び内容 対象地のうち、比較的113地形を残していると予想され、なおかつ耕作物のない地点に対して

拭掘坑30箇所を設定し、掘削機により掘り下げを行なった。その結栄、各トレンチで耕作土下より旧ほ楊整情に

よる造成土、あるいは造成土が見られない地点では扇状地性の堆積層である礫層 ・帖土層が確認されたが、遺構

及ぴ逍物包含府と思われる自然堆積府は確認されず、以前のは場整憐により旧地形が大きく損なわれていること

が明らかとなった。また、出土造物は耕作土中からもはとんどμられず、わずかにサヌカイト製瀾片1点が出土

したのみである。

所 見 湖査対象地の旧地形は河川を咽む緩斜面であり、また周知の埋蔵文化財包蔵地も隣接することから遺

跡の存化する可能性が予想されたが確認綱査の結呆、以前のほ場控偏により、かなり大規校に造成が行なわれ

ていることがIJlらかとなり、遺防の存在していた狽跡についても確認できなかった．

(3) Jヽヽ域町

謂董対象地区名 筑後HI下流事業佐R西部芍水路

謂査対象地遺跡名 久蘇 （くしょ）辺跡

謂童対象地所在地 小城郎,jヽ 城町＊字畑田字轡ケ里

謂1!1対象面積 0.4ha 

隕董対戴地区の立地 小城町の南匝部に位骰する低平な水田地術であり、大きくは祇園JIIと晴気川によって形成

された扇状地の扇燐付近の原硲約6~7mに立地する。対象地は牛rltiJ:JIIによって束酉に分けられ、近接する集

裕としては、北方500mに轡ケ里、北酉500mには船田の集落がある。

閾辺の遺跡及び内容 久蘇道跡は昭和46年度の牛津江川鉱害復旧工事に伴う牛津江川(.t粋工事の際発掘溝査"が

実施され （佐灯県教ff委i一↓会実樟）、古tJ'.I時代中期の集落跡を始め、弥生時代中期 ・中jlしの遺1鼻・遺物が確認さ

れている。この函査では、古JJ't時代の竪穴住居や洗場等の遺溝や、遺物としては通常の生活用土器類のはか土製

俣造 ・ミニ●ュア土器などの祭祀閲述のものや、勾韮 ・管玉などの玉類、多くの木製品がIll土している。また、

,,, 成11. 12年度には河川改修工事に伴い、今回調査区と 一部交差する形で牛沖江川の東岸沿い約1.500m'につい

て発掘瀾究,.が行なわれ、弥生時代中期初頭～中期前半、古積時代初碩、奈良時代～平安時代前期、中世後半期

の各時代にわたる迫構が確認されている。このうち、弥生時代については久蘇遺跡周辺で初めて甕棺店が確認さ
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図33 佐買南部地区調査地位覆図 (1 太艮町 ；多艮岳2期地区） (Iぼ〕，000)

れたはか、擬朝鮮系患文I:器壺の 名邪がIll上しており 、隣接する三An町土生遺跡と共に渡米系集団の居仕を窺

わせる ものである。その他特徴的な遺物として占l(t時代1iif期の線刻人物両を持つ I:器）~ . 占代の遺物として ィ i•:;1

などが出J:している。

講査方法及び内容 工事は現況只近をlli l削して＃水Hを裡i71するものであるが、 ~rnについては祢II,?利1Hされて

いるため路線内についての確泌潟介が1!4蘊であることから、11!側あるいは東隕に隣接する水Illについて、試掘坑l

84: を設定した。掘り Flflil1il削腹によ って行った。

碓認潟在の結米、 No5. 6. 16-18トレン-,-で上坑 ・小穴を検ti¥した。11¥..t辺物としては、弥生 I:硲 ・」・・糾i器 ・

焦色 I:器 ・瓦沿 ・1'-1磁｀がが見られ、弥生時代及び中世の集落の一祁と考えられる。

所 見 llil危対象地全体に沿跡の~/'.化が見られ、従米未閲知であった.'"ilti.J:川以洒及び広域ti追以北まで久

蘇遺粉の広がりが見られることが明らかとな った。

JE I) fl-:f{県教fl委↓1会 fl:'l'. ・ 久蘇iij跡J佐r,阻文化財潟代即＇げ f,/525集 ]973

2 ) 小城町枚ff全JI会 「久鮮辺跡ー•J,i~i」:m広域）閥伸1 111改修 ·JI定に係る裡祓文化財兌拙ぶ介様,,,.,,—J 小城町文ftllt.llltc!U

沿，11"113集 lOOI
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図34 太良町 ：多良岳2期地区トレンチ配四図
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3. 佐賀南部地区の調査

(1) 太良町

調董対戴地区名 広域営農団地農道多良岳2期地区

謂童対象地遺跡名 周知外

鱈董対象地所在地 藤津郡太良町大＊大浦字長JII良

謂董対象面積 延長 480m

調童対象地区の立地 対象地は太良町の南綿、多良岳の東側に派生する、楳高150-160mの丘陵地符7にあたる。

周辺は多良岳から放肘状に延びる裾野が侵食を受けて起伏に宮んだ地形をな しており、対象地は村から北束方向

に廷びる尾根の北側斜面である。潤査対象地は晨道を挟んでABCの 3地点に区分したが、微視的にはA・B地

点が斜面から谷部にかけて、 C地点は尾根上にあたる。現況は全面が蜜柑園となっている。調企対象地の遠く北

il11には休石JIIに開析された谷部を挟んで御手水の集洛が対峙している。

層辺の遺跡及び内容 対象地から丘陵尾根に沿って束側に300m程離れた付近には、縄文時代の散布地である長

川良遺跡が存在するが、現在は只場 ・街柑畑となっており、かなり地形的な改変を受けているようである。また、

対象地の内屎側の谷部を袂んで対峙する丘陵上には、同じく縄文時代の散布地である大谷平遺跡が立地している。

鯛童方法及び内容 広域農追が建註される範囲のうち、比較的18地形を残していると予想される地点に対して試

掲坑7本を設定し、掘削機により掘り下げを行った。その結呆、いずれのトレンチでも地山を削って盛った造成

土の下から碁盤層を確認し、遺構及び遺物包含馬と思われる自然堆積層は確認出来なかった。また遺物について

もIll土しなかった。

所 見 A地区においては造成北の肛さは谷部方向に向かってより厚くなっており 、旧地形は現況より傾斜の

大きい斜面であったと推定される。また、遣成土の"f'部では基盤層が確認されたが、いずれも11:l地形をある程度

削った上で土を盛っていることが明らかとなり、大きく地形的改変を被っていることが予想される。今回、調査

対象地の東1l11隣接地で黒曜石を数点採集したことから縄文時代の遺跡が周辺部に存在する可能性があるが今回の

調査では確認できなかった。

4. 佐賀北部地区の調査

(1) 相知町

調童対戴地区名

躙董対戴地遺跡名

調董対戴地所在地

塁林漁業用揮発油税財瀾身行農辺帆柱地区

周知外

東松浦郡相知町大字佐里字国有林IOI班

調董対戴面積 延長400m

調董対象地区の立地 対象地は相知町の北西怒、掛岳 （標高約313m)から南方に延ぴる標高約118m程の尾根上

に位置する。北波多村との町境に近く、 l+I東100mには相知町佐里上から坊中，久保方面に貫ける農免農道が開

設している。現i兄は杉林であり地形的に旧状を留めているが、対象地のすぐ束側までは蜜柑面造成により開墾さ

れている。

閾辺の遺跡及び内宮 岸岳の概ね標高250mから頂上尾根全体は松浦党主波多氏の居城である岸岳城が築かれて

いる。岸岳城は視切 ・竪堀，連紐する曲輪群などの戟国時代的な要素を持ちつつも、切石による大規模な石垣や

完成された虎口構造など近世城郭的な要素も債えているという点で中近世城郭研究史上重要視されており、 平成

-69 -



.. 
這

責

図35 佐賀北部地区調査地位置図 (ll'!IJ,00))

1 浜玉町 ：ひれふリ地区〔小山田古llll
4 厳木町 ：浦川内地区

2 相知町：帆柱地区
① 大岩西遺紛A区
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図36 相知町 ：帆柱地区炭窯
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8 年に県史跡となっている。 今lol 、 ~j[i建設に伴いatP面路線周辺については全面的に跨査を実施したが、 1社佑城

に関述するような逍構については確認されていない。 しかし． 町疫の尾根を快んだ北波多H憫ではほ岱200m付

近まで延ぴる竪掘状の遺情が確認されており 、今後踏1f.を[(ねることによって対象地周辺のような1J1麗付近にお

いてもi¥l[i;城関連の遺1鼻が発見される可能性があろう。

講童方法及び内容 現地踏査を実施したところ1;i和城1彫述の遺構は確，＆されなかったものの、；；t両路線内に近代

の炭~I J,~ が位沢していることがIJJらかとなった。 この炭：名については路椋変更による俣｛社が困慎とされたこと

から、協議の結果、確認濁1f.の範槻で氾銭保イf.を実施することとした。，渭査の）i法としては [')IIこjf.う樹木伐採

後に地形i舅：,tを実籍、 '-i内のi,?船を行い、 'fj.其搬影 ・辺I胄実測を行な った。

炭窯はそのl~袖をri恨と,,(行にして立地しており、傾斜iり約20度の斜1!1iを切り込んで構築されている。窯の天

Jt-部については全て内部に崩柑して失われているが、それ以外の翌整 ・窯口などの下部構造についてはJ・し好に渭

((-している。 1嘩形は既ね格円形で、奥咆がりの♦folが広く索「国がやや狭い卵形を ,,, していると、iえる。・1勺f1i規

mは、炭化立は奥行Hm、糾はltik3.5m.咤LIの船は約0.5mで、炭化室とiruの1111の艮さ約1.2m社の細r*い空

訓がi.(火,;,となる s

愁璧は奥隈側 ・ ~n開共に1.5- 1.im程遺{(-しているが、表面は火熱を受けたためか硬く焼き締ま っている．

喉体の情築における特徴的な点として、烹IIからl.!火屯及び炭化屯の一部にかけては石梢みを11,ぃ贔そこから奥

喰にかけては地ll」を揺り込んだ際の直iをそのまま窟堅としていることである。 また、惣「l付近のイi積みは 4-6 

段程度に耕み tげられており、横位にn筋が通ることからも、似通った大きさの{:jをJI!いて、比較的T1'!1こf/1ま

れていることが分かる。 この石栢みは$11 よ り 1i籍庭部に向かっ ては左,{iに大きく l~I さ、 1i:!陪fl!Jで約2.3m、右整

関で約I.Gm程、段数を減じながら絞く 。氾鉗後、r;積みを除去した際観察したとこみ、これらの{if,1みは）M.l 

~'H: Iこ直接積み上げられ、 緊LI と i11f庭邪側咽の石積みのIll!は盛：Lを行なって1鼻築されていたことが切らかとなっ

ている。燻追については奥墜に左右2つ配骰されていた痕跡が確，認されたが、いずれもlil競IIはJ,li1ftilこ板fj(枕

ィ,Jを亜直に立て、さらにその上に板,/_j(掛{:i)を水平に架けることによ って矩形に作られている。姓追は1i:111J

は約I.Sm、右開は約l.9miu存し、横断面形は岱状ではなく、はぽ!*方形をなしている。潟企時には謹道の炭火

喉側の吸1:ついてはすぺて失われていたが、おそらくは1lt石 1:1:柑i上を允禎して壁としていたものと推定される。

なお、窯体を指Iり込んだ際、Llill!I斜面を、 m収上燐から約1.5-2.Smの範1ll1で'jl弧状にカ ッ トしており．このカ ッ

げ Iiと烹峡J:溢との間が約 I-1.5111の範l!llでテラス状を良している。 このテラス部分が天Jt-部の構築する序の

k台となると共に、尺Jt-部構築後は後If面のカット部分と合わせて溝状をなし、排水のt護能も果たしていたと推

定される。

炭化座内部の状況についてであるが、 1漏介前には内部は以さ約0.3m程の棟」：で占められておI),..:れを伶去

したところ、烹底となる さ四坦1面が検/IIされた。烹Ji£は疫のJc要なt.i分でもあり r'4lに"''き締められていたが./,!: 

1r1i下では排水溝やそれをU的とした竹の雌設などは雌品されなかった。 また、炭焼に1月述する」:u等のIll」：遠物

も比られない。

なお、前庭部から束11111こかけては斜面をカ ッ トして--V-Jillk1rn さ約 15m 、 ••l約 4 m)が作り出されており．炭

焼の悦の作繁Illスペースとして碓保されたものであろう 。

所 見 この炭寮については地元でのPl!き取りによりIUl./1118年に造られ、昭和20年まで使Illしていたとされる．

近代から現代1こ全る汝窯の，~1f.については、近年、林道述，没公・似の影守を受けるケースが11;じてきたため、ようや

< 1 1 がli•Jけられてきたような状態にあり 、 ft科的にも少 しずつ附えてさたと，了える。 しかし 、 Iii~についての時
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期的変i塁や地域的な様態について考古学的な巧証が行なえる程のデータとしては未だ少ないとdわざるを得ない。

例えば平成 9 年度には隣接する~!松inil芯厳木町で林辺俎設に伴い21[;の炭密について確認潤査が尖施されたが＇、

これらの怒はその構築法において、烹0から点火屯付近の惣体に石積みを用い、炭化室から奥壁にかけての大半

を地Ill割り出しとする点で今囲瀾査例と類似する・方、奥平面規棋が本例より 一回り小さい （炭化左の1乏さ 2-

2.4m、幅2m) はか、煙道は奥墜中央部に 1 本のみ造られ、'"'面下には排水の竹を埋設するなどの~j遥点が見

られる。また、佐釘平野の'ff板山系rtl麓にあたる東行撮TTLLL中の講査例では、炭化庭の平面形が卵形ではなく惣

LIに向かってすぼまるいちじく形を里Lており 、今のところ、こういった拇々の炭惑に比られる相迫点について

整理がはとんどでさていないのが現状である。農林関係事業のみならず、こういった炭密については近IU:以前の

埋蔵文化財1こ較べ軽視される傾1r,1は否めないが、 窯焼さの炭作り自体は古代から連綿と絞くものであり 、木炭史

を考える上でも十分な記録の保存について今後とも注衣を払う必姿がある。

J~ I ) 佐n県教fl会 ll会 「佐fl!\ln業碁盤松帽,,棠I~保る文化財潤査報告¥lfl7」佐m,¥文化財潟代穀告¥1f筍141菜 1999

(2) 浜玉町

調董対象地区名

謂査対象地遺跡名

講査対象地所在地

県営畑地僭総合整漏事業ひれふり地区

小1hlHにやまだ）i'ilfl 

東松浦郡浜玉町大字横田、東11,w

講査対象面積 12.5ha (潤査面積約l.4ha)

講童対象地区の立地 対象地は鋭山（探illi283.7m)と横rn川の[Illに広がる丘陵地帯で、大小の尾根・谷部が連

紐する起伏にl:Tんだ地形をなし、現況は蜜柑園及びLll林、谷邪の多くに水EEiが作られている。f:i:悛部の東西}JI句

には悦約IOOmli1f後を蚊i:1;位とするJ~根が絞き、これらの尾根が幾つかのビークをなしているが、小山田古f(tは

丘陵地帝のほぼ中央、これらのピークの中のひとつに位置している。この丘陵部の1f面には東側から回り込んで

横Ill川が流れ、現在Iii田の集箔が位低する盆地状の狭い平野が形作られている。現在、丘陵部の北側紺部には楼

窃約5mlこ満たない低平地がJI!西に広がり、さらにこの低平地と店ilt浣とのIUJには供勝地で名高い虹ノ松駁が1-ti

北幅約500mで東西に延ぴている。 しかし 、 古Id時代における地形的な閃境は今とかな り異なっており、 ]~ J:~川

がこの丘陵地笞及び鏡11」の前面を東から西に流れて海へ注ぎ｀後に虹ノ松原となる砂丘も未だ発達していなかっ

たと考えられ、 小u」Ill古1J1が立地する尾根」；からは、玉品Illがi械に合流する入り江状の地形 （現在は横田川が流

れる）がII且下に広がっていたものと想像される。弥生・古11111!;代の散布地や古1ftはこの11a入り 江を取りをくよう

に立地しており 、 当時の人々がrillf よ りも海と密接な関係を持って~}らしていたことは想像に薩くない。 なお、

松原が兌逹し、後Will地の陸化が進んだのは古代～中世にかけてと冴えられ、近世初頭には[.!fit藩主寺沢志庶守

広硲によって松林によるJ}j風林が整債されたことに見られるように、地形的には中軋末までにははぼ現在に近い

形に落ち粁いていたものと息われる。

周辺の遺跡及び内容 IJii:lt消沿1;1地域における古積の分布状況については、店Ht平野をTM北に流れる松i,nmを疫

に東西に分けて論じられることが多い。松i11JJII以匝においては小規校の古IJ'tが小グループをなして散在するのに

討し、松浦川以東の鏡LliLll碗、及びその東方の浜玉町周辺の山裏では、 ;'ill!時代を通じて唐津地域の代表的な古

Idが各所に分布している。これら松浦川以東の古1ftは、鋭山を挟んで東側の玉島Ill・横田川流域 （玉島JII・ 横EEi

川流域古IJ't群）と西側の松浦川右iや域 （半illJII・宇木JII流域古l.lf群）に大きく分けられる。前者はさらに、玉島

川と横田川のそれぞれの泣域に分けられ、今匝1瀾査を実施した小111田古IJ'Iは分布的に横田JIIの西料域に含まれる。
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図38 小山田古墳因辺地形図
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王晶)IIの束岸にあたるill麗部では、谷口古IJ'l([!l史跡）や経塚Iii古すt1が古れ時代前期の誼長項として想定される

が、前者はlfl長77mの前方後円項で、後円部に小型の横口部を伴う竪穴系横l::J式石座を東西二室儲えるほか、前

方部でも船形石棺が確認されている。さらに石室内邪の長持形石棺からは三角緑神獣鏡4面はか鋭 3面、碧玉製

石鋼11個などがll¥土している。また、経塚IIJ古/(tは径27mの円lr'fで、内部主体には長さ約7mの狭長な竪穴式石

寂を用い、石室墜体から方格規矩鋭 1面が出：I:している。いずれも内部主体、副葬品に醗内的な様相を示すもの

で、谷n古項は4世紀後半から 5世紀前半に、経塚山古t)'tは4世紀前半に位沢付けられる。この他、福岡県Gllに

入るが、経埃Lll古JJ'Iから海岸沿いに束方約 5kmの地点には、舟形石棺をff.う径約30mの円Ill、長須隈古It!(5世

紀初頑）が立地しており、 Jli津i:'/沿J;lの布力1ftのひとつとして位it(付けることができよう 。5世紀前半以降、こ

れらに後統する大型/J'IIH,:~川束岸には認められず、代わって横田川の洒岸11!1、鋭IM>束麓側に展開する丘陵地

帝の尾恨U:.1こ横田下古l(t(困史餘）が築造される。本古JI'(は柑径30mの円れで、内部主体に出現期の横穴式石当

を持つ古れとして沿名であり、 5世紀前半～中頃の築造とされている。小山田古Jj'{は大きくは横田t・古項と同じ

丘陵地佑に位骰しており． 両古rftは直線で約 1畑の距階にある。横Ill下古m以降、 3,印 11・ 横田Ill流域ではJ;t越

した項丘規模を持つ占ll'tは認められず、6Ill: 紀代に入って石依系石窒で石屋形を伴う渕-~-古1J'!の他、五反田古/(I

群、 王島古ltl群など小規扱な古IJ't群が造営される。

一方、鋭山西・南範にあたる半ll1JII・字木HI流域では 5世紀に遡るものとして正願寺舟型石棺、石阪系石窒の

樋の口古t)'f、佑製鋭を出土した杉殿古Illが挙げられ、 6世紀前半には全長30mの前方後円ll'fで金鋼製冠・銅碗等

翌窃な副葬品を持つ島m塚古れが築造されるなど、古JJt時代後期にかけては半11JJII・ 宇木JII流域の方が玉島・横

EUJII流域に比ぺ、より優位性があったと解することができよう。

さて、小山Ill古tJ'tの位設する横田JI)西岸地域をやや詳細に見てみると、前述の横田下古墳と小Iii田古lJ'1の間の

/.(, 根上において、平成12年度に畑総事業に伴い大岩西遺跡Al召・B区の発規潤査が行なわれ（浜モ町教委調査）、

4世紀末から 5世紀前半にかけての古珀 ・用茎群が発見されている。このうら、 Bilの蚊高所に位骰する箱式石

棺からは石釧 .I~ 釧 ・管玉が副葬品と Lてl.lli:しており、石釧は谷口古Jj'{出J.:例のひとつに酷似している。小山

U古l/1と大岩西遺跡B区との間にもば砧・約IOOmのピークが見られ占Jj'{の存在も想定できるが、現在既に窃圧砲

線の鉄塔が立っており、 jft跡の存在については確認でさない。また、横田下古tJ'I付近から北に延ぴる尾根ヒ1こ横

田下古れ群、大沿西遺跡の北蕊には大沿古内群等が遺跡地図」ー．で知られるが、ほとんどが缶柑園となっており辞

細については不明である。なお．丘陵地帝抒面の盆地状の平野部は古代官道の推定路線に想定されており 、平成

10年疫に西九州自動車道述設に伴い、 岩根遺跡の閾査が実施されたが（県教委調査）、多泣の鉄滓• 砂鉄と共に

鍛冶炉が検出され、古代の製鉄関連遺路であることが明らかとな っている。

謂童の経過 浜茂町大字横IEIド、東山田における県営畑地帝総合整偏市業 「ひれふり地区」については、平成9

年度に県兵林担当部扁より埋蔵文化財の有無等についての照会が当時の県文化財謀になされた。これを受けて県

文化財課は浜王町教存委員会と共に対象地全域についての現地踏査を実施したが、対象地 （全域が周知の埋祓文

化財包蔵地外）のほとんどが困柑園造成により改変を被っていることが予想され、かろうじて1日地形を留め、遺

稼の存在が予想される地点3箇所を要確認讀査地区として抽出した。これら 3地区のうち、A・ B地区としたも

のは前出の大岩西遺跡A区 .B区にあたり、残りの一つが小山田古積の立地するC地区である。この際、C地区

において径30mを超える規模のマウンドが確認され、大型の古mである可能性が指摘された。その後、ひれふり

地区における _(•J•計画が具体化し、 エ')ヽ箱工を次年度に控えた平成11年度秋に再度C地区について現地踏査を実

施したところ、このマウンドが未盗掘の大型古lllである可能性が強まった上、エ乎計固範囲に明らかに含まれる
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ことが判明したため、古墳かどうかの確認、及びその内容について阜急に把提する庫想が生じ、平成12年3月1

48から29日にかけて町教委の協力のもと確認濶査に沼手した。

確認調査の目的はこのマウンドが古tJ1であるかどうか、またC地区全体にその他の遺構があるかどうかの点に

絞って実施され、マウンドの頂部に設定したNo2トレンチにおいて表土下約lmの地点より石室の天井部と息わ

れる花曲岩 ・玄武岩を確認した。また、合わせてマウンド斜面に設定したトレンチより人工的な盛土を検出し、

平板略測の結果も合わせ、このマウンドが規模約30mの古項であることが明雑となった。但し、m形については、

このマウンドの平面形が東西方向にやや長い楕円形をなす点や、蜜柑園開墾に伴い項形がやや改変されているこ

とが予想されたため、前方後円用である可能性も存慮する必要が生じた。

この調査結果を受けて、平成12年 4 月にり，け文化財謀・唐津農林事務所・町教育委H会 • 町農林謀の四者協議を

行い、文化財サイドとしては本古墳が古墳時代前期まで遡る可能性を持つ大型古項であり、経塚山古墳・谷口古

ti'! . 横田下古項と絞＜・訂長廷系列の含まれるような有力者のti'!墓と考えられることから、 m業計固の設計変更に

よる保存について要望した。晨林サイドからは対象地について事前換地を行なっている こと、地元より畑総事業

に伴い尾根の切り下げの要望が挙がっていることの大きく 2点が示され、保存は困難との回答がなされた。その

後、双方で謂整を行なった上、平成12年5月に 2回目の協議を行い、町只林課より、前方後円れかどうかの判断、

及ぴ保存を要すぺき範囲について明確にして欲しい旨の意見が示され、文化財サイドとして、当該古項のtl't形及

び築造時期を把観することを目的とした追加確認調査及び項丘瀾量調査を早怠に実雄することとした。

追加確認調査は県文化財課により平成1がF6月12日から 7月17日に行われ、前回、 1Jt頂邪で確認された石室が

竪穴式石室であること、竪穴式石室と平行に箱式石棺が埋謹されていること、 t)l丘へのトレンチ謁査・測炊関査

の結果、前方後円墳の可能性は低く、直径約30-32mの円墳であること等が明らかとなった。この結呆をもって、

7月26日に第3回協譲を行い、文化財サイドより当該古墳が円情であるとの所見から保存範囲の見直しを行い、

改めて哀林サイドに要望した。晨林サイドからは、保存要望範囲の見匝しに伴い、工事計固上は保存が可能との

見解が示されたものの、換地の変更に伴う地権者の理解が最も重要との判断から、最終的な判断については町長

に委ねたいとの意見が出された。平成12年8月9日の第4回協議では、県文化財謀より 当該古墳の重要性につい

て改めて町長に説明し、保存についての要望を行なった。日［長からは古頃の派炭性について一定の理解を示され

た上で、 畑総事業に協力してもら っている地権者への影響について憂慮、古項の重要性について地元が納得でき

るような説明を文化財サイドで行なうぺきであるとの意見が示された。

これを受けて、町塁林課では地元との綱笠及び工事計酎の変更について検討を進め、平成12年8月の時点で1:1.、

換地を見直すことにより、対象地を現状のまま取り込む形で保存する方向に固まりつつあった。しかし、その後、

平成12年10月に当該古墳の地権者から畑総軍栗に参加しない行の考えが示されたため、現状では古項及びその屈

辺を計圃地から除外する形で工事設計が追められていると ころである。

調童方法及び内容 小山田古積は東西に延ぴる狭い尾根筋上に立地しているが、この尾根は前述したとおり鋭山

東震から横田川との問に広がる丘陵地布の背にあたり｀本古項が位骰する部分を含めて探託IOOm前後のビーク

がこの届根筋上に点在している。 小山田古項の項l)'.i部の最高所は標高約!Olmで、頃裾と目される楳高96m付近

から束西 ・宵北方向に尾根が延びるが、内北方向は墳裾付近でやや傾斜が緩やかになった後、急な斜面となって

下る。東西方向では、西側は南北方向と同様にれ裾付近で傾斜をいったん緩め、さらに急な斜面となって下って

行くが｀東憫ではm裾から標高約96m泊後の平坦面が長さ30m、fl,18m程で細長く延びる。この平坦面からさら

に東側に向かっては斜面となるが、現状では蜜柑園造成に伴い段切りされ改変を受けている。確認調査沿手前に
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l /1.000地形~I上で観察したところ、古れと考えられるマウンドから東開に延びるこの尾根がさらに左右に1月

いて紐いていくことから、可能性はかなり低いながらもこの東側届根を前方部とする前方後円tttであるとの州釈

も芳えられた。しかし、現地踏査、 トレンチ潤査及び詳細地形測111:講査 (l/200)を災9奮したところでは、この

尾根をor1方部とすることは考え雌いと判断され、当初の予想どおりマウンド状の高まりを中心とした径30m程の

範皿が古れであることが確認された。

,,i成12年 3月の潤査では、まずこのマウンドが古項であることを確かなものとするため、 tj'(頂部にトレンチ

(No2・3トレンチ）を設定し、 主体部のイi黒及ぴその残存状況を潤査した。また、本潤査の実施も視野に入れ、

盛土の状況をIPJらかにするため、マウンドの北側（泌3トレンチ）、東1111(No Iトレン＊）、南西闘 (No3トレン

チ）のトレンチ頃査を実施した。前述したとおり、この調査では内部主体として石室が溝築されていることが判

明したが、時Iiり的制約もあり 、内部主体の規m・形態や項形、及びそれから推定される本古t.nの時期的な位哲付

けについてはなお不明であったため、平成12年6月から追加潤査を実施した。追加潤査では、まずれ丘平板測lit

置'If.(1/100)を行い、 1l!丘の現況測批図を作成した （図39)。この結柴れ形がほぼr1形であることは確抱さ

れたものの、洒値旧裾付近に帆'JI.貝式古Illの前方部のごとく、短くくびれて延びる箇所が認められたため、この

箇所を中心にトレンチを敗定した (Nol3・14トレンチ）。 またIJ'I裾部については、 tJ'I裾ラインの確認、あるいは

後Ill:の改変の状況等を把握するため、新たにNol7・18・20-22トレンチを掘削した。なおこれらの項裾部へのト

レンチについては、確認調在段陪での必要以上の掘削を控えるため、主に表土層のみを除去したが、いずれのト

レンチでも表土直下より地Lll面が検出された。

追加調査では、主体部の形態・ 規模及び主体部が復数存在するのかどうか吟を確認するために項頂部へのトレ

ンチ潤査を再び実施した。溝査にあたっては前@No2トレンチにおいて確認した石窓天井石の規役を明らかとす

るためNol6トレンチを設定したはか、 Nol5・19トレンチを掘削し、その他の主体部の存在について調査した。た

だ、項頂部には数箇所に大きな樹根が残るはか、主体祁までの深さが Im以上に達することから排：I:骰場に苦慰

し、また訊布自体が保存協頷に向けての緊急的なものであることから、 トレンチの拡張に1渇しては最針：限に留め

ている。以下に、平成II年度潤査及び12年度の追加潤査についての概要について項目毎1こ述ぺる。

（墳形・規慢） lft径餃大約32mの円IJ'lと考えられる。地形瀾泣の結果、コンターはやや束西方向に長軸を持つ

楕f'l形を描き、狭い尾根上という地形的な影饗に起因するものと思われる。現状でれ丘裾部のラインについてIJJ

確に把握できるのは北側及ぴ束側の裾部であり、トレンチ調査においてもNol7・20・21の各トレンチにおいて地

山面の立ち上がり が検出された。ただこのうち、 Ill据東側付近においては、痰柑園造成時にか、僅かに/ft.Ii斜面

が削られているものと息われ、 Jj'(丘測低図でも探硲97.0mより"f位において若干コンクーの乱れが見受けられる。

一方、 IJ't丘1♦m及び洒側においては改変を披った痕跡が竹取され、 !If束謂のIJ't裾付近から rlr艤 、 西側にかけて比

高差0.6m程の段が巡る。さらにこの段より99.0m付近までの内丘斜面のコンターが、IJ'tJj:北 ・束 ・丙側のそれよ

り1l1J隔をやや狭めており、れ丘斜面を削った上で段切りがなされている様子が窺える。特にこの段邸の I:端には

約3-5m間隔で石柱で立てられているが、この石柱は土地の境界を示すためのもので、これよりIll闘までが蜜

柑団であることを粁まえると 、この段自体が密柑団造成1こ際して切られたものと推定される。このことは追加潤

在の際にNo18・22トレンチを設定し表土を除去したところ、比較的新しい時期に地山を削平した痕跡が確認され

た点からも裏付けられている。また、Nol8・22トレンチにおいては項丘lli東側から111西側にかけてのJft巌ライン

について検出を試みたが、地111面のIJJ確な立ち上がりは確認できず、現状では旧裾については明らかではない。

また、IJ't丘西側では削平は被っていないものの、ljlJ確な変化点を持たずに緩やかに傾斜して尾根筋へと連続して
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いるため積裾についてはわかりにくいが、ほぼ様高96.0mコンター付近がれ鋸ラインとなるものと思われる。な

お、前述したように1ft裾付近西側の現況地形から帆立貝式古頃の可能性も考隈してトレンチ讀査を実施したが

(Nol3・ 14トレンチ）、比較的新しい時期に掘削を受けている痕跡が確認され、 一見、くぴれ状に比える段差のラ

インも、耕作等における後世の改変によるものと判明している。

一方、瑣頂邪は東西II.Sm、渭北10.5mの楕円形を坦する平坦面となっており、瑣形は全体として比較的整っ

た哉頭円錐形と見ることができる。墳頂部の束寄りには東西6.0m、市北7.0m、深さ0.7mの裕ち込みが凡られ、

現地渭査刃手時には、以前大酎の際に陥没したとの間さ取りであったが、後H人力によるカクラン坑であること

が判明し、トレンチの橙面精査でも陥没の痕跡は認められなかった。なお、 tJ'{裾かられ頂平凩面までのほ`さ、い

わゆるl/!丘店は約5.0mである。

（圃 溝） 確認調査の範1!11では周溝は全く検出されていない。

（蠣 丘） 墳丘の構築状況?.ISを把船するために、油 I・3・4トレンチを設定した。その結果、 ttt丘のほとん

どが地山整形によることが明らかとなっている。項頂綿のトレンチ購査では、バ頂部から一約1.6m(椋店約99.5

m)の付近で花尚岩の風化土頃からなる地Ill面を確認しており、 NoI・3・4トレンチの講在では、この地山面

がli't丘の法面とはぼ平行に墳裾に向かって傾斜している状況が把姐された。盛土は墳頂部の石窒上に厚さ約 Im

程が施され、 H丘法面ではttl頂部から原さを次党に滅 じながら頃裾に向かって伸ぴるが、ほぼ96.5-97.0mの付

近で盛土はなくなり、表土直下が地lilとなる。-・方、項頂部に設定したNo2トレンチの調査では、ほぼm頂部全

体に赤渇色粘質土からなる盛土が約 Im原さをもって雑認され、この盛土下より竪穴式石亙の天井石を検出して

いるが、 トレンチ墜面の精査では石至掘り方 (:!C.i嘱）は確認出来なかった。これらのことから墳丘の構築法とし

ては、もともと尾根の最高所であったところを地山整形し、平坦に整えた墳頂綿の地t.lJ面からそのまま掘り込ん

でh産を構築、さらに石室.I:.に盛：I:: (覆±)を行い、その後積丘法面について積形を整える程度の盛土を施した

ものと推定される。また盛土も版築状に突き固めたものではなく積み方はラフで、地山整形の際の残土をそのま

ま盛っているように見え｀粘土あるいは旧地表面の黒色腐食質士の混入は全く認められなかった。なお、墳丘 ト

レンチ断面観絣の結果、段築は確認されていない。

（外喪施設） 現状では頃丘上に石材の散布は全く認められず、トレンチ祠査では荘石・列石も検Illされていな

い。また埴輪片も確認されておらず、項丘の外表施設としては特に設けられてはいなかったようである。

（内部主体） ll't頂部に設定したNo.2・16トレンチで竪穴式石宛の天井石と思われる石紺が確認されている。6

組は地表面から一I.Omより下位に位餞しており、花尚岩3石からなる天井石が北東ー内西方向を長軸に並べら

れている。確認調'Jf.では、当初liolトレンチの揺削時に花協岩の大石が検出され、 上面が平坦で幅｝公の形懇をな

すこと、花i函岩の周11J1にそれを支えるように玄武む費の石材が配閥されていることなどから石室の天井石の可能

性が考怠されたため、新たに追加謂査の際、石室形態・規校を明らかとするため北東側にNol6トレンチを設定し

た。 t!o16トレンチでは、 トレンチ市西閑において同様の花尚岩の大石が検出され、その方向性からNoIトレンチ

で見られた天井石と一連のものであることが確認された。 これらのことから、この花向岩大石が竪~,式石当の天

井石であり、花尚岩の周囲に配社された玄武岩石材は天井石を支える撲体の一部、あるいは攪体の控え積みの一

部であると考えられる。

この天井石の主輪方位ははI?北束ー内西方向 (N -45'- E ) に とり、楕円形を呈する用丘の長軸とはほ45•

変位している。天井石の長さは約2.8mを測り、幅については不明確なものの、おおよそI.Sm程度と見られる。

3石の天井石は、確認された範囲では横長の石材を天井石の長軸と直交するように並べて配腔されているようで、
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.1:.1面ははぼj!た＜ 、 そのi•lさは0.2- 0.3m と推定される。 天）nn, 材は全体的に丸みを情び、 l'I~ぷィ1を）/;,t: 的に

利Illしているが、周縁部には部分的に瀾離痕が崖認でき 、整形のための潟笠が抱されている。この天）t-石のJI」1!11

では大きさ20-30cm~'J.度の玄武~-l礫が確認されており、 11)西閥天）t-石では、 天）t-石の側柑部と 4 石が接し、 北東

謂天｝目石では3石程度が天）t石閥舷部の下位で天井石を支えて配四され、また中央の夭}t-./iでは玄武む蝶が夭Jt-

石の上に一部被さ っているのが見てとれる。これら夭）Hiと接するもののほかに、 k.~Hiを IJMむように玄武，;サ礫

が見られ、確認された範皿では.R.Jt-/jから約 I-I.Smの範l!llのJl,JIUIを玄武府礫が取りないているものと推迫さ

れる。これらの玄式沿礫は未//111:であるもののその規格は0.2~0.4mと既ね似通っている。今同の確認潟査では

X.Jt-石及びこれらの玄武岩礫の l'.面の検出に留めたが、 Nol6トレンチの潤在で一部サプ トレンチ潟1f.を火施した
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小山田古墳遠景（南よリ） 小山田古墳遠預（東より：左手奥は錢山）

小山田古頃遠景（南西よリ） 小山田古in全景 （真上よリ ：左下方が北）

図版14 小山田古JI¥①
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小山田古囚近穀（東よリ）

小山田古i応近景（北より南東方向を臨む）

小山田古It!近景（西より）

小山田古IA近景（北よリ南西方向を臨む）

ぬ2トレンチ（東よリ）

図版15 小山田古in②
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ぬ1トレンチ竪穴式石室上面の礫群 ぬ2トレンチ竪穴式石室（北西よリ）

~-
Na2トレンチ竪穴式石室向西よ')) ぬ16トレンチ竪穴式石室（北よ'))

ぬ16トレンチ竪穴式石室（北東よリ） ぬ15トレンチ石棺蓋石（南西よリ）

Nal5トレンチ石棺蓋石 （南よ＇）） ぬ15トレンチ北壁（南よリ）

図版16 小山田古Ill③
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ところ、検出面の"f位でも玄武沿礫が見られることから、これらの玄武岩既は石室壁体の控え積みの一部と考え

られる。ただし、天井石と 1111閑を空け、壁体との1じ接関連していないように見える礫もあり、その性格について

は今囲の関査範囲では明確にできていない。なお、石屯上の土展堆積状況については、赤褐色粘質土が表土下よ

り天井石上まで見られ、天井石を覆うような粘土帝も全く検出されておらず、天井石架1昇後は同竹土のみを盛土

して石室覆土としているようである。

この竪穴式石室のlJ't丘平坦面上のf釦社が/l'(jj;中心のやや北洒寄りにあることから、その他の埋葬施設の有無を

確認するためにNol5トレンチを設定したところ、地表面下ー 1.6mの地点で石棺の歪石と思われる玄武岩の板石

1枚が検／りされたc トレンチ掘り下げ時の状況としては、表土下で竪穴式石立覆土の赤褐色粘質土が確認され掘

り下げを進めたが、油 2・ 16トレンチで確認された石室検出illiより下位でも土培はかわらず、さらに0.6m程掘

り下げた位骰で赤褐色粘土が検出された。この枯土はトレンチ平面のはぽ全面で検出され、その上面は水平で明

らかに人為的な土凶であり、）りさ 5匹程度と薄く、その下より玄武岩板石がその上面を帖土1こ撹われるように霞

かれていた。板石はトレンチ底面のほぼ全面で確認され、その主軸方位を北束一r悧西方向にとるものと息われる

が、長軸の両端部ともトレンチ外にあるため長さについては不明である。 一方、板石のμjgり採はかろうじてトレ

ンチ内で確認でき 、両側緑がほぼ並行であること、板石の幅が約0.95mであることが把挽できた。またその表而

では細かい潤整痕が観寮され、その平面形・ 瞑さ共に相当に加工を施した社石であるものと考えられる。なお、

潤査にあたっては蛮石の外形を把握した段階までの掘り下げに留めたが、雀石の周UJ1では地山は確認されておら

ず、石棺のひとまわり外周に掲り）； （認煽）があるものと推定される。なお、1J'1頂部での地ill面はほぼ傑高99.4

m (油 2 トレンチ東寄りで確認）であり、石棺上面の?~i さとはぽ笠しい。

このように用丘頂郎のトレンチ謂査の結果、竪穴式石盗と石棺の存在が確認されたが、両者が約I.OmのIIIJ隔

をとって主軸を同じくして並ぶこと、また、両者の中心がほば積丘の中心となることなどから 、この石棺につい

ても竪穴式石寇と同じく本古れの主休部であると考えられる。ただ万室・石棺の前後関係については、No15の北

墜；1-.~ りで観察したところ、石棺を覆う粘七J:にイコi3f壁体の表込め士が伸びてきており、石棺を据え埋葬をした後

に石弘隈体の積み上げを行っていることが明らかとなっている。問姐は古項築造当初から石棺• 石室の両者を計

色的に配骰していたのか、あるいは両者の埋設時期に時期芯があるのかという点であるが、 トレンチ壁面で観租

した範11J1では石逗構染に伴う掘り方がlJ'tlfi部盛I:を切って掘削されている様千は窺えず、当初からb棺 ，h座を

[d)時に溝築していたとみる方が盗9屈性が必い。 しかし、今回のトレンチ隅代では十分な確認はUI米ておらず、今

後の調査でさらに検討が必要である。

（出土遺物） 出土遺物についてはNol4トレンチ表土中より土師器細Jヤを検出したのみである。

所 見 今回の小山田古tltの確認調査結呆について次のとおりまとめる。

① 頃形は格円形状に束西方向に長い円J.I'{で、最大径約32mを測り、項丘姦は約5mである。項頂部には径約

11.5mの平JB.面を持ち、全体として整美な銭頭円錘形をなしている。

② //iJ溝・段築はなく、奸石 ，埴輪等の外表施設も見られない。

③ 項J:Cははぽ地1J1整形により 、 盛土はれ頂祁及び頃丘.t •r部に施される。

④ 内部主体として項頂部のほぼ中央に北東ー1釦柑方向に主軸を とる竪穴式石室と石棺が並んで埋匠されている。

両者の構築にあたっては、石棺の泌石を閉塞した後に竪穴式石産の堕体構築がなされており、石棺被葬者埋

葬後に石宜被葬者が葬られている。ただし石室と石棺の構築は同時に行なわれた可能性が店い。

なお、本古ti,の時期的なI釘役付けについては出土遺物に乏しいことから詳細心用であるが、内部主体に竪穴式
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石室と石棺を用い、両者が方位を等しく 一連の児葬施設として配既されていることを考えると、 4世紀後牛から

5世紀前半代の時期幅が想定される．この時期の王島川・椒Ill/II流域の首長袋系請としては、玉Q/11束岸域にお

いて 4世紀後半～末の間に経塚11」古墳、谷口古墳が、5世紀前半～中頃には横田川西岸域で横田下古積が築造さ

れる。本古墳はグループとしては横田下古!JIと同じく横田川西岸域に含まれ、 横田下古項が古式の横穴式石至で

あることからこれに先行するものと思われるが、経塚山古項 ・谷口古内との時期的関連は検討の必要がある。こ

のうち、経塚山占墳は石室内法で長さ約 5mの狭長な竪穴式石座を内部主体としており、天井石の・尺軸でも3m

に満たない小山田古墳とは構造状の大きな違いがある。前者を畿内的な特色を持つ石塞とすれば、後者は在地色

の強い石当構造と見ることができ、単純に前後関係を当てはめて首長慕系譜を関連付ける ことは難しい。また谷

IJ古）Rの特徴的な石器構造は、在地的な埋葬柏設の在り方とは明らかに異質であり、横口部を持つ石宛構造とい

う点のみで小山田古墳との前後関係を判断することは無理がある。よって現時点では小山田古積の時期的な位尻

付けについては、横田,..古墳より古く、経塚山古墳 ・谷口古墳とは概ね並行するが前後関係は不明といった投昧

な表現とせざるを得ない。

小山田古れについての今回の調査は、農林吊業との潤整に伴う緊急．的な内容確認霜査に終始したが、その内容

は径30m以上に及ぶ未盗掘の大刑円項であり、明らかに当該地域の首長搭系耕の中の一つに加えられるぺきもの

である。束松浦地域の古墳時代前期 ・中期を考える上でも頂要な賀料であり、今後も項妥遺跡確認調査の実施吟

を含め、その取扱いには注意を払っていく 必要があろう。

謝辞）小111m古nの潤査にあたっては、佐行県立博物館学芸課蒲原宏行氏に指況 ・助目をTかいた。記して感渕致しますc

(3) 厳木町

綱童対戴地区名 県営中山1111地域総合整備事業厳＊地区 （浪瀬地区）

謂董対象地遺跡名 屈知外

謂董対戴地所在地 東松浦部舷木町大字浪瀬

謂董対戴面積 l.Jha 

講董対象地区の立地 潤査対象地は厳木町の西邪、女Lllから北に派生する丘陵地の北側斜面にあたり、浪瀬川に

よって東西に開折された谷部を望む襟店約90-120mの地点である。旧地形としては、南北に延ぴる二つのf!llせ

尾根に袂まれた、傾斜の緩やかな、より低い尾根であったと思われるが、蜜柑園造成によりかなり改変を受けて

いる。対象地の中央には小河川が流れ、本来は小さな谷をすたんで束酉共に丘陵が浪瀬川に向かって延びていた も

のと推定される。現況は疫柑園のほか、水Ill・畑地が営まれている。

層辺の遺跡及び内容 対象地の西約200m付近には縄文時代の散布地である柁原遺跡が存在するが、同様に地形

的改変を受け、遺跡の詳細については不明である．また、浪瀬の集落を袂んだ北側には白III(探illil96m)がそ

ぴえ.Ill頂部を中心として中近世城郭の獅子城が立地している。磁子城は北波多村・相知町にまたがる洋岳城と

同じく 、中世山城的縄張りに近世的な石垣を伴う城として中近世城郭研究上喰要視されており 、平成 3年に県史

跡に指定されている。磁子城の麓にあたる現況浪瀬の集落付近では過去にほ場整信に伴う確認調査が実施された

地区もあるが、城に閲連する集裕 ・屋敷等の存伍については、今のところ、確認されていない。

Ill童方法及び内容 詞査対象地のうち、比較的旧地形を残していると子想される地点に対して、試掘坑14本を設

定し、人力により掘り下げを行なった。その結呆．油14トレンチで小穴4個を検Illし完掘したものの、遺物は1:1:l

:l: しなかった。埋土の状態からはそれ程新しいものではなく近世以前に遡る可能性もあるが、残存状況は不良で、
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図43 廠木町：浦川内地区トレンチ配置図
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図44 佐賀上場地区謂査地位置図 (1 北波多村 ：釜蓋地区、 2 玄海町 ：寺の上地区） [1/50.000] 

またほかのトレンチではl•I様な迫構は確認されておらず、その時期 ・性格については不明である。また、講査区

全体でも出土遺物は少なく 、No2トレンチで焦曜石が採集されたはかには、染付．瓦など近世以降の遺物が見ら

れた。

所 見 No5. 7トレンチでは表土下にIV.い造成土が見られ、人力では完掘し得なかったが、そのほかのほと

んどのトレンチでは表土直下で橙褐色粘質土（基盤の玄武岩の風化土壌）が見られ、蜜柑団造成1こより 113地形が

芳しく改変されていることがIJJらかとなった。唯一、 No13トレンチでは小穴を検出したが、出土遺物もなく遺構

の時期については特定でさなかった。また、そのはか採集される遺物も極めて少泣であり、遺跡の存在についは

確認できなかった。

謂董対戴地区名 ,,! 宮巾1l1IIU地域総合整偏事業厳＊地区（浦川,~地区）

讀董対象地遍跡名 周知外

調董対象地所在地 東松浦郡厳木町大'f'.浦川内

調童対象面積 l.9ha 

調童対象地区の立地 調査対象地は敢木町のほぼ中央、天山から市に派生する丘陵地の北側斜面にあたり、浦川

11.JJIIによってIJII析された谷部を西llllに望む、様窃約90-120mの地点である。旧地形としては、急斜面と JIiiこ挟

まれた、東匹に延びる傾斜の緩やかな尾根であったと思われるが、蜜柑園造成により、かなり改変を受けている。

現況地形と しては、北束から南1!!iに向けて傾斜が下っており、穎査対象地全体に痰柑困及び水Ill・畑地が1,'；まれ

ている。

J11辺の遺跡及び内容 対象地の西約200m付近には縄文時代の散布地である詰原遺跡が、また、南西400mには同

じく縄文時代散布地の抑遺跡・松尾遺跡が存在するが、遺跡の詳細については不明である。

躙董方法及び内容 講査対象地のうち、比較的旧地形を残していると予想される地点に対して、試拙坑16本を設

定し、掘削機及び人力により掘り下げを行なった。その結米、 Nolトレンチでは瞑さ約2.5mの造成土の下か橙褐

色粘質土からなる基盤層が確認され、小穴 5基を検出した。 ,Jヽ穴の一部を掘り下げたものの出土遺物は見られず、
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遺構の詳細な時期については不明であるが、埋．士及ぴ掘り方の状況から近世以前の可能性がある。また、油8で

は小穴 ・溝状遺構を検出したが、表土jt(下の削平された面に揺り込まれており、埋土が軟質であることからも近

現代以降のものと思われる。そのほか、出土遺物としてNo8. 13トレンチで摂曜石が採集されたほかには、近代

以騒の肉磁器が見られるのみであった。

所 覺 調査区南領のNoI. 2, 4トレンチでは深さ約2.5m以上の近成土が確認された一方、 No7トレンチ

をはじめとする調査区北側のそのほかのトレンチでは表土下で基盤層が確認され、造成により旧地表面及び自然

堆積層についてはほとんど失われていることが明らかとなった。恐らく微柑園造成により綱査区北側の土を削り、

講査区r柑側の低い場所に盛土を施しているものと，思われる。NoIトレ ンチで確認された小穴については、 トレン

チ内の調査においてはその時期を特定できず、造成土がかなり厚いことから周辺部を拡張して追認することはで

きなかった。同じ(/ll.い造成土を伴う池2トレンチでは、遺構は確認されなかったものの、基盤層上に旧表土が

遺存してお り、若干の遺肪の広がりがある ことも予想される。エ半計画では掘り下げがNoI, 2トレンチの基盤

層まで及ぶものではないので今回は保存の措履がとられたが、今後とも周辺部での開発行為について注意を払う

必要がある。

5. 佐賀上場地区の調査

(1) 北波多村

調童対戴地区名

調童対戴地遺欝名

鯛童対戴地所在地

9;!8畑地布総合整債事 業上場m期地区（釜蓋地区）

｝月知 外

北波多村大字成渕字釜壺

・童対戴面積 8.0ha 

調董対戴地区の立地 北波多村の北西邪、村津市・伊万里市との町市境に近接し、上場台地が田中川 （徳須恵JII

の支流）によって開析されることによって造られた狭い谷部に位償する。地形的には田中川の市西側丘陵部から

川に向かって傾斜する部分にあたるが、旧地形としては丘陵1lllの急峻な斜面と田中川へ裕込む谷部との間のテラ

ス状の緩斜面と官える。潤査対象とした範囲は標瓦約55~80mであり、 1H中川に近い場所でも川との比高差は

30mを瀾る。現i兄は水Illが中心であるが、畑地も部分的に見られる。近接する大きな集落はない。

J111辺の遺跡及び内容 対象地に近接する遺跡はないが、 m束約800mの同じく 1f1中川西/,!の丘陵上には縄文時代

の散布地である池畑遺跡が位置している。これよりさらに田中JII沿いに7-・った戚渕の集落内東側の台地上には、

竹木場遺跡をはじめ複数の縄文時代遺跡が広範囲に分布しているものの、潟査対象地付近の埋蔵文化財の様相に

ついては明らかではない。

讀董方法及び内容 対象地のうち、旧地形の傾斜がそれはど大きくないと思われる箇所を中心に試掘坑48本を設

定した。潟査にあたっては、対象地区内には水田・畑の段差が大きな箇所が見られたため、小型の掘削横及び人

力により撮り 下げを行な った。ほと んどのトレンチで耕作土直下から基盤層である黄褐色枯質土 （黒色スコリア

を含む）が確認され、遺構及び遺物包含励となるような自然堆積料は確認されなかった。 出土遺物と しては~o

29トレンチで黒曜石剥片、 Nol5.22トレンチで近世肉磁器片を検出したのみであった。

所 見 確認潤査の結果より対象地全面が113ほ場整億により大きく切り盛りが行なわれていることが予想され、

遺跡の存在については明らかに出来なかった。
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図45 北波多村：上場Ill期地区（釜蓋地区） トレンチ配醤図
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(2) 玄海町

謂査対象地区名

調査対象地遺跡名

講童対象地所在地

調童対象面積

讀査対象地区の立地

り，1ft畑1がif総合整編!JI業 .I:場IV開1地区（寺の上地Ii<)

寺の上辺跡

東松浦郡玄海町大字寺の上

0.52ha 

玄海町の東郊、布浦JIIと上H川のそれぞれに開析された谷部に挟まれた台地」」名硲130

~136mの範圃に位政し、大きく見れば上場台地のほぼ中央に位171'.する。近接する集落は台地 Kには見られない

が、台地北側をドった上村川南il':には松尾の集落が、またその北岸には窃江城との関連が推定される「餡」の集

伶が、またIllを束遡した北岸には大久保 ・沿ノ 木の集硲が位骰している。講査対象地の現況は果樹固及ぴ山林で

ある。

周辺の遺跡及び内容 潤査対象地は旧石器時代～縄文時代散布地の寺の」：遺跡の範囲に含まれ、同じ台地上の東

lllllこ隣接して阿 じく縄文時代散布地である小返笞遺跡がある。また.J:.Iす川を挟んだ対/;lの台地」こには松浦党の

ー派布浦氏の屈城 f,1-:;江城」があり 、平成 9年度から玄海町教'fl委且会によ って確認潟介が継絞して実施されて

いる。

鵡査方法及び内容 ，且究対象地区のうち、蜜柑l~I とな っていた地区全面について試掘坑 9 箇所を設定し、人）Jしこ

より掘り下げを行った。その結果、各トレンチで耕作土下よりiは石（おん じゃく：玄武岩の風化土壌からなる地

illlあるいは地111の二次堆積による自然堆積料が確認されたが遺情・遺物については確認されなかった。

所 見 対象地は河川を見下ろす台地」二であり迅隊の存在が予想されたが、今同の潤在では遺蹄のMf.lこつい

ては明らかにできなかった。
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[2]嘉瀬川ダム建設事業に係る文化財確認調査

凶土交通省九州地方霰情同嘉瀬川ダム工事事務所の所行による、富上町内の嘉瀬JIIダム建敗に伴う埋蔵文化財

確認潤査については、平成II年度から県教育委月会が潤究主体となって実施している。平成]]年度の確認調査の

内容については、平成12年度刊行の「佐賀県只業碁盤整情邪業に係る文化財確認調査報告密19Jにおいて附編と

して概略のみを報告したが、ここでは平成12年度実施分の謂査内容と合わせて改めて述ぺる。

讀董対戴地区の自然的 ・歴史的珊墳 官士町は、佐賀県の中央部北側に位償する人口約5.100人の町で温泉地と

して芳名である。町域は南北方向に長く、その北辺は福岡県との県境が設定されており、福岡市及び前朕市と接

している。また内辺は小城郡小城町及び三日月町、東辺は佐賀罪大和町及び神埼郡三瀬村、西辺は梨松浦郡滋木

町及び七山村と各々接していている。町の外周部には脊扱山系を構成している羽金山 （保f.i900.3m)、笛山（標

i¥'li955.4m)、井原山 （探府983.0m)らのUJ々 が屏風のように迷なっており、これらの峰々から派生している丘陵

が町域の大部分を占めている。そしてこれらの山稜を開削しながら町域の中央部に向かって流れ込む浦川、神水

川、大串川などの中小の河川が収束して嘉瀬川となり、町域の宵束隅から大和町へ流出する間に、町域の6.4%

にあたる耕作適地の大部分を形成しており、そこに人口の大部分が集中している。

これら河川によって形成された河岸段丘や丘陵の先端部には、旧石器時代から近世までの各時代の遺物、取り

分け縄文時代、中世、近枇の生活関連遺物が見られ遺跡の存在が予想されるが、発捉謂査によって確認された遺

跡はごく少数で、ほとんどが表面採集によるものである。以前から遺物が採集されている地点としては、大串神

社付近遺跡 （＊＊大!II:石鏃 • 石斧・黒曜石剥片）．存日神社付近遺跡（大字大野：石鏃．烈咲石、サヌカイト

剥片）、地蔵平遺跡 （大字大野：石鏃：石匙）、相尾遺跡（大字上焦津呂：窮製石斧）、Bノ頭峠遺跡 （大字市HI: 

石鏃 • 石匙）、古湯遺跡 （大午古沿：石剣？片• 石斧）等の縄文時代逍路が知られている。また、中世後期には

古湯城 ・熊の川城などの山城が嘉瀬川を翌む丘陵尾根上に造られ、神代氏と竜造寺氏の抗争の場となったが、そ

の後藩政期にはJII上川 （嘉瀬JIIの上流）を境に、東が佐灯藩山内繹、西が小城藩111内郷へと分けられた。また近

世後期には大野の地に小城藩の代官所が位かれたとされる。埋蔵文化財の発掘譴査については最近までほとんど

実旋される機会がなかったが、平成9年度に林辺達設半業に伴って貝野遺跡 1区 （大字古湯）の発掘躙査が行な

われ、縄文時代の集石遺構・遺物包含刷、中世集落跡が検出されているほか、ダム廷設及び関連事業の進捗に伴っ

て発堀調査も増え、 九郎遺跡 1区 （大字緊並 ：縄文時代前期の集石遺構、遺物包含層，平成 7年度調査）、大野

遺踏 l区 （大字大野：鎌倉一室町時代の集落跡．平成8年度調査）、西畑瀬遺跡 1区 （大字西畑瀬： 古項時代前

期の小穴、中世～近世の集裕跡．平成9年度潤査）、西畑瀬遺跡2区 （大字西畑瀬：弥生時代中期の甕埋納遺構

及び中世～近世の集路跡．平成12年｝度謂査）、 東畑瀬遺鯖 1区 （大字東畑瀬 ：縄文時代早JIJI・晩期の遺物包含層．

中世の集落跡、平成12年度講査）、 大野遺跡2区 （大字大野：縄文時代後期後半の遺物包含層、中世の集沼防．

平成12年度調査）の各遺跡の調査が実施されている。

謂董方法及び内容 確認調査は嘉瀬JIIダム建設に伴う水没地区を中心として実雄し、平成II年度は対象面積270

haのうち、約90haを対象に、また12年度は約45haを対象に行なった。]]年度は総数604本、 12年度は総数397本の

試掘坑（ トレンチ）を設定し、調査にあたっては、掘削様を主に用い、掘削機が進入できない筒所については人

;}により実純した。以下に各地区毎の調査概要について述ぺる。

畑瀬地区 11・12年度合わせて計312本のトレンチを設定した。その結果、 16箇所のトレンチで中世～近世にか

けての集沼跡に関連すると思われる土演・小穴を確認したほか、中世の討磁・白磁• 土師笞、近世の陶磁器、及
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図47 嘉和IIダム建設予定地確認調査実施地区位a図1(1/12,500) 
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図侶 謂漏JIIダム建設予定地確認関査実施地区位口図2(1/12,500) 
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ぴ黒曜石片、時購不明の鉄製品等を検出した。出七遺物の多くは、水田耕作土及ぴ耕作地の造成土中に包含され

ており、広範1lllの水m造成工,,,によって視入したものと思われるが、特に中世の遺物については、現集格の周辺

にその使m者の活動拠点があったと推定され、それが江戸時代後期には既に梢滅していたことが「小城畑瀬村図」

の記祓から窺える。なお、このうち西畑瀬遺跡30,000m'について平成13年度に発堀潤査を予定している。

鷹ノ羽.1J蒲地区 II年J虻に108本のトレンチを設定し、悶査を行なった。その結果、近世陶磁器等の遺物を検

出したものの、遺情については確認できなかった。

背焦地区 II年度に88本のトレンチを設定し、調査を行なった。その結果、近世期等の遺物を検出したものの、

遺構については確認できなかった。

棗並地区 11・12年度合わせて142本のトレンチを設定し、関査を行なった。このうち、 12年度の講査では3箇

所のトレンチで遺構を確認し、時期不明（中世？）の小穴を検出した。また、遺物は10箇所のトレンチで確認し

ており、縄文土器 ・中世の白磁• 土師器、近世の磁器、黒曜石片等がみられた。おそらく栗並地区代替地東側段

丘下の楽並JII沿いのIEI水田部においては、縄文時代の遺物包含層が残存していることが予想される。

小ケれ地I>< 11・12年度に50本のトレンチを設定し、潤査を行なった。現況の,1ヽ ケ倉の集落付近は「大111村他図j

1こ＂小狩倉＂、「大野村図」には“古買クラ＂として記載されており、当時の集落構成が現集落のそれとほぼ煎

複している.:.とから、集裕域全体の測益及び発撮潤査が必要である。

大/JI.みさきばる地区 11・12年度合わせて125本のトレンチを設定し、調査を行なった。このうち、 12年度の

潤査では 4箇所のト レンチで遺構を確認し、中世の土墟及び小穴を検出している。また、遺物は 4箇所のトレン

チで確認しており、中世の土師器、近世の磁器等がみられた。遺構の分布状況から判断すると、中世集落跨の中

心は大串HI西沿の微高地上（揉高304m以上で水没地区外にあたる）に展開しているものと思われ、今後の扱興

りt業等の開発には注慈を要する。

大野・中脱地区 11・12年疫合わせて190本のトレンチを設定し、 111l1査を行なった。このうち、 II年度の調査で

は、大野地区において中原地区と神水川を隔てて接する中届［編付近で縄文時代早期の生活跡を確認した。また、

12年度の潤査では3箇所のトレンチで遺情が確認され、時期不明の小穴のほか、旧石器時代から縄文時代にかけ

ての遺物包含層が検出された。また、遺物は30箇所のトレンチで確認しており、弥生土器 ・中世？の土師器、近

世～近代の磁器、黒曜石片等がみられた。

特に平成 7年度に発批調査が実施された九郎遺跡 1区の対岸にあたる地蔵平地区においては、丘陵部のほぼ全

域からサヌカイト製石餡・規耀石製細石核・囀片尖頭器・ナイフ形石器 ・サヌカイト魂片 ・II.¥耀石潤片・縄文：K

器等がIll土しており、縄文時代の生活跡が広範囲に広がっていることが予想される。

なお、大野集沼のほぽ中央には、大野代官所跡の存在が知られている。代官所跡の概要については「佐釘県R

菜基盤整偏事業に係る文化財確認調査報告~H9」の中で触れたが、代官所跡の保存について 、 国道付持エl]Iとの

綱整が必災となったため、 11年度に代盲所跡の範囲について鈍忽するために地形測址を委託により実施した（図

49)。その後、嘉瀬川ダム工事事務所との協譲の結呆、辺路の線形について計画変災を行い、代官所跡の本体に

ついては保存がなされることとなった。

ダムサイト付近石積遺構 12年度にダム本体（堤体）の建殷予定地周辺を現地蹄査したところ、これと隣接する

関連エ!JI区内に時期不IJJの石積迅構が広範1l11に分布していることが剛らかとなった。当該地区では東百約200m、

南北約120mの範囲で斜面が細かく段造成されて平坦面が造り出されており、石積遺構はこの段の谷闘に面する

法面に部分的にみられる。石f.11遺構は規模の大きいところで、長さ約50mに及び、高さも最大約3.1mを測る。
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図50 ダムサイ ト付近石楢遺構周辺地形測量図
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造成により造り出された平J1!面は、概ね南北に細艮く狭い菊状を足するが、中には東西幅約20m、南北約3m程

の広いIi!.削が造られている。石積みの積み方は概ね横方向にU地が通る布且くずしで、自然石をそのままではな

くある程度捐ってIllいているようであるが、矢グくについては未確認である。今のところ、表面採集遺物もなく 、

試揺潤査も実施していないため、 6積遺構の時期については明らかではないが、 6の積み方等から推定すると近

世期まで遡る可能性が考えられる。よって、これらの石積遺構の範11111こついて早忌に確認し、涵瀬Illダム事務所

との瀾整をl~Iる必要が生じたことから 、 平成1 2年度に委託により周辺地形測泣llilの作成を行なった (I祀150)。今

後、試拙瀾査字を実施することも考慮し、当該地区におけるエT相計両が具体化した場合は保{1:等について協議を

行って行く予定である。

所 見 平成11・12年度に実施した確認瀾査における調査対象面積は合わせて約135haである。これは嘉瀬HI

ダム建設に11'う水没地区約270haのうち、要確認溝査対象地区とした約I80haの約75%にあたる。さらにこの確認

溝1i;によ って発見された遺跡は約42haに及び、当初の予想どおり旧石器時代～縄文時代、中世、近世の逍跡を中

心とするものの、新たに弥生時代中期、あるいは古Jl'I時代前期の遺構・遺物も検出されている。おそらく、時代

鉦の多＃はあるものの、嘉瀬JIIに沿った小盆地状の平野部を中心としてIEI石器時代から近世にかけて生活が常ま

れていたものと考えられよう。それでも縄文時代及び,,,世の遺跡が穀も多く分布して見られることは疑いなく、

地区別に見れば縄文時代の遺跡は畑瀬．巣並．大野地区、また中世の遺跡は畑瀬．ヽJヽケ介，大111.みさきばる．

大野の各地区で確認されており、狭い佼食谷の中の限られた区域に生活域を求めたことから、日ずと各時代の遺

構・遺物が煎複して見られる ことも特徴と3える。今後、この確認頌査結米を碁に孫瀬川ダム工事事務所と埋祓

文化財瀾登の尖施について協議が進められることとなるが、対象地が水没地区に含まれることから現状保存の措

irlをとることのできる遺跡はかなり限られるものと予想される。

-104-



[3]その他公共事業に係る文化財確認調査

(1) 佐賀市

調童対象地区名 民甘佐R城公園造成工事籍工地区

講童対戴地遍跡名 佐n城跡（本丸読）

躙董対象地所在地 佐双市城内2丁目

讀董対戴面積 500m' 

謂童対象地区の立地 佐双市の南寄り 、佐賀市街の中心地に含まれ、現在は佐代県庁をは じめ、学校、博物館・

美術館等が集中し、民家もかなり密集して建てられている。旧地形としては、布明海沿1やの沖積性低地にあたり、

本丸跡付近での臣窃は約3.5mである。現在は平成 5年度に赤松小学校が移転した後は胚史資料館建設予定地と

して更地の状態である。

遺跡の内容 佐賀城跡は、佐買平野の低平地に英かれた近世期の城で、周囲を最も幅広の所で約40間の堀に1lJl

まれた典型的な平城である。その前gは、天正年1lllに整偏された龍造寺氏の村中城を拡張したもので、慶艮13年

(1608)から慶長16年まで鍋i・雑直茂 ．勝茂親子の佐R城総粋節により完成した。本丸や二の丸の曲輪はこの時に

新たに付け加えられたものと言われている。

佐釘城は大きな火災に二度還っている。亨保II年 (1726)の火災では天守をはじめ、本丸・ ニの丸・ 三の丸の

はとんどが焼失し、享保13年に二の丸、宝府5年に三の丸が再建された。その際、本丸の再建は見送られ、 二の

丸が藩政の中心となった。天保6年 (1835)再び火災に遭い、二の丸が焼失したため、 10代藩主直正は本丸再建

を表明し、「佐灯城御本丸差図」が作成された。この差図には、本丸御殿の甜建物が描かれており、平成5・6

年度の佐賀市教n委貝会の確認講査で良好な唸石が確認され、差I~とほぼ一致することがわかっている ".

明治に入ると、佐灯城本丸跡は、県庁や裁判所、学校敷地と して変遷しており、旧佐賀城本丸御殿の建物も昭

和33年の御座間の移転を最後に本丸から姿を消 している。現在、佐打城に残る建物としては、国重要文化財の

「佐n城鯰のl"J及び絞櫓」が残るのみである。なお、平成5・6年度の確認調査及びII年度の黙教委1こよる確認

調査で本九の歴史的意簑が瓦ま ったため、平成13年 3 月に本丸と堀が\~史跡となっている。

調童方法及び内容 今回の製査は、佐汀城公園造成との調整のため、平成5・6年度にその一部が確認された西

側石垣の残存状況の確認のために行ったものである。西側石垣 ，土塁 ・櫓台・ 帝illJ輪・堀を中心に確認を行い、

一部石垣の下糀構造の隋認を行った。調査は、掘削土黛が多いため煎慨 （バックフォー）によ って行い、また石

垣前面敷地のt;lが狭いため排土はダンプカーによ り敷地内に運搬した。蛍撓掘削後は、人力により遺構の検出及

ぴ精査を行った。以下に讃査地点毎1こ述べる。

①西側石垣 r付北に残る石垣前面を掘削 し、石垣の残存状況を確認した。前面には帯曲輪が残っているため、 石

垣の残存が雑認できた部分は寄曲輪の遺構面までは拙り 下げなかった。南側櫓台にすり付く部分は旧校舎により

破壊を受けているが、全体的には石垣が残っている。石垣は約106m、高さは平均すると Im前後で2段から 3

段程度、骰も残りの良いところで 4段が残っている。石垣北端部から約16mは本丸測も石垣であるが、それより

南側は石積みを施さず、輯約14mの土迅 （土羽）である。石垣裏梨は2m以上の幅があり、径20cm程度の大きめ

な丸石を用いている。

石垣は大半が粗割石の乱れ積みである。石材は安ill岩系がほとんどであり、 一部に花尚岩も況じっている。石

材の大ささは、横 Im内外、高さは0.8m内外、控えは0.8-J.Omある。石材には大製の矢を使用した割加工の跡
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図51 その他公共専業に係る文化財確認講豆実施地区 (I尼0,000)

1 県遵中際三瀬綿（上饉町） 2 県道Ill久保・為栖線（上峰町） 3 自衛隊目違原補給処（上餞町）
4 国道385号（東脊振村） 5 佐賀域公園造成（佐賀市） 6 県道鷹島肥前SJ(肥前町）
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も見られるが、さらに割って使/IILていることから積み1せしたことが想定でさる。 また、石材には刻l~I を始して

いるものも多い。

石ltiの恨石の状況を確認するため :oo所を趾 り下げた。根石の前1面は根固めのためKきめの石で覆っており．

強ltlにしている。根1iの下には松材の柑水を訊さ、さらにその1lif面にも松杭を打っていることがIJJらかとなった。

②木樋 il!i側,/:jJ,(の北端付近で木樋を確認した。・111』は石凪前面で確認したため、さらに本丸1111のトレンチを拡

張したところ、本）L内祁まで紐いていることが判明した。この木樋は石煩の下を通っており、 fi煩は木樋を通す

情造になっていることから、このli垣とM時期のものとぢえられる。木樋は、板材を 4枚組み合わせた箱式のも

ので、内法は似約30cm、,:r,さが約25cm、石垣西1l!1部分は底板ゃg月板が1がま完全な形で残り、 一部必板やそれを留

める釘の →部も残っている。木樋の下には枕木状に横木をirlさ、 ,'f'等沈下を防いでいる。底板や側板の継手もtn

巧に作られている。全長は約!Sm、行垣西開6mのところで三の丸との間の祉へと繋がる。本丸flPIも6m程遺{j'.

するが、必石や測板の残りは悪い。なお、石煩を挟んで洒1111と東開では、底板ヒ面で約15国の沿j低差があり、本

丸捐が硲い。＊樋のIll途については、＊丸と 三の丸との1111の堀に接絣しているところから、排水施設として投佑

された"T能性も窃いが断定はできていない。

③ ll11U1綸 西謂石煩前面の佑血綸の船を確定するために、 3本のトレンチを設定した。その結朱、前面から約6

mで堀になることが確認できた。帝庸l輪jllj側の掘からは新しい瓦類が/1¥土している。また、帝1U1綸の渡岸は板材

で補強し｛濯みは行っていないことや、通路面は砂利を敷さ詰めていることなどがわかった。

⑤栴勺 粕令については平成6年度の確此潤査でほぼ全面を検出していたが、今阿はさらに!Ml'月を拡板し．令（本

の規模を確，はすることをU的とした。櫓台111面石屈はこ屯の構造になっており、 1消面石垣の上部には俗石が覆い

被さっていたことからこれらを時期必によるものと ・ぢえていたが、落石を除去して溝介したところ、犬走りの可

能性が甜くなった。櫓台も西側ィ,l!iM様ヒ部は破壊を受けており、品さ約 Im、2段程度が残っている。衷渠は

幅約2m程あり、西関fi垣と比べ砂利が多く兄られる。櫓わの中心部分は砂利と砂と帖 I:を父If.に）1（ねて盛 I:し

ており、西1111石煩の水丸側上）；しと比ぺ丁寧な工法である。

6垣は、世面の一部と」tikiに祖割石による布積みが見られるが、大半は精/JUT.石の乱れ伯みである。精Inn:石

材は、隣り合う打材の形状に現場介わせでカII工を行なっており、ノミをIllいて平情にItI: げている。ィi材は、安

山店系と化尚沿系が中々であるが、角石はすぺて花尚布である。石材の大きさは、平tiで1債0.8m内外、 1:sさ0.6

m内外、控えは0.8-I.Omある。9市はn木 Illみであり、 1む辺が1.5m内外、烈辺が0.8m内外．必さが0.5m内外

である。

⑦その他 J:J;\の 0』を確品するために設定した B トレンチの東半分部で石組みの溝を検出した。 1~さは約!Om、

幅約0.3m、6材＇は赤?,のゴボウ石であり 0 一部破損している。石の下には大乱の瓦があり、瓦を使った造成1籠

の」：に溝Ii築かれている。この＂糾みの溝は西開 ?ihiに直交しておらず/II途は不明である。

所 見 今liilの潟代では、 ①11!ifl月石頭，櫓台は令f本的に残っており．残在する 6垣を必に復元が11f能なこと、

R西開石JJ.l・ 椿台はfifi'iみ技法から数1口1のmみti(しが認められること （積み1fl:しの時期については、今後の検,I{

謀題である）、③木樋は佐n域の中では初めての出・I:であり、また{i.l!iの Flこ木樋を通す構造を確認でき t←こと

は、佐代城の上 I'・水道、It曾1を杉える」；で!'t収な沢料になること、 ④J:Jlの規釈について平成6年度の潟1f.結果と

整合できたこと、 G滞軋l輪は通路面もしっかりしており、幅について今1叫の遇介で明らかにできたこと、苓が成

果としてう作げられる 。 今後はjfll青の保存、あるいは道構を沿かした公1~1 ,lt遍 となるよう、県J:木部と渇整を図っ

ていくことに している。
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本丸踏西隠石垣（西から） 本丸踏． ...ii ~ 

~ 

4 

ご
{
-

--≫ • ヽ
.ヽ C—•, 

貫
日
鼠

― — 本丸肪櫓台（北束から） 本丸筍 ・櫓台北面石垣西傷隅角部（北から）

本丸舒 Aトレンチ（北西から） 本丸踏 Bトレンチ石組み溝（東から）

本丸跡 Bトレンチ石組み溝（北から） 本丸跡 Bトレンチ瓦層（西から）

図版17 佐賀域本丸跡①
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ロ 凶

本丸跡木樋（石垣西111り）横木（北から）

本丸切木樋（石垣西Ill!}底板組手

本丸跡木樋（石垣東側）底板及び横木（北西から）

胃
本丸跡木樋（石垣西測）測板縦手

和姐§木!i(石函雑り出埠況ほから）

本丸跡木樋（石lfil屯測）横木（北から）

図版18 佐費域本丸切②

-112 -



註 I)(.\iflili教f(委ll会「佐Ti城跡一佐Tl城本丸9糾9磁文化財籟此晨忙骰l'i,1fー」佐r(,li文化財,l!f'l'tfll:';• ,'l~~i6集 1996 

(2) 上峰町

讀董対象地区名 M.iil佐t1川久保 ・Ulil諒拡紺1;i11範工地l:.C:

講童対象地遺跡名 屈形諒辺跡

調査対象地所在地 三禿茄1謬」直贅町・kキ礎

調董対戴面積 OA8ha 

讀童対象地区の立地 」：蜂町の北i'!i部、鎮西山 (201m)南方にあたり、切通Ill上流西料の東存飯村界に位設す

る独立丘陵から fHIこ舌状に延ぴる低位丘陵 (I社形J以丘陵：楼砧30-32m付近） に位償する。 県道Ill 久保，、(~栖線

はこの低位丘陵面を東西に横断する形となっている。現況fi!Jf往；！集裕に含まれ、県辺を袂んだ北側には株式会社

フランスベットの工場があり、広範訓にわたって造成がなされているため、 1(1地形についてはほとんど窺い知れ

ない。

閾辺の遺跡及び内容 対象地は松形原道跡に含まれ、純文時代～奈良時代の集裕跡とされているが、もともと

「やかたJの由米については北方の鎖西山城主のIii;・館跡がこの地にあったことに由来すると 目う。潤査対象地区

の北方1:s位段丘上には屈形原古れ群が、切通111東iやの丘陵上にはw柳古in群、堤六本谷遺跡が、また南西の二塚

山丘陵上には弥生時代から古ltt時代の111経群として若名な二塚Ill遺跡群が分布している。

調童方法及び内容 エl)Iは現況県道を長さ約130mにわたって南側に拡紺する もので、道路敷となる部分に対し、

3箇所のトレンチ（長さ!Om、船 1m)を設定した。掘り Fげにあたっては掘削機を使用した。

いずれのトレンチでも表土である監地層を除去したところ、花拗岩の風化土壌が確認され、辺構 ・遣物につい

てはIJl:I:しなかった。

所 見 製充対象地周辺は既存県道が困形原丘陵を束囲に横断する形で走る部分で、試揺箇所は、表府に県道

沿線の宅地などの整地培直下より基盤培が検出され、 IEI地表面 ・自然堆積層については確認できなかった。この

ようなことから、 当該地区は既存県道及び沿線開発等ですでに旧地形が大きく削平されているものと考えられる。

調童対象地区名

調董対象地遺跡名

調董対象地所在地

（\ぼM•r.! ・三瀬線拡輯工事施工地区

屈知外

三梵基郡上峠町大字堤

調童対象面積 0.14ha 

謂董対象地区の立地 上峰町の北西部、 鎖西山 (201ml 西麗にあたり、現況.(~越梨落内に含まれる。地形的に

は鎮西山北西方に源を発する切通HIによる開析谷に位霞し、開t"Gは約45-59mである。

閾辺の遺跡及び内容 対象地では£¥l知の埋蔵文化財包蔵地は知られていないが、開析谷の樹岸のII.I麓部及び？ぷ位

段丘上には古in昧代後期を中心とした古れ群が点在する。

讀董方法及び内容 工事は現況県辺を化さ約300mにわたって拡幅する もので、砿幅部分に対して12箇所のトレ

ンチを穀定し、掘削磯によ り掘り下げを行った。

躙在の結果、耕作土下からはりJ通川の氾濫による砂府・砂礫培、あるいは花函岩の凪化：I:壌からなる基盤培が

確認されたものの、遺構 ・遺物については検IJJされなかった。

所 見 躙査対象地周辺は切通HIの氾濫原にあたり、絶えず河川の作JIIによる砂礫の堆積にさらされていたも
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図55上鰭町：自衛隊目達際補給処トレンチ配置図
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のと推定され、遺跡の存在する可能性は低いものと思われる。

●賣対象地区名 陸上自術隅目違原襦給処lll!I工事籍工地区

鯛童対戴地遍跡名 目違尿古隕群

鯛董対戴地所在地 三養基謁上蜂町大字坊所

調童対戴面積 l.2ha 

調董対戴地区の立地 上峰町のほぼ南部、上峰町と 三田川町にまたがる目達原段丘上（洪積世高位段丘上）の様

茄約17m付近に位置する。現在、段丘上の当該地付近は、戟時中は日本陸軍の飛行場として、また戟後は陸上自

衛隊の補給処として平坦に造成がなされているが、かつては複数の丘陵や谷で構成された起伏に宮んだ地形であっ

たと考えられ、その名残は調査対象地区束銅の外記溜池付近の谷状地形に見られる。

鴫辺の遺跡及び内容 対象地を含め、目違原段丘の国道34号以南の範囲が目達原古墳群の範囲に含まれる。目達

原古墳群は墳長50m前後の前方後円墳4基 （上のびゅう塚、大塚、塚山、稲荀塚古墳）、直径35mの大型円項I

基（古稲荷塚古項）を中心として、その他小型の前方後円墳・円項数基からなっている。目違原古墳群では 5世

紀初頭の瓢箪塚古墳 （項長約24mの前方後円墳）から、 5世紀中頃の上のぴゅう塚、 5世紀後半の大塚、 5世紀

末の塚山と絞き、 6世紀前半の古稲荷塚、稲荷坂までのほぼ150年近くの系謂が窺われ、佐賀平野においては佐

双平野中郎地域における西原古墳 ・ 西隈古墳 • 閲行丸古墳などを中心とした同時期の古墳群と共に、佐賀平野を

二分する首長硲系謂と見られる。現在は目達原飛行場建餃等に伴い、上のびゅう塚古墳を除いてすぺての古項が

湮滅している。今回の調査対象地に近接するものとしては、北側300m付近に大塚古墳、向側500mに古稲術塚古

墳が位置していたと想定されるほか、調査対象地と外記溜池を挟んだ東側丘陵上に位置する上のぴゅう塚古墳は、

国造本紀の竺志米多展造の積墓に比定され、昭和18年より佐賀県唯一の陵墓参考地として管理されている。その

ほか、目達原丘陵から南東へ派生する下津毛、坊所の各支丘上には、坊所一本谷遺跡、坊所五本谷遺跡、樫寺遺

跡、坊所城跡など弥生時代から中世に及ぶ集落 •項墓遺跡が存在している。

●童方法及び内容 工事は補給処敷地の束側部分に関連施設を新たに建設するものであり、対象地全面に対 し、

トレンチ34箇所を殷定した。 トレンチの掘り下げにあたっては掘削機を使用したが、周辺でのヘリコプター離発

着の関係でしばしば調査を中止する事態が生じた。 トレンチは長さ!Om、幅3mを基本に対象地に対してかなり

高い密度で設定したが、多くのト レンチで造成土の下位から茄盤層が確認され、遺構及ぴ遺物包含層については

検出されなかった。また、出土遺物も見られなかった。

所 覺 各試揖坑では表土 ・造成土下より基盤層が見られ、 18表土も全く確認されなかった。また、一部のト

レンチでは旧日本箪以来の建物基礎、コンクリ ー ト廃材を含む盛土層等が検出されたことからたことから、対象

地全面がかなり大規模に削平・ 視削を被っていることが想像される。

(3) 賣青蝙村

鯛童対戴地区名 国道385号拡蝙工事施工地区

鯛童対戴地遺騎名 三津讀田遺繭

鯛童対象地所在地 神1奇郡東脊娠村大字三津

躙董対象面積 650m' 

調董対戴地区の立地 束脊振村の中央部、田手HIによって形成された扇状地上、揉高約20.Sm付近に位置する。
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Ill和IIは，渇在対象地区のflj側で東からiJ.tjに向かって大きくカープしながら流れ、これにより形成された川沿いの

砂礫堆の I:に現況では河原の集俗が立地している。

周辺の遺跡及び内容 束ff嵌村は辺跡の分./ii密度がかなり店い地域であるが、躙査対象地開込ではIJI手Illの氾濫

の彩神を1!£々彼っていたためか、辺跡の存在については知られていない。しかし、近年対象地から北に約500m

離れた県追川久保 ， .Cl栖線付近では新た 1こ •11·1'} ;niが（中Ill:以降の遺物包含N ・流路跡）のイ（在が知られている。

その他、l<I道を扶んで1吋側に約500m隣れたL!状地上では弥生時代•1•期を中心とした集沿跡である西前III遺除が、

またIll和IIを伏んだ対J;¥の中(il段斤:I・.には弥生時代の大規IS¥な閃沿集格である松原遺跡がif地している。

謂査方法及び内容 ェ・J(は現況県辺を)I雑員水lll部に拡輻し、介わせて水路の切り付えを行なうものである。，謁忙

にあたっては、[~さSm、輻 2mの試堀坑4箇所を設定し、掘削機により掘りドげを行った。

潟査の結果、耕作土及びIi楊然憎の盛土の下位からlllr·l11の堆積作Ill による粘TtJ:IM及び砂~'1 . 砂i't,~i)が検Ill

された。この削上で精牡を行なったところ．杭列や溝状遺構が確認されたため、水田沼情の可能性も跨まえ、 11

さ続いて掘り下げを実施した。 その結米． 溝布IKが狭いこともあり 、 水M遺揖を表付ける liZt•Tや畦畔 • 水路等に

ついては検出されなかったが、 K述の杭列・ 清跡の存在から水周りに関連する遺情と思われ、立地から推定して

水m迅情の可能性が考えられる。州中からは弥生時代から古11'1時代にかけての弥生土器 ・1潅i器 ・片が少l,l/l',土

しているが、いずれも小破片であり、これらの杭 ・i鼻跡の時期決定までには至っていない。なお、溝介

対象地は周知外であったが、今(iiiの潟介結果を踏まえて新たに逍粉名を「三flt,帥 l遺跡」とした。

所 見 ,',JJ'I時代以降の水111111!連施設の叶能性が考えられるものの、；謁介対象地内では遣構の性格・時期につ

いて確証は得られなかった。当該地については確品濯在の範囲で記録を行い、'f'成13年度に実施~J'定である今,.. 1 

潟査対象地1ti閥隣接地において1Jiび確認潰在を実施し、遺跳の性格についてIWJらかにしたい。

(4) 肥前町

講査対象地区名 一般!\\辺戯凸肥 ,i;J紺離凸似腱事業11!!1>((閥•l~lll廷設予,iE地区）

講董対象地遺跡名 Kり知外

調童対象地所在地 東松浦郡肥前町大字昆fl乙

講査対象面積 0.37ha 

謂童対象地区の立地 潟介対象地は肥前町の洒端付近、伊万用i~に突さ Illしたリアス式海1;1地-;;;性の 1と,:~にあた

り、小さく洒側に延びる「大ケ崎」と呼称される岬の付け根付近に位就する。地形的には岬の行にあたる平地部

分から海i図こ向かって活込むn部付近にあたり 、現況はIll林である。当該地f.t近の漏岸は沈降i1tt;,t'f"1"の忍峻な

斜面となっており 、対象地は湯1;i,との距推が(UJ近ながら、その探硲差は50mを測る。大ケ鯰の対i'Jには、nit水

追を袂んで約l.2t.m離れて長崎県に含まれる鷹島があり 、島,ti東部の神崎海J;lでは元軍の「行軍総把印」が採艇

されるなど、元寇関係の母物が海底に沈んでいるuf能性も指摘されている。

園辺の遺跡及び内容 対象地周辺では1/;J匁1の埋蔵文化財包蔵地は:lllられていないが、半島内部の'ffの部分にはIll

{i器時代～縄文時代の散布地が多く点在している。また、北関の崚竹迷を1央んだ対1;やにあたる！ば［地lズの岬上に

は市北 Hm、東1唐700mに及ぶ近(It以前の城塞群 （岩森Lll、な家iJI、権現JlJ)のイ;:在が確認されており、踏fがタ

の結米、 複数の中世山城と、数l荘期の文採 ・ 炭長期の(j垣技術をf•11 う城郭とが密集 ・ 頂柑していることがIYJ らか

となっている。また、）、・ケ鯰のJIJfl月、人り江を挟んで対的する「ヤケザキ」と称される岬(・.では IUJ輪 ・ 1:駐 • 横

堀;•~の.,,世の遺IT/が蹄認されている。
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講童方法及び内容 工'Itは大ケ崎と対／＃の鷹島にかけて全長約1.2kmの低梁をかけて佐竹屈と長崎県をつなぐも

ので、調査対象としたのは入野から星買に続く町道と並行に走る、橋梁を結ぶ連絡追路部分にあたる。跨査段陪

では当該地で堀りJ ・ 竪堀状の遺構が確認されたことから確認潤査対象と した。このほか｀大ケ崎の先濡近くの,~

根上では代かなギ坦地が確認されたため確認潤査が必要と判断されたが、 当該地については肥前町の町内遺跡確

認潤査事業 (I司岸補助“業）に必づき 、岡先が実施されている。

滋忙対象地は谷部を1央んで東西に分かれており、東側に 2箇所、 i唐側に5箇所のトレンチを設定した。掘り下

げは掘削提の進入が困難なことから、すぺて人力により行なった。その結果．いずれのトレンチでも表土下、あ

るいは店干の自然堆積附を挟んで黄褐色帖1t土からなる甚盤柑が確認されたが、遺構については確認できなかっ

た。 また、 H.1土iII物としては泌10トレンチにおいて困岱片 1点が採集されたのみである。また、堀りI・堅堀かと

見られた遭溝も道である可能性が高いと思われる。なお、この他大ケ崎の尾根上から岬の突嬬にかけての三箇所

において遺跡が存在する可能性が考えられたため、肥前町の町内遺跡碓認祠査事菜により NoI -7トレンチを股

定し、潤査を実施した。その結果、いずれのトレンチにおいても迅構・遺物は確訟されなかった。

所 晃 大ケ崎周辺の岬上の状況からも中世以降の城必関連の選構が発見されるof能性が想定されたが、謂査

対象地周辺では確認されなかった。今後も周辺での関連工事について注意を払う必要があると共に、橋梁_[lJ(に

あたっては、橋脚設骰部分の湯底における元寇関連遺跡・遠物の存在についても考慇する必淡があると息われる。
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ill. まとめ

平成12年1文佐n県内jiJ跡確認瀾査事業に甚づく確認潤1r.結果についてド記にまとめる。

【農枯菓墨盤整儡●菓） 森林棠碁盤整偏事業では、佐双東部地区では中原町・東行振村・ Tf仮村・神埼町、佐買

西邪地区では佐代』＂・多久市・小城町、佐flf♦j蹄地区では太良町、佐灯北邪地区では柑知町・浜玉町・戟木町 ，

北波多村、佐Tl上場地区では北波多村・玄i毎町の各地で確認潤査を実掩した。

このうち佐R東部地区では．束ぐ介採村の九千部Lll横断線に伴う確秘頃査では筑前街道とl関述すると思われる

「尾立の坂Jとされる古道について地形測絨 ・トレンチ隕査を実施した。その結果、街道と直接結びつく沢科は

得られなかったものの、古lJ'1時代及び中世の土器が検出され、古くから道として利用されていた可能性を示す成

呆が得られた。同じく束秤仮村の県営かん排事業佐沢東部地区では.tJ't艮50mに及ぷ古1/1時代後期の前）i後円tit

の存在がりlらかとなり、佐fief'野における古れ時代の首及硲系請を考える上でも｀新たな粁料が得られた。特に

周溝からは、多数の円筒Jill輪やいくつかの形象埴輪が出：t. しており、兌揺閾査によるllU:fi科が少ない佐ri平野

における植輪の様柑について、多くの知見を与える沢料と 甘える。介回確認された遺情については、協頷の結果、

一部遺構の削平を余儀なくされたものの、設計変更により保存の措誼を取ることが出来た。

佐灯西部地区では、佐R市の県営ほ場整偏 「金立東部」地区の確認調査では、約128,000m'に及ぷ弥生～中Ill:

にかけての遺跳の広がりが確認され、 当該地における窃い遺跡分布密度を示す結果となった。このうち、設計変

更等による保存が困饉な部分については、 平成13-15年度に佐灯市教有委貝会により本購査を実施する予定であ

る。また、小城町では困営佐竹西邪祁水路に伴い確認躙査が実施され、弥生時代～中世にかけての集落跡が広範

圃に分布していることが明らかとなった。当該地については、'I'成13年度に小城町教行委日会により本潤究を計

jilijしており｀隣接する三日月町においても同り9喫に伴う発撮潤査が予定されているなど、同様に辺跡の分布密度

の祁い地域である。

佐ft北部地区では県営畑地帯総合整偏事業「ひれふり地区」に伴う確認調査で、小111m古れのIJ'I丘測禁潤1i:.

トレンチ潟査を実施した。本古れは平成II年度の確認潤査において新たに発見された未盗堀の大型円IJ'tであり、

IJ'tl和32m、内部主体1こ竪穴犬石当と石棺が用いられていることが明らかとなった。東松浦地域の首長秘変遷を考

える上での重要な新：代科であ り、その保存について協議を重ねたが、最終的に事業対象地から外れたことで、 当

面の保存は~I られることとなった。 その他、相知町の農免兵辺「帆柱地区」では、近代以降の炭密について、実

測及び写兵扱影による記鉗作成を行った。こういった、析しい時期の炭斑についての閾査例は、昨今増えつつあ

るが、現在のところ、その時代性故に確認綱査の延長による緊急的な綱査に終始している。

農林業基盤整偏：JI業については、 i1i業自体が面工邪の減少により、確認調査の実施件数も減る傾1;りにあり、ま

た、遺跡が確秘された場合においても、農林部局との細かな潟整により、保存の措骰がとられるケースも増えて

きている。特に、今回確認された、束行振村石動四本松遺跡ST217ii的方後円t.n(県営かんがい排水事棠）、浜玉

町小IIJIII古1n<県営畑地帝総合整傭事業）については、佐竹県下の古れ時代を考える上でも重要な遺跡であり、

関係者各位には保ti:についての深い配慮をT(iいた。今後も、煎要遺跡の保存について早f.:.tな拮骰がとれるよう 、

文化財保渡部局においても、 J~い段隋からの踏査 ，試掘について実厖に努める必要がある。
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［嘉漏）IIダム璽設事藁】 嘉瀬Illダム遠設平業に伴う挽認潤査については、平成11・ 12年度に実樟した調査結果

について概要を報告した。平成11年度は嘉瀬川ダムの開発対象面積404haのうち、水没地を中心とした約90haを、

また12年度は約44.Shaを綱査対象に確認調査を行った。その結果、旧石器時代～縄文時代、中世、近世を中心と

する遺跡約42haの広がりを確認した。この中には、今まで存在がほとんど知られていなかった、弥生時代中期及

ぴ古れ時代前期の遺跡も検出されており、閾査例が少なく実態が明らかでなかった山間部の様相について新たな

データが得られている。一方、大野代官所跡やダムサイト付近石組遺構など、近世以降の石垣・石積を用いて大

規模に展開する遺跡についても、ダム工事との関連から一綿調査が必要な状況が見られ、こういった近世以降の

遺跡についての保存、あるいは関査といった取扱いについて、開発側との十分な協訊が必要となってきている。

今阿、確認された遺跡の多くは、水没地域に含まれるため、そのはとんどが発掘調査の対象となり、保存につ

いては難しい状況にあるが、出米るだけ保存の措匠が図れるよう 、細かな瞬整を菰ねる必要がある。

［その他公共事戴）農林栗基盤整燐串棠、嘉瀬川ダム建設平棠以外の国・県主体の公共事業について、平成12年

度は、 J:峰町で県道.Cl栖 ・JII久保線改良工事 (0.48ha)、県辺‘占士・中1以三瀬線改良工事 (0.14ha)、自術保目達

原補給処内における施設建設 (l.2ha)の3地区において、東脊扱村で国道385号拡幅工事 (650m')について、

佐n市で佐打城公団造成 (500m')について、また肥前町では鷹島肥前線橋梁工序 (0.37ha)に伴いそれぞれ確

認団査を行った。

束秤鋲村における国道385号拡幅工事に伴う関査では弥生～古墳時代にかけての溝跡・杭列等からなる水£HI関

連遺構が検出され、約2.0haに及ぷ遺跡の広がりが確抱された （三津前1ll遺跡）。 また、佐双市の佐R城公園造成

に伴う内容確眩調査では佐n城本丸跡西開石垣下部構造について讀究を実施した。その結果、石垣下祁より新た

に木樋や胴木を検出した他、土昂の規投や椿台の構造についてのデークが得られ、今後の佐釘城公園計面との潤

整を図る上でも堂妥な成果が得られた。
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N. 附編

一平成12年度農林業基盤整備事業に発掘調査の概要一

表3 平成12年度農林業塁盤騒備事業等に伴う発掘鵡査一覧表

詈号 遺跡名 所 在 地 調査面積 鱈董主体者 講董担当者

鷹取Ill遺跡5・6区 三貸碁昴中原町大字原古J'{字九t1J l. OOOm' 中原町教行委且会 太田 ・野田

l 
遺跡の概妥 中lll:1J1城跡1坦述の通路・土墟・小穴・曲輪状の段

.fit井遺跡(3・4・5区） 佐Tl市金立町大字楽師丸字石土井 3,550面 佐汀市教行委月会 三代

2 石J;井遺跡 (6区） ~ 260m' ,, ,, 

遺跡の概要 弥生時代～近世の集落跡、中世の溝跡

上九郎遺称 (2区） 佐代市金立町大字楽函丸,r:J:九郎 2.050m' 佐fi市教f.f委且会 1lif田
3 

遺跡の概要 弥生時代～占旧時代の梨落

八ツ溝遺跡 多久iii多久町字八ツ溝 3.000m' 多久市教＃委U会 岩水

4 
遺粉の概汲 縄文時代の遺物包含層、古珀時代の自然流路跡

小＊原遺跡 伊万里市二里町大里字小木原 520m' 伊万里市教'(.f委且会 島内

5 
遺跡の概要 旧石器時代の遺物包含吊

大岩西遣跡A・B区 束松浦郡浜玉町大牛横u:11'字大岩 7,SOOrrl 浜屯町教ff委u会 叩tl・ 水CEI

6 
遺跡の概炭 古れ時代前期_,,,期のtJt浴群

川頻遺跳 店津rli牛田字川頭 2.000m' 唐津市教'ff委!l会 内Ill.;;,:場
7 

遺跡の概要 中世～近世の土漿必 ．央棺幼
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,.かとりや●

1 塵取山遺跡5・6区 (TTY-5・6)

遺路の所在地

三喪基郡中原町大字原古賀字丸U.1

講葦主体者

中原町教脊委只会

講董期間

平成12年6月～平成13年 3月

講査面積

l.OOOm' 

遺跡の概要 図57 鷹取山遺跡5・6区位●図 (1/25,000) 

本遺跡は鷹取山の中腹標庇約250mの地点に位牲し、綱査区は5区と 6区に分かれている。

鷹取山遺跡 5区は、平成11年度に実施した鷹取山造跡4区の北側、尾根と尾根の間の谷邪に位誼する。今回の

調査で検出された迫構には、 土塙、小穴、溝状遺構がある。また、尾根の一祁を成形して造られたと見られる瓦

まりが検出された。この窮まりは、谷を塞ぐような形で存在していることから、谷からの侵入者に対する防御的

な窓味を持つ可能性がある。高まりのJ.:面は平坦に成形されている。店まりの北側には、溝状遺構が検出されて

おり、通路として使用されていた可能性もある。今回の調査では遺物は出土しなかった。

鷹取Ill遺跡6区は、 5区と大きな谷を挟んだ尾根上に位眈する。尾根の幅は約Smほどで、非常に狭い尾根で

ある。今回の調査では．谷から山Tfiへと萩く通路及び、人工的に造られたとみられる平坦面が検出された。遺物

は出土しなかった。

今回の開査では、谷部から尾根1こかけての山城の通路が確認され、実態が良くわかっていない中世山城のあり

方を研究する上で頂要な成果が得られた。
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慮取山遺切5区調査区全景 鷹敗山遺跡5区遺構検出状況

饂町
I
 

I
 

"-
圏

ー鷹取山遺跡5区忌まり部 鷹取山遠tが3区鯛西区全景

鷹敬山遺跡6区過路状遺構 慮取山遺翔6区平坦面

図版19 鷹取山遺跡5・6区
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いしとい

2 石土井遺跡3・4・5・6区

(ISD-3・4・5・6) 

遺跡の所在地

佐れ＇市金立 町大キ面師丸字石土井

講査主体者

佐J'toli教a委u会

調査期問

•ri成12年 7 月 ～平成13年 2J1 

調査面積

3.810m' 

図58 石土井遺跡3・4・5・6区位甘図 (1/25, CXXJ) 

遺跡の概要

石上井遺跡は金立地区の東部域に位償し、地形的には金立1111+1窺部から舌状に広がる洪積丘陵の南端に近い揉在

4.5~6.2m部分に位骰する。地勢的には丘陵I.:は畑地、低い面は水1llとLて利用されていた。

frl::/t-遺跡はそれぞれ3区~6区の4箇所に分散している。 3区-5区は只棠甚鯰整偏lJ(菜に伴う讃布であり 、

6区は県営地盤沈下対策事業に伴う謂査である。

3 区では掘立柱建物14棟• 井戸 3 甚• 土墟52甚 ・溝 3条・周溝状遺構 1 基 • その他,1ヽ穴多数を検出 した。掘立柱

建物は弥生時代のものが主体で、 IllりXJIITJもしくは JIIIJX 2間である。他の揺．立柱建物は古m時代～古代に属す

ると推定される。井戸3必はいずれも弥生時代中期後半の所娃で、それぞれから土器沢料が多数出土した。 土嘱

の大半は弥生時代中期後半に属し 、 廃棄された土器多数が出土Lた。 上墟の•I•には古積時代前期のものが2甚存在

し、 I陥からは木製の臼が出土した。もう 1基では多数の土沿 （土師僻）や石錘が廃菜されている状況が確認され

た。 周i昇状追1昇1;1 1 必を全掘した。 溝はいずれも •I渭I:の所産で、瀾査区西部で検出した。困磁器多数がりlI: してい

る。

4区はi潟代区内の北部が洪積丘陵部にあたるが、はとんどは1惰灰色枯買土を11';盤とする低地部に位既している。

遺構はこの丘陵部に集中し、ここで竪穴住居 1軒、 捐立柱建物6棟、井戸2茄、t廣等を検出した。竪穴tt/i;は遺

構の洒半部を確認したが、遺存状懇1よ悪く、少ないIJ¥:I:遺物から判断すると弥生時代後期に属すると判断される。

井戸21/;,は共に近接した場所に掘削されており、弥生時代中期後半代の土器を主体とする遺物を多数出土した。

5区は6区の東方に位匝する躙査区で、焼原川の洒岸絨に位罰する。掘立柱建物 ］棟 '・l:塙21基 ・i鼻12条 ・不ljlJ

遺構 2 基 • その他小穴多数を検出 したが、遺存状態はあまり良くなかった。年代的には弥生時代中期後半～後期が

主体であるが、沿はほとんどが近世の所所である。地形的には4区 ・6区とJu]じ丘陵上に位骰するが、111に近い閥

究区の東部は地形的に低くなっており、当地区は4区 .6区で確認した弥生の集俗の東辺緑部にあたる部分と考え

られる。

6区の掘立柱述物も Iiぽ上の時期に頂なる時期の遺I界である。調査区i引側の低地部では弥生時代後期に属する溝

や土墟を検出 した。また、柱穴ら しい揺り方の遺情も多数確認してお り、当該期に居住と密接に関係したJ:地利用

がなされていた地成であったと考えられる。

洞査の結米から、 -6I: 井遺跡の遺情は、北ガのH徳永遺跡から絞く岡じ舌状」i陸上の集裕跡の一部と捉えること

ができ、今Jnlの潟企区はその集洛跡のmr.iにあたるものと考えられる。
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石土井迫跡3区遺構検出状況 石土井遺跡3区 SE3007井戸跡遺物出土状況

石土井遺跨4区井戸切．掘立往建物ro等 石土井遺切5区溝踏

.. 
＾ 石土井遺跡6区遺構検出状況 石土井遺切6区 SK6017土墳遺物出土状況

図叛20 石土井遺跡3・4・5・6区
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かくろう

3 上九郎遺跡2区 (KKR-2)

遺跡の所在地

佐fl市金立町）,'i'槃師丸'i'上九郎

謁査主体君

佐rim教if委u会

訊査期問

.,, 成12年10/]一平成13年 1月

謂査面積

2. 050m' 

図刃上九郎遺舒2区位置図{1 /25, 000) 

遺節の概要

1:IL郎追跡は、探必7m前後の洪積台地.le.に立地する。辺跡の周辺は都市化が進んでいなくて、rn団地術がひ

ろがるれけ地-:riである。只菜店盤整債事菜に伴い、平成10年度から免掘潤企を進めている。

今阿の，ll/Hf.対象地は、潤1f.(!{名は平成10年度に引き絞き 2区とした。東匝方riりの幹線水路部分で、 lti北13m、

束~l50mはどである。 印さ 30- 50anの耕作土直下に現れる lli'i褐色 I·.- 黄褐色 I:が}Ii盤面で、洒から東へ緩やか

に傾斜し、東嬬では無遺物の堆梢培を節認した。iitt号は、米盤面に具褐色上 ・賠褐色上が格込んだ状態で検出さ

れ、その判別は比較的容易であった。

潟在の結果、 」こ九郎遺跡2区は、弥生時代前期、弥生時代中期末～後期、 1濯時代Ji//期を中心とする集硲の一

部であることが明らかとなった。主要な遺構は、拙立柱建物II棟以上、 IF,14必、 土塙36基、溝3条、小六多数

を検出した。主な出上遺物は、弥生土器、石製品、 I: 製品、t師器、須忠器である。.:.の他．近代所希の粘土採

掘坑と息われる掘り込みを多数検出した。

弥生時代1i[I期の迅構は、潤1f.区の中央部に掛ヽI•する。主に土墟が検出され、うら大型の1/J,;は貯蔵9や；ではない

かとどえられる。

弥,,,時代中期,I.:-後期の遺1昇は、隣1cl8'.全体に広がるが、隣介区l'..1/1111の方が密1虻が高い。主として掲立柱建物 ・

井戸 .:I: 漿を検Illした。堀立柱建物は、漏介屯区西側に集中し、全て地形線に沿って西'"する。建物のうら 1棟は

大型の木製礎板を伴っていた。井戸からは、 一括役染の弥牛:I'. 器と共に多；砂の木製品が出 1:した。

占ttt時代Ji1/期の遺構は、潟査区の東西端に離れて分布する。 tとして井戸 ・・J:墟を検Illしたほか、一部の遺構

からは古式の須忠器がIllI: した。

・1'-1..:10年度の濁介では弥生時代及び中世の遺構が確認されていたが、今[iiiの潤査ではさ らに古JJ'¥時代)],/期の迅

情が確認され、各時代にわたって集俗が営まれていたことがIJJらかとなった。
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S K2001土塙遺物出土状況

上九郎遺跡2区全景

S B2050lli! 立往建物跡 S B2049掘立往建物跡柱穴柱原検出状況

L 噌
"'" 't, 

E
3
 

曇 ‘ 

~ 

＇ 
嘩

’“ S B2082掘立柱建物跡柱穴磁盤検出状況

図版21 上九郎辺跡2区

S E2067井戸跡遺物出土状況
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やつみそ

4 )¥ツ溝遺跡 (YTM) 

遺跡の所在地

多久市多久町八ツ溝

騎査主体者

多久市教＃委U会

謂査期問

平成12年5月～平成13年 1月

講査面積

3.000m' 

図60 ハツ溝遺跡位置図 (1/25.000) 

遺跡の概要

八ツ溝遺跡は牛津HIJ・. 流の河川低地に立地し、襟高は22m前後である。この河川低地には九州横断道淵発に伴

い発揺躙査された横分遺跡がある。遺跡からは弥生時代中期_近世にかけての遺揖・遺物が主に出土している。

伐分遺跡から南東約250m先には、多益のサヌカイト製の尖頭2,1が出土する.:とで知られる三年U1遺跡と茶怜1原

遺防がある。今回の調査は平成9年度からの継続調査の4年目にあたり、過去三年1111の調企で、多磁の木製品や

水田関連遺構、縄文時代の遺跡等が発比された。

詞査区は昨年同様、撰分遺跡の隣接地にあたり、今回は20~21区の謂査を実施した。 20区は臼t!',流路が調査の

対象となった。滋路の中から石組遺構と古式土師器が多く出土し、ほぼ完形品も含まれる。遺構と出土した土岩

との関係は明確でないが、他の時期の遺物がほとんど見られないことから同一時期を考えておきたい。石組遺構

は、面を揃えて円形に配世されており、水を汲み上げるための施設と考えられる。平成10年度の調査でもこの時

期の住居跡が鼓形器台・ ニ菰口緑壺などと共に発見されており 、この集落に伴う遺構と考えられる。21区は縄文

時代の遺物包含層が確認された。土符が細片のため時期は明確ではないが、石器から縄文後期と考えられる。

今年度の調企で、 4年にわたる八ツ溝地区の発撮関査は終了した。群細な報告は本報告弁に譲るが、成果とし

て、

ll縄文時代 （主に後期）の遺跡が広範囲に点在すること、 2)撰分遺跡の広がりが把掘できたこと、 3)水田

関連遺構の発見、4)八ツ溝地区には埋没した小河川が多く存在し、農具守の木製品が多く埋没していることが

判明したこと、 5)多久市では弥生前期の遭跡が少ないが、八ツ溝地区でも同時期の遺構 ・遺物が発見できず、

この時期の不活発さが錐認できた、等を指げることができよう 。逆に、八ツ溝地区の潤査を通して浮かぴあがっ

た問題と しては、 I)多久市の弥生前期の様相、 2)調査区から多く出tしたサヌカイトの剥片の所属時期につ

いて等が挙げられる•。

註※）多久市がサヌカイトの大規撲な原産馳という地罪的な条件からか、縄文時代・弥生峙代の遺,.をはじめ髯 古墳昧代の住屈・

跡からも多く剥片が出土した。それらの剥片が 「流れ込み」か遺構に伴うものかの検討を行なう必緊があると思われる。
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自然流路跡

石組遺構検出状況

自然流路踏

古旧時代土師器甕

出土状況

図版22ハツ溝遺跡

“" """ 
図61 /¥ツ潟遺跡出土遇物（古墳時代土節器甕）
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こ 雹わら

5 小木原遺跡 (KOG)

遺跡の所在地

伊万里市二里町大里キ1)ヽ木原

講董主体者

伊万里市教育委U会

講査期間

平成12年9月～平成12年12月

平成13年4月～平成13年 6月

講査面積

520m' 

遺跡の概要

図62 小木原遺跡位●図 (1/25,000) 

小木原遺跡は、腰岳の北側中腹、標店約200m地点に位穀している。調査区は、北側に向かって緩やかに傾斜

する丘陵する丘陵の西嬬に位訊しており 、西側には谷が形成されている。腰岳には黒罐石の原石が散布しており、

山全体が、膵岳遺跡詳として周知されている。特に、腰岳の標高200m地点は多伍1こ散布している。

謂査は平成12年度只林所管関係頂業の協譲で、ふるさと林道廷設事粟小木原線の平業が学がり、平成12年2月

17日-22日にかけて確認調査を実樟した。その結果、全長300mの計國地中程の100m、約520而の範囲で嬰躍石

の石咎を含有する遺物包含層を確認したため、平成12年度からニカ年にかけて本調査を実施することになった。

1次調査は平成12年度に約230m'、2次調査は平成13年度に約290m'を謂査した。 l、2次潤査とも遺構は検出

されなかったが、遺物包含屠が厚さ約50叩程検出された。

1次調査では、約4,500点の石器が出土した。黒曜石の不定形剥片、チップが4,000;点弛出土した。その他は、

使用痕剥片、 2次加工剥片、コア、ナイフ形石器、台形様石料、スクレイパー等が若千出土している。また、サ

ヌカイト製の不定形剥片が 1点出土した。

遺物はB2区周辺、Oil区周辺、 CJ4区周辺の3箇所で集中して出土した。011区周辺では拳大の原石、台形

様石器、コア、縦長剥片、不定形剥片、チップが出土した。ナイフ形石器は躙査区の州溢と北端で出土し、台形

様石器は潤査区の中程で出土した。

2次渭査では、約3,200点出土した。 1次調査と同様に、不定形剥片、チップが大半を占めている。その他で

は、コア、原石、縦長剥片が1Jj土しているが、ナイフ型石笞岬の出土はなかった。

A・B30~35区で遺物の集中域を 1箇所確認した。原石を中心に剥片、チップが多益に出土 した。 l次謂査の

集中域に比ぺて範曲が広がった。

調査の結呆、総出土点数約7,700点のうち、 7,200点は不定形剥片、チップといった石器の加工の際にできる石

岱で構成されていた。コアは、約120点出土しているのに対 し、台形様石器、ナイフ形石器などの出土は非常に

少なかった。このことから、この遺跡でツールの素材となる剥片やツールを製作し、製品はほとんど持ち帰った

と考えられることから、 IU石器時代の石晋製作跡と考えている。腰岳では縄文時代の生産地遺跡として鈴桶遺跳

が周知されているが、旧石器時代の生産地遺跡は未発見であった。本遺跡の発見は、大きな成果であると恩われ

る．
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図版23 小木原遺跡
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おおいわにし

6 大岩西遺跡A区・B区(HOW-A・B)

遺跡の所在地

東松浦郡浜玉町大字横田下字大岩

講査主体者

浜王町教訂委貝会

講董期間

平成12年5月～平成13年3月

講査面積

8,000m' 

図63 大岩西遺筍A・B区位置図 (1/25, 000) 

遺筍の概要

大岩酉遺跡は鏡山西側の天山山系から派生した、標高SOm程度の丘陵地に立地する古項時代の積塁を主と した

遺跡である。周辺は数本の丘陵が北側の玄漏灘に向かって延びてお り、それから幾つもの小丘陵が複雑に張りll.l

している。その中でも 当該遺跡は最大丘陵の仕上部に位閉する。本遺跡の周辺には、 同一丘陵上端部及び中段部

に月岡遺跡や国史跡 「横田下古墳」に代表される古墳時代の遺跡が多数点在する。

調査はA・Bの2地区に分けて計約8,000面について英施した。A区の瀾査では過去の土砂採取の際に前壁を

破壊され、水年放霞されていた竪穴式石;iI基と壺棺 1基を検出した。石究は尾根の頂部ではなく附側の斜面に

あり、明確な項丘は形成されていなかったが、上部の斜面を削りその土を低い方に盛土しlit丘状の形を呈してい

た。調査の結果、床に川砂を敷いた石室内より鉄剣 I. JJ子 1・鉄鏃 1が出土した。また、m丘状の盛土を取り

をく周溝状の遺構から窃杯、対が良好な状態で出土した。

B地区の調査では、届根の頂部にあたかも列状に並んだよう に、竪穴式石寇2甚、箱式石棺5甚、石溢上漿硲

3 基が検出された。 箱式石棺 5基の内、 4 基は粘土で目張りを施し、非常に密l~I度が高 く流入土も少なかった。

ST-040からは、ガラス玉 ・勾王 ・管玉が合計で百数十個出土した。ST-070、ST-080は今回瀾

査を行なった丘陵の最頂郡に位霞し、特に残存状況が良く、この内ST-070では赤色顔料を塗布した棺内よ

り、ほぼ完全な形で人竹 1体が出土した。また、 ST-080からは人-l'l-1体、 石釧 ・貝釧 ・管玉が出土した。

この石棺は規模 • 石材等が他と比較すると大きく 、 袋凛内に多数の裏込石を施し石棺溢を造っている。 構造的に

裏込石が直接に石棺の側壁等を支えるために多数必要だったとは考え難く、廷域としての意識が強いように恩わ

れる。 石棺墓 • 石菟土凛墓は主軸を丘陵頂部に直交させて造っていたが、 小口積の竪穴式石座ST- 020 は丘

陵の先端邪に主軸を尾根と平行にして造っていた。

以上のように、今回の鋼査で古内時代の内墓を多数検出 したが、多 くの遺構の上面が後世の何らかの改変によ

り削平されているものが多く、また孟宋竹が繁茂しており 、明確な盛土が検出できた遺構は少ない。出土遺物に

関して、ST-080!l¥土の貝釧は左手に通った状慇で出土した。石釧は左手1部にあり身に付けていたかは定

かではないが、腕輪としての取扱いがされていた。町内では、国史跡 「谷口古Ill」で過去に11個の石釧が出:I.:し

てお り、畿内を中心とした大和圏内での出土例のように1つの石室から複数の出土が確認されている。今回Ill土

の石釧がその中の一つに形状が酷似してお り、当地方の酋長クラスの支配体制を探る上で貨重な沢料となるかと

思われる。なお、これらの遺跡が営まれたのは、概ね4世紀末-5世紀前半をその時期と考えている。
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大岩西遺踏B地区全景（西より） 大岩西遺舒B地区ST-040(南より）

大岩西遺跡B地区ST-020(南より） S T-020天井石除去後（南よリ）
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B地区ST-080(:左）, -070 (東より） ST -080棺内遺物出土状況（南よリ）

大岩西遺跡B地区ST-070(北より） 大岩西遺踏A地区ST-010 (右が北）

図版24 大岩西遺筍A・B区
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7 川頭遺跡 (KAG)

遺跡の所在地

店津,li'I渭 l字JIJ頭

調五主体者

店m市教n委n会

調董期間

平成12年7JI -平成13年2H

関査面積

2.000m' 

図64 Ill頭遺切位已図 (1/25. 000) 

遺跡の概要

JII頭辺跡は、 ,,'fi.lt,li東端の半Ill地区にfil171L、・/f扱Ll1系から延びる丘陵西沿に位nする。谷部を挟んで西11111こ

は紺ノ尾迅跡、""占Jfl群、北側には一II乍1f.j父潟介を行なった外Ii;(追跨、さらにIll憫低丘陵上の現梨落部分には、

今年度,10必以上もの売棺窮を検出した天神ノ元遺跡が立地する。

瀾査は平成IO年度に行った確認瀾査の結果を跨まえて、 J.:11i予定地内においてい漿品と息われる辺構を確認し

ていたことから、近世廷のうち、寄;籾の際の破壊を免れたもののt1=在を忠定していた。また．近世浴が立地する

箇所が地1;(]1こではl'JJtt状に盛り I:がった形状をしているものの、確認潟査の序には竹が密生しており、なおかつ

現ti-する近111,硲を破壊する恐れもあり 、古tj'fの;/f無を判断することが困誰であったため、今同の，具1f.では古JJ'Iの

fl'.{£ まで視野に入れて調査を行なった。

1肖介の結果、近世硲のうち、比較的浅い箇所に埋拌されたものは寄窮の際に破壊されているものの、全体的に

深いf立i7/.にJ.!ll葬されているものが多く 、中には現地表面から 3mを越す深さに売を裡沢するものもあった• ['II.II 

状の盛：I: 部分は、精査の結呆、 はぼ方形に近い形状をしており 、近ill:岱群に付滞するものと息われる。また、近

lltft詳の東側において幅 2 m程の溝状のごく浅い落ら込みが確秘され、屯粒のn緑を持つ l~I磁をはじめとする ,i.1

II~ の磁物が多く tJ¥土したため、周囲に建物が存在していた可能性を名慇し人念に精介を行なったが、検1.llには至

らなかった。

~1r. 区の南謂部分は'1iif述したとおり 、ミカン凶となっていたため、樹！！りのごく限られた箇iiiにトレンチを入れ

ざるを得なかったものの.: 形状的には中世の土隣硲と思われる辺構を確.12.L、現地形がごく緩やかに西憫へ裕込

む緩斜面でIf!状を残している模様であったため、樹木伐採後により広範1!l1な潟企をfrなうこととした。

漏査の結児、予想J:J.日こミカン f出l採業時の撹乱が敬しく、確認漏査時に!~WI した 1城の他に小穴を含め比較的

小さな追構を検Illしたものの、時代を決定し得るり1確な辺構の検Illには歪らなかった。

今lnlの濁介の結果、次のことが判明した。近111硲の被枠者は、必石が外されていたため位石と各必との！せ｛合は

ll¥・来なかったが、いずれも半LU地区のr-l:0lを務めた「麻生琢」の人々と思われ、半Illの集{tiを見渡せる地点のIi

両された岱域に埋葬されている。近世硲の中には硲石の閲皿に以を充瑣するものや、石必を打する売棺や木必を

布したと息われる甕棺、深さ 3mを超える""ーの掘方の中に近接して挫今胆される斐棺硲等様々な形態がみられる．

今後これらの情骰を整捏し、さらに公石に亥りまれた文字の射益を進めることで~'filt地区の近世の埋拌に1月する ~t

•T（な佑報を得ることができると息われる。

ー134-



S K38近世日石蓋検出状況

川頭遺跡全景

S K36近世g半裁掘状況 SK22・23近世B裁状況

S K21近世g人骨出土状況 落ち込み内遺物状況

図版25 川頭遺跡
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